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■対象製品

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows XP，Windows Vista，Windows 7 

x86，Windows 7 x64※ 1

P-2443-7T84  uCosminexus Service Architect  08-70

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows Server 2003（x64）※ 1，Windows 

Server 2003 R2（x64）※ 1，Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64※ 1，Windows Server 
2008 R2
P-2443-7S84  uCosminexus Service Platform  08-70
●適用 OS：Windows Server 2003（x64），Windows Server 2003 R2（x64），Windows Server 2008 x64，
Windows Server 2008 R2

P-2943-7S84  uCosminexus Service Platform  08-70※ 2

●適用 OS：HP-UX 11i V2（IPF），HP-UX 11i V3（IPF）

P-1J43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-70※ 2

●適用 OS：AIX V7.1，AIX V6.1，AIX 5L V5.3

P-1M43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-70※ 2

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 4（x86），Red Hat Enterprise Linux ES 4（x86），Red Hat 
Enterprise Linux AS 4（AMD64 & Intel EM64T），Red Hat Enterprise Linux ES 4（AMD64 & Intel EM64T），
Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform（x86），Red Hat Enterprise Linux 5（x86），Red Hat 
Enterprise Linux 5 Advanced Platform（AMD/Intel 64），Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/Intel 64），Red Hat 
Enterprise Linux Server 6（32-bit x86），Red Hat Enterprise Linux Server 6（64-bit x86_64）

P-9S43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-70※ 2

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 4（IPF），Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform（Intel 
Itanium），Red Hat Enterprise Linux 5（Intel Itanium）

P-9V43-7S81  uCosminexus Service Platform  08-70※ 2

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows XP，Windows Vista，Windows 7 

x86，Windows 7 x64※ 1

P-2443-CL14  uCosminexus Service Adapter Architect for FTP  01-10

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003（x64）※ 1，Windows Server 2003 R2，Windows 

Server 2003 R2（x64）※ 1，Windows Server 2008 x86，Windows Server 2008 x64※ 1，Windows Server 
2008 R2，HP-UX 11i V2（IPF），HP-UX 11i V3（IPF），AIX V7.1，AIX V6.1，AIX 5L V5.3，Red Hat 
Enterprise Linux AS 4（x86），Red Hat Enterprise Linux ES 4（x86），Red Hat Enterprise Linux AS 4
（AMD64 & Intel EM64T），Red Hat Enterprise Linux ES 4（AMD64 & Intel EM64T），Red Hat Enterprise Linux 
5 Advanced Platform（x86），Red Hat Enterprise Linux 5（x86），Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced 
Platform（AMD/Intel 64），Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/Intel 64），Red Hat Enterprise Linux Server 6
（32-bit x86），Red Hat Enterprise Linux Server 6（64-bit x86_64）
P-2443-CK14  uCosminexus Service Adapter for FTP  01-10
注※ 1　WOW64（Windows On Windows 64）環境だけで使用できます。
注※ 2　製品のサポート時期をご確認ください。
これらのプログラムプロダクトのほかにもこのマニュアルをご利用になれる場合があります。詳細は「リ
リースノート」でご確認ください。
本製品では日立トレース共通ライブラリをインストールします。



■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AIX 5Lは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AMDは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。
Borlandのブランド名および製品名はすべて，米国 Borland Software Corporationの米国およびその他の国
における商標または登録商標です。
CORBAは，Object Management Groupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称です。
HP-UXは，Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
IIOPは，OMG仕様による ORB(Object Request Broker)間通信のネットワークプロトコルの名称です。
Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。
iWayおよび iWay Softwareは，Information Builders, Inc.の米国およびその他の国における登録商標で
す。
J2EEは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商
標です。
Javaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商
標です。
JDBCは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または商
標です。
JSPは，Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標または商標
です。
Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
MyEclipseは，米国 Genuitec社の商品名称です。
Netscapeは，米国およびその他の国における Netscape Communications Corporationの登録商標です。
OMG，CORBA，IIOP，UML，Unified Modeling Language，MDA，Model Driven Architectureは，
Object Management Group, Inc.の米国及びその他の国における登録商標または商標です。
Oracle及び Oracle 10gは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における
登録商標または商標です。
Oracle及び Oracle9iは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登
録商標または商標です。
Oracle及び Oracle Database 11gは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の
国における登録商標または商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標もしくは商標です。
SAP，R/3，SAP NetWeaver，および記載されているすべてのその他の SAP製品およびサービス名は，ド
イツおよびその他世界各国における SAP AGの商標または登録商標です。
SOAP（Simple Object Access Protocol）は，分散ネットワーク環境において XMLベースの情報を交換する
ための通信プロトコルの名称です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
W3Cは，World Wide Web Consortiumの商標（多数の国において登録された）です。



WebSphereは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標で
す。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Eclipseは，開発ツールプロバイダのオープンコミュニティである Eclipse Foundation, Inc.により構築され
た開発ツール統合のためのオープンプラットフォームです。
This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).

■マイクロソフト製品の表記について

このマニュアルでは，マイクロソフト製品の名称を次のように表記しています。

表記 製品名

Microsoft Cluster Service Microsoft(R) Cluster Service

Windows Windows 7 Windows 7 x86 Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise(32ビット版
)

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional(32ビット
版 )

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate(32ビット版 )

Windows 7 x64 Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise(64ビット版
)

Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional(64ビット
版 )

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate(64ビット版 )

Windows 
Server 2003

Windows Server 
2003 Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
Edition Operating System（x86）

Windows Server 
2003 Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
Edition Operating System（x86）

Windows 
Server 2003 
R2

Windows Server 
2003 R2 
Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition Operating System（x86）

Windows Server 
2003 R2 
Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition Operating System（x86）

Windows 
Server 2003
（x64）

Windows Server 
2003 Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
x64 Edition Operating System

Windows Server 
2003 Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
x64 Edition Operating System
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Windows 
Server 2003 
R2（x64）

Windows Server 
2003 R2 
Enterprise x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition Operating System

Windows Server 
2003 R2 
Standard x64 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition Operating System

Windows 
Server 2008 
x86

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise 
32-bit

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 
32-bit

Windows 
Server 2008 
x64

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard 
x64 Edition

Windows 
Server 2008 
R2

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard

Windows 
Vista

Windows Vista 
Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Windows Vista 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Windows Vista 
Ultimate

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

Windows XP Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

表記 製品名



変更内容

変更内容（3020-3-U54-80）uCosminexus Service Architect 08-70，uCosminexus Service 
Platform 08-70，uCosminexus Service Adapter Architect for FTP 01-10，uCosminexus Service 
Adapter for FTP 01-10

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

追加・変更内容 変更個所

Cosminexus サービスプラットフォームを構成するソフトウェア製品ご
との前提 OSに，次の OSを追加した。
• AIX V7.1
• Red Hat Enterprise Linux Server 6（32-bit x86）
• Red Hat Enterprise Linux Server 6（64-bit x86_64）

－

Eclipse Classic 3.6.1に対応したことに伴い，最新の画面図に差し替え
た。

1.1.1，1.1.2，1.1.3，1.1.4，
1.1.5，1.1.11

データベースを利用する環境の場合に，運用環境と実行環境を 1対 1で
構成できるようにした。

1.5

リポジトリのコンポーネントインポート機能を追加した。 1.6

Webサービスの接続先 URLを取得できなかった場合に，動的に接続先
を変更して SOAP通信をできるようにした。

2.2.6

電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定できる
ようにしたことに伴い，説明を追加した。

4.2.6，5.6

Cosminexus サービスプラットフォームのシステムを JP1で監視する場
合の推奨プロセスの説明を追加した。

8.1.2

Cosminexus サービスプラットフォームの前提となるデータベースから，
次のデータベースを削除した。
• HiRDB Version 7
• Oracle 9i
• Oracle 10g R1

8.2



はじめに

このマニュアルは，Cosminexus サービスプラットフォームで SOAを適用したシステムを実現
するための開発環境，および実行・運用環境の機能について説明しています。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，次に示すプログラムプロダクトを使用してシステ
ムを開発，運用します。
• uCosminexus Service Architect
• uCosminexus Service Platform
• uCosminexus Service Adapter Architect for FTP
• uCosminexus Service Adapter for FTP

また，オペレーティングシステム（OS）の種類によって，機能が異なる場合があります。OS
ごとの違いがある場合の表記方法については，「適用 OSの違いによる機能相違点の表記」を参
照してください。

■対象読者
Cosminexus サービスプラットフォームを利用して，SOAに対応したシステムを構築するシス
テム開発者，およびそのシステムの運用管理者を対象としています。
対象読者の前提知識として必要な知識を次に示します。
• SOAに関する基本的な知識
• J2EEに関する基本的な知識
• リレーショナルデータベースおよびデータベース操作言語（SQL）に関する基本的な知識
• XMLに関する基本的な知識

なお，JP1との連携機能を使用する場合は，次の内容を理解していることが必要です。
• JP1の統合管理，ジョブ管理，ネットワーク管理，およびアベイラビリティ管理に関する基本
的な知識

■適用 OSの違いによる機能相違点の表記
このマニュアルは，適用 OSがWindows，AIX，HP-UXおよび Linuxの製品に対応するため，
OSの種類によって，機能が異なる場合があります。OSごとの違いがある場合は，次に示す表
記を使用して，それぞれの説明に OS名を明記しています。

表記 意味

Windowsの場合 Windowsに該当する表記です。

AIXの場合 AIXに該当する表記です。

HP-UXの場合 HP-UXに該当する表記です。

Linuxの場合 Linuxに該当する表記です。

UNIXの場合 UNIX（AIX，HP-UXおよび Linux）に該当する
表記です。
I



はじめに
■このマニュアルで使用している記号

！！！！ 注意事項
 

間違いやすい点，および間違うとトラブルが発生するような項目について説明しています。

ポイント
 

その説明の要点について説明しています。

参考
 

補足的な情報を説明しています。
II
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1　 Cosminexus サービスプラッ
トフォームの機能概要
この章では，Cosminexus サービスプラットフォームで SOA
を適用したシステムを実現するための機能の概要について説明
します。

1.1　開発環境の機能概要

1.2　実行環境の機能概要

1.3　運用環境の機能概要

1.4　HCSCサーバのクラスタ構成

1.5　クラスタ構成における運用環境の構成パターン

1.6　分散開発時のリポジトリのインポート
1



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
1.1　開発環境の機能概要
Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境は，実行環境で動かすアダプタやビ
ジネスプロセスなどの定義をするための環境です。開発環境では，主に次の機能を提供
しています。

• 電文フォーマットの作成機能
• サービスアダプタの作成機能
• DBアダプタの作成機能
• ビジネスプロセスの作成機能
• データ変換定義の作成機能
• ユーザ定義受付の作成機能
• ビジネスプロセスのデバッグ機能

これらの機能は，開発環境の画面を利用して定義します。

また，開発環境の画面を利用して作成した定義の整合性を検証する機能も備えています。
HCSCコンポーネントの検証機能は，HCSCコンポーネントの作成中や作成後など，任
意の段階で実行できます。

各機能の概要を次に説明します。

1.1.1　電文フォーマットの作成機能
電文フォーマットとは，サービスリクエスタ，サービスアダプタ，およびサービス部品
の間でやり取りされる電文の形式です。利用するデータの形式が XML形式の場合は
XML形式の電文フォーマットを，バイナリ形式（XML形式以外）の場合はバイナリ形
式の電文フォーマットを作成します。バイナリ形式の電文フォーマットの場合は，画面
を利用して作成できます。

バイナリ形式の電文フォーマットの作成に利用する画面の例を次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-1　バイナリ形式の電文フォーマットを作成する画面の例

バイナリ形式の電文フォーマットは，ウィザードで新規追加したあと，図 1-1の画面で，
電文フォーマットを構成する要素の詳細な内容を定義できます。

なお，すでに作成されているバイナリ形式の電文フォーマットを流用して，新たなバイ
ナリ形式の電文フォーマットを作成する場合には，既存のバイナリ形式の電文フォー
マットを複製して使用することもできます。

1.1.2　サービスアダプタの作成機能
サービスアダプタとは，呼び出すサービス部品を定義したHCSCコンポーネントです。
呼び出すサービス部品の種類（Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），MDB
（DBキュー））ごとに定義する内容は異なります。

サービスアダプタの作成に利用する画面の例を次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-2　サービスアダプタを作成する画面の例

サービスアダプタは，ウィザードで新規追加したあと，図 1-2の画面で詳細な内容を定
義します。

なお，すでに作成されているサービスアダプタを流用して，新たなサービスアダプタを
作成する場合には，既存のサービスアダプタを複製して使用することもできます。

1.1.3　DBアダプタの作成機能
DBアダプタとは，データベースに対して SQLを実行することをサービス部品の一つと
して利用する場合に，アクセスするデータベースや実行する SQLを定義した HCSCコ
ンポーネントです。

実行する SQL命令などを定義ファイルに定義してから，画面を利用して作成します。

DBアダプタの作成に利用する画面の例を次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-3　DBアダプタを作成する画面の例

DBアダプタは，ウィザードで新規追加したあと，図 1-3の画面で詳細な内容を定義しま
す。

なお，すでに作成されている DBアダプタを流用して，新たな DBアダプタを作成する
場合には，既存の DBアダプタを複製して使用することもできます。

1.1.4　ビジネスプロセスの作成機能
ビジネスプロセスとは，複数のサービスの処理の順番や条件などを定義して，一連の業
務の流れとして定義したものです。

画面で定義したビジネスプロセスは BPELとして記述されます。

ビジネスプロセスの作成に利用する画面の例を次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-4　ビジネスプロセスを作成する画面の例

ビジネスプロセスを作成する画面では，アクティビティと，アクティビティ同士の関係
を規定する連結線，および変数・相関セットを利用してビジネスプロセスを定義します。

アクティビティとは，ビジネスプロセスの構成要素となる部品であり，処理の構造も表
現したものです。複数のアクティビティを連結して，ビジネスプロセスのフローを規定
します。ビジネスプロセスは，アクティビティを画面上で配置・連結して定義します。

また，ビジネスプロセスと各アクティビティには，変数と相関セットを定義できます。

変数は，ビジネスプロセスの処理の中で，条件式の項の値などに変数値を利用する場合
に宣言します。

相関セットは，サービスリクエスタから送信された要求電文を一意に識別するために利
用する文字列です。

なお，すでに作成されているビジネスプロセスを流用して，新たなビジネスプロセスを
作成する場合には，既存のビジネスプロセスを複製して使用することもできます。

さらに，Cosminexus サービスプラットフォームでは，ビジネスプロセスを作成すると
きに，ビジネスプロセスの実行状態の管理を設定できます。また，より高度なビジネス
プロセスとして，複数のビジネスプロセスを階層化したビジネスプロセスを作成できま
す。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
（1） ビジネスプロセスの実行状態の管理

ビジネスプロセスを新規追加する時には，実行環境でのビジネスプロセスの実行状態を
管理するかどうか設定する機能があります。

ビジネスプロセスの実行状態の管理を設定すると，ビジネスプロセスの実行途中に障害
が発生した場合に，ビジネスプロセスのどの段階で障害が発生し，どこまでが実行され
たのか把握できます。停止したビジネスプロセスの状況を把握することで，ビジネスプ
ロセス内の特定の処理から再度実行できます。

ビジネスプロセスの実行状態の管理については，「1.3.4　実行履歴の管理機能」を参照し
てください。

なお，ビジネスプロセスの実行状態を管理するかどうかが選択できるので，処理の速度
などの性能を重視するビジネスプロセスでは，ビジネスプロセスの実行状態を管理しな
い設定もできます。

（2） ビジネスプロセスの階層化

あるビジネスプロセスからほかのビジネスプロセスを呼び出すように定義して，ビジネ
スプロセスを階層化できます。

ビジネスプロセスの階層化の概要を次の図に示します。

図 1-5　ビジネスプロセスの階層化
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-5のように，ビジネスプロセスから各サービスを呼び出す一連の流れの中に，ビジ
ネスプロセスを呼び出す処理を定義できます。

ビジネスプロセスで呼び出す処理としてビジネスプロセスを部品化できるため，より複
雑な業務処理もビジネスプロセス化できます。

（3） 上流工程で作成したビジネスプロセス定義のインポート

ビジネスプロセスの設計時に，設計ツール（BPMNを用いた上流設計ツール）を使用し
て作成した BPEL定義を，サービスプラットフォームの開発環境（uCosminexus 
Service Architect）へインポートできます。インポートした BPEL定義は，ビジネスプ
ロセス定義として変換され，画面上にアクティビティとして表示されます。メッセージ
やプロセスの詳細化などの編集ができます。

1.1.5　データ変換定義の作成機能
データ変換定義とは，実行環境でサービスリクエスタから送信される電文データの変換
方法や，サービス部品間で受け渡すデータのフォーマットの変換方法について定義した
ものです。

変換元／変換先のスキーマファイルを作成したあと，作成したスキーマファイルを基に，
変換元の要素や属性を変換先のどの要素や属性に変換（マッピング）するかなど，変換
時の処理について定義します。

データ変換定義の作成に利用する画面の例を次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-6　データ変換定義を作成する画面の例

データ変換を定義する画面では，変換元と変換先を接続（マッピング）し，変換元から
変換先への値の代入をビジュアルに定義できます。

また，変換元のデータを加工してから変換先に代入したい場合は，ファンクションを設
定できます。ファンクションには，文字列の連結や数値演算などの機能があります。

ファンクションを利用したデータの加工の例を次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-7　ファンクションを利用したデータの加工の例

また，変換元データが複数ある場合のくり返し処理や，一定の条件に合致する場合にだ
けデータを代入するなどの設定もできます。

1.1.6　ユーザ定義受付の作成機能
ユーザ定義受付とは，サービスリクエスタからの実行要求を受け付けるためのインター
フェースです。HCSCサーバの機能として提供している標準受付とは異なり，任意の形
式を定義できるインターフェースです。開発環境で定義したあと，HCSCサーバに配備
して利用します。

Cosminexus サービスプラットフォームで提供している標準受付は，サービスリクエス
タからのサービス部品の実行要求を受け付ける固定のインターフェースです。標準受付
を利用するには，それぞれの標準受付の形式に合わせてサービスリクエスタを作成する
必要があります。そのため，既存のサービスリクエスタを再利用する場合，標準受付の
インターフェースの形式と合わないときには，サービスリクエスタを作り直したり，大
きく改造したりする必要がありました。

このような場合，既存のサービスリクエスタからの実行要求を受け付けられる形式の
ユーザ定義受付を作成できます。ユーザ定義受付の作成について，次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-8　ユーザ定義受付の作成

ユーザ定義受付は，サービスリクエスタが呼び出すサービス部品からWSDLを作成し，
そのWSDLを基に作成します。Cosminexus サービスプラットフォームには，ユーザ定
義受付を効率的に作成するためのウィザードが用意されています。

1.1.7　配備定義機能
HCSCコンポーネントの配備は，開発環境と運用環境でリポジトリを介して相互に情報
をやり取りしながら実施します。

HCSCコンポーネントの配備の概要について，次の図に示します。
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1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-9　HCSCコンポーネントの配備

運用環境では，HCSCサーバおよびクラスタのセットアップ時に，リポジトリにある実
行環境の構成情報（システム構成定義）が更新されます。更新されたシステム構成定義
は，リポジトリの管理機能でエクスポートします。

開発環境では，運用環境でエクスポートした HCSCサーバおよびクラスタのセットアッ
プ情報を含むシステム構成定義をリポジトリにインポートし，システム構成定義に
HCSCコンポーネントをどの HCSCサーバに配備するかを定義（配備定義）して更新
し，更新したシステム構成定義をエクスポートします。

ポイント
 

開発環境で配備定義するときは，サービス部品をクラスタ，または単一の HCSCサーバ単
位で配置します。

そのあと，運用環境では，開発環境で更新したシステム構成定義をリポジトリにイン
ポートします。システム構成定義の内容に従って，実行環境へ HCSCコンポーネントを
配備します。

リポジトリのエクスポートについては，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム システム構築・運用ガイド」の「4.2　リポジトリのエクスポート」を参照して
ください。リポジトリのインポートについては，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「4.3　リポジトリのインポート」を参照
12



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
してください。

1.1.8　パッケージング機能
パッケージングとは，開発環境で作成した HCSCコンポーネントと必要な情報を EAR
ファイル形式で組み立てて，リポジトリに格納することをいいます。

開発環境では，画面を利用してパッケージングを実行できます。

パッケージングの概要を次の図に示します。

図 1-10　パッケージング機能

開発環境からパッケージング機能を実行すると，パッケージングに必要な情報がリポジ
トリから収集され，HCSCコンポーネントが検証されます。

検証の結果，HCSCコンポーネントに必要な定義がすべて定義されている場合，EAR
ファイルが作成されます。

HCSCコンポーネントに不備がある場合，パッケージングは中止されます。

作成された EARファイルは，リポジトリに格納されます。運用環境では，リポジトリに
格納された EARファイル形式の HCSCコンポーネントを実行環境に配備します。

1.1.9　配備から開始または停止から削除の一括実行機能
開発環境では，次の一連の処理を一括で実行できます。
13



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
• HCSCコンポーネントを HCSCサーバに配備して開始する
• HCSCコンポーネントを停止して HCSCサーバから削除する

開発環境または運用環境で一つ一つ実施していた作業を開発環境で一括実行するため，
ユーザの操作負担を軽減できます。なお，一括実行は，システム開発時，または単体テ
ストから結合テスト時を対象としています。

一括実行の処理の流れを次の図に示します。図中の番号は，開発環境でユーザが操作し
たあとに，自動的に実行される処理の順番を示しています。

図 1-11　一括実行の処理の流れ

1.1.10　サービスリクエスタの作成機能
サービスリクエスタとは，業務担当者からのサービス部品の実行要求を受け付け，各
HCSCコンポーネントにサービス部品の実行要求を送信するアプリケーションです。
14



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
サービスリクエスタは，開発環境で作成し，実行環境に組み込んで利用します。

Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境の画面には，サービスリクエスタの
作成に必要なWSDLやスタブを取得するなど，サービスリクエスタの作成を支援する機
能があります。

1.1.11　ビジネスプロセスのデバッグ機能
ビジネスプロセスのデバッグ機能とは，ビジネスプロセスに着目したテストおよびデ
バッグを実行できる機能です。

ビジネスプロセスのデバッグ機能を利用することで，HCSCコンポーネントを実行環境
に配備しなくても，開発環境上でビジネスプロセスをデバッグできます。ビジネスプロ
セスの定義およびデバッグが同じ環境上でできるため，開発効率を向上できます。

ビジネスプロセスのデバッグでは，ビジネスプロセスの処理がアクティビティ間をどの
ように進んでいるかを確認したり，アクティビティで使用している変数の中身を確認・
更新したりできます。

ビジネスプロセスのデバッグで利用する画面の例と利用できる機能を次の図に示します。
15



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-12　ビジネスプロセスのデバッグで利用する画面の例と利用できる機能

ビジネスプロセスのデバッグで利用できる機能を次に示します。

• ステップ実行および再開
アクティビティにブレークポイントを設定することで，ビジネスプロセスの処理を任
意のタイミングで中断できます。中断しているビジネスプロセスでは，アクティビ
ティ単位で中断しながら，逐次処理を進めることができます。

• デバッグ情報の表示
デバッグ中のビジネスプロセスの名称，およびアクティビティの名称を表示します。

• 変数・相関セットの確認
ビジネスプロセスで使用している変数および相関セットの値を確認します。

• 変数の更新
ビジネスプロセスで使用している変数の値を変更し，ビジネスプロセスに反映します。

• XPath評価
分岐アクティビティや代入アクティビティに指定した条件式の妥当性を評価します。

ビジネスプロセスのデバッグ機能では，サービスおよびサービスリクエスタをエミュ
16
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レートして利用することもできます。
17



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
1.2　実行環境の機能概要
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境は，SOAを実現するための環境です。
実行環境では，主に次の機能を提供しています。

• サービス振り分け実行機能
• 各種アダプタ
• ビジネスプロセス実行機能

各機能の概要を次に説明します。

1.2.1　サービス振り分け実行機能
業務・機能を“サービス”として管理し，要求に対してサービス振り分けを実行します。

サービス振り分け実行機能の詳細については，「2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出
し」を参照してください。

1.2.2　各種アダプタ
さまざまな種類のサービスを呼び出すためのアダプタを提供します。

各種アダプタの詳細については，「3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続」を参照
してください。

1.2.3　ビジネスプロセス実行機能
サービス呼び出しの流れを制御するためのビジネスプロセスの開発，および実行を行い
ます。

ビジネスプロセスの詳細については，「4.　ビジネスプロセスを使った運用」を参照して
ください。
18
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1.3　運用環境の機能概要
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境は，実行環境の構築，必要な情報の
配置，運用管理，および実行履歴の管理をする環境です。運用環境では，主に次の機能
を提供しています。

• 実行環境のセットアップ機能
• HCSCコンポーネントの配備機能
• 実行環境での運用を管理する機能
• 実行履歴の管理機能

これらの機能は，コマンドまたは運用環境の画面を利用して実行します。

各機能の概要を次に説明します。

1.3.1　実行環境のセットアップ機能
運用環境では，コマンドを利用して，実行環境のHCSCサーバをセットアップできま
す。また，HCSCサーバをセットアップするときに，あわせてクラスタもセットアップ
できます。

（1） HCSCサーバおよびクラスタのセットアップ機能

HCSCサーバのセットアップの概要について，次の図に示します。
19
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図 1-13　HCSCサーバのセットアップの概要

運用環境からコマンドを実行すると，あらかじめ作成していた HCSCサーバの構成定義
ファイルとセットアップ定義ファイルからセットアップに必要な情報を取得して HCSC
サーバがセットアップされます。

単独の HCSCサーバをセットアップする場合
コマンド実行時にクラスタ名を指定しますが，この段階では，単独の HCSCサーバ
であるため，クラスタの構成にはなりません。
ほかの HCSCサーバをセットアップするときに，クラスタ名を指定してセットアッ
プすることで，クラスタを構成できます。

セットアップ済みの HCSCサーバとクラスタを構成する場合
コマンド実行時に，ほかの HCSCサーバをセットアップしたときに指定したクラス
タ名を指定すると，すでにセットアップされている HCSCサーバとクラスタを構成
する HCSCサーバがセットアップできます。

1.3.2　HCSCコンポーネントの配備機能
配備とは，HCSCコンポーネントを実行環境で利用できるよう，実行環境に必要な情報
20
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を配置することです。

HCSCコンポーネントは，運用環境でコマンドを実行して実行環境に配備できます。

配備の概要について，次の図に示します。

図 1-14　配備の概要

HCSCコンポーネントを配備する場合，開発環境で作成してリポジトリに格納されてい
る配備定義の情報に従って，HCSCコンポーネント（EARファイル）を実行環境
（HCSCサーバ）に配備します。

1.3.3　実行環境での運用を管理する機能
運用環境では，実行環境での業務の運用を管理できます。

実行環境での業務を開始する場合や，実行環境の構成を変更するために業務を停止する
場合，また障害の発生によって業務を停止する場合など，必要に応じて運用環境で実行
21
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環境の業務の運用状態を確認し，操作できます。

運用環境から実施できる実行環境の操作について，次の表に示します。

表 1-1　運用環境から実施できる実行環境の操作

操作内容 実行インターフェース

画面 コマンド

HCSCサーバのセットアップ － ○

HCSCサーバのアンセットアップ － ○

HCSCサーバの起動 ○ ○

HCSCサーバの起動（クラスタ内一括起動） － ○

HCSCサーバの停止 ○ ○

HCSCサーバの停止（クラスタ内一括停止） － ○

HCSCサーバの情報の参照※ ○ ○

HCSCサーバのセットアップ情報の参照 － ○

HCSCサーバの定義 － ○

HCSCサーバの定義内容の確認※ ○ ○

HCSCサーバの定義の変更 － ○

HCSCサーバのバージョンアップ － ○

標準受付の開始 ○ ○

標準受付の停止 ○ ○

サービスアダプタの配備 － ○

配備済みサービスアダプタの削除 － ○

サービスアダプタの開始 ○ ○

サービスアダプタの停止 ○ ○

サービスアダプタの情報の参照※ ○ ○

ビジネスプロセスの配備 － ○

配備済みビジネスプロセスの削除 － ○

ビジネスプロセスの開始 ○ ○

ビジネスプロセスの停止 ○ ○

ビジネスプロセスの情報の参照※ ○ ○

ユーザ定義受付の配備 － ○

配備済みユーザ定義受付の削除 － ○

ユーザ定義受付の開始 ○ ○

ユーザ定義受付の停止 ○ ○

ユーザ定義受付の情報の参照※ ○ ○
22
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（凡例）
○：利用できます。
－：利用できません。

注※　画面とコマンドで参照できる情報が異なります。

1.3.4　実行履歴の管理機能
運用環境では，ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行履歴やサービス部品を
呼び出すための電文の実行履歴を管理できます。

（1） プロセスインスタンスの実行履歴の管理

プロセスインスタンスの実行履歴は，ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行
状況を履歴としてデータベースに記録（永続化）して管理します。

（a）プロセスインスタンスの実行履歴の検索

条件を指定して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索できます。相関セット，開始
日時または状態を検索キーとして利用できます。

（b）プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報の参照

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報を参照できます。次に示す情報を参照でき
ます。

• 相関セット定義名および相関セット値
• 各プロセスインスタンスが保持する変数の変数定義名，および変数値
• ビジネスプロセス内に定義された各アクティビティの状態

（c）プロセスインスタンスの実行履歴の削除

ビジネスプロセスの確認のために使用するデータベースから不要なプロセスインスタン

ユーザ定義受付の定義情報の確認 ○ ○

ユーザ定義受付の定義情報の変更 － ○

HCSCサーバ，標準受付，および HCSCコンポーネントの
状態の確認

○ ○

HCSCサーバのリソースの稼働状態の表示 ○ ○

アプリケーションの操作 － ○

HCSC-Manager環境のバックアップ － ○

HCSC-Manager環境のリストア － ○

サービス情報の変更 － ○

サービス情報の確認 ○ ○

操作内容 実行インターフェース

画面 コマンド
23
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スの実行履歴を削除できます。一件ずつ削除することも，状態を指定して一括して削除
することもできます。

（d）実行中のプロセスインスタンスの再実行

フォルトが発生するなどの理由で処理できなかったビジネスプロセスのプロセスインス
タンスを確認して，実行が中断したプロセスインスタンスを再実行できます。プロセス
インスタンスの再実行は，一件ずつ再実行することも一括して再実行することもできま
す。

（2） 電文の実行履歴の管理

電文の実行履歴は，サービス部品を呼び出すための電文の実行状況を履歴としてデータ
ベースに記録（永続化）して管理します。

（a）電文の実行履歴の検索と詳細情報の参照

条件を指定して，電文の実行履歴を検索できます。メッセージ共通 ID，サービスリクエ
スト ID，開始日時／終了日時，サービスリクエスタで受け付けた入力サービス名，呼び
出し先のサービス名，JMSメッセージ ID，および JMS相関識別子を検索キーとして利
用できます。検索した結果に表示される情報の範囲も，基本的な情報から，詳細情報ま
で選択できます。表示された情報から，サービスを特定したり，電文の配送状況を追跡
したりできます。

（b）電文の実行履歴の削除

データベースにある実行履歴情報テーブルから，不要になった電文の実行履歴のレコー
ドを削除できます。
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1.4　HCSCサーバのクラスタ構成

複数の HCSCサーバを組み合わせて，より冗長なクラスタ構成の環境を構築できます。

1.4.1　ロードバランス機能を利用した HCSCサーバの冗長構
成

ロードバランス機能とは，複数台の HCSCサーバを並列に並べることで，サービスリク
エスタからのサービスの実行要求の一点集中による J2EEサーバの負荷を軽減するため
の機能です。Cosminexus サービスプラットフォームでは，次に示すロードバランサを
使用して負荷を分散できます。

• 汎用ロードバランサ
同期受付（Webサービス）の場合に使用します。

• CTM
同期受付（SessionBean）の場合に使用します。

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境では，ロードバランサを使用して，
複数の HCSCサーバを組み合わせて，より冗長なクラスタ構成の環境を構築できます。

HCSCサーバのロードバランスクラスタ構成について，次の図に示します。

図 1-15　HCSCサーバのロードバランスクラスタ構成
25



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
同期受付（Webサービス，SessionBean）の場合だけ，ロードバランサを使用してサー
ビスリクエスタからのサービス部品の実行要求を，複数の HCSCサーバに分散して送信
できます。

使用するロードバランサによっては，運用を停止しないで，ロードバランスクラスタを
構成する HCSCサーバを追加したり，削除したりできます。また，すでに HCSCサーバ
に配備済みのサービスアダプタやビジネスプロセスを停止しないで，サービスアダプタ
やビジネスプロセスを新規追加することもできます。

1.4.2　クラスタソフトウェアを利用した HCSCサーバの冗長
構成

クラスタソフトウェアとは，システムの信頼性および稼働率の向上を目的とした，サー
バプログラムを含めたシステムの切り替えを実現するプログラムです。Cosminexus 
サービスプラットフォームでは，次に示すクラスタソフトウェアと連携できます。

• Microsoft Cluster Service（Windowsの場合）
• HAモニタ（UNIXの場合）

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境では，クラスタソフトウェアと連携
して，同じ内容の HCSCサーバを二つ組み合わせて，より冗長なクラスタ構成の環境を
構築できます。

クラスタを構成する二つの HCSCサーバのセットアップ情報や，配備される HCSCコン
ポーネントは，同じ内容である必要があります。

HCSCサーバのクラスタ構成について，次の図に示します。
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図 1-16　HCSCサーバのクラスタ構成

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境では，クラスタソフトウェアと連携
して，実行系と待機系を 1対 1で運用するシステム（1:1系切り替えシステム）を構築で
きます。

1:1系切り替えシステムでは，実行系に何らかの障害が発生すると，クラスタソフトウェ
アがこれを検知して，自動的に待機している系に切り替えて業務を続行します。障害発
生時の系の切り替えを次の図に示します。
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図 1-17　障害発生時の系の切り替え
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障害の発生から系の切り替えまでの流れは次のとおりです。

1. 実行系 HCSCサーバで障害が発生します。

2. クラスタソフトウェアが実行系 HCSCサーバの障害を検知します。

3. 実行系 HCSCサーバのあるマシンへのネットワークが切断されます。

4. クラスタソフトウェアがネットワークを待機系 HCSCサーバのあるマシンに切り替え
ます。

5. クラスタソフトウェアが待機系 HCSCサーバを起動します。

なお，クラスタソフトウェアには，障害を検知した場合に待機系HCSCサーバを自動的
に起動するよう設定しておきます。
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1.5　クラスタ構成における運用環境の構成パ
ターン

クラスタ構成にする場合に実現できる運用環境と実行環境の構成パターンには，実行環
境の数に関係なく運用環境を 1台とする構成のほかに，運用環境と実行環境を 1対 1に
配置する構成があります。

運用環境と実行環境を 1対 1に配置する構成のメリットとデメリットを次に示します。

メリット
• 実行環境と運用環境を 1台のマシンにまとめられます。
• 運用環境が 1台ダウンしても，エラーになったリクエストをほかの運用環境から
再実行できます。

• 運用環境用のマシンが不要になるため，運用監視ソフトのライセンス数を低減で
きます。

• 予備の運用環境が不要になります。

デメリット
• UNIX上に実行環境を構築する場合，運用環境の GUIを利用できません。
• クラスタ単位の一括操作ができません。

運用・実行 1対 1構成の構成例を次の図に示します。
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図 1-18　運用・実行 1対 1構成の構成例
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！！！！ 注意事項
 

運用・実行 1対 1構成に移行する場合の注意事項
• 移行前の環境が 08-70以前にセットアップした環境の場合，クラスタに含まれる HCSC
サーバをいったんすべてアンセットアップする必要があります。このため，データベース
に格納されているプロセスインスタンスや実行履歴など，クラスタで共有する情報は移行
できません。

• データベースを利用していない運用・実行 1対 1構成からデータベースを利用した運用・
実行 1対 1構成には移行できません。
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1.6　分散開発時のリポジトリのインポート
複数の開発環境で分散開発する場合，開発したリポジトリを運用環境で使用するために，
リポジトリを集約する必要があります。リポジトリの集約方法には次の 2とおりの方法
があります。

• 開発環境でサービスインポートを実行する。
• 運用環境でコンポーネントインポートを実行する。

開発環境でリポジトリを集約する場合は，インポート対象の取捨選択やサービス IDの衝
突回避など，運用環境で集約するよりも詳細に条件を設定できます。

運用環境でリポジトリを集約する場合は，リポジトリを集約するための開発環境が不要
になるため，マシンの台数を削減できます。

サービスインポートの詳細についてはマニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム 開発ガイド」の「3.2.3　リポジトリをインポートする」を，コンポーネントイ
ンポートの詳細についてはマニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム システ
ム構築・運用ガイド」の「4.6　コンポーネント単位でのリポジトリの追加，更新，およ
び削除」を参照してください。

1.6.1　コンポーネントインポート機能を利用した分散開発の
流れ

コンポーネントインポート機能を利用すると，開発環境を用意しないで，運用コマンド
だけでリポジトリを集約できます。このため，開発環境（マスタ）とテスト環境を 1台
のマシンに集約でき，マシンの台数を削減できます。

開発環境でリポジトリを集約する場合の流れを図 1-19に，運用環境でリポジトリを集約
する場合の流れを図 1-20にそれぞれ示します。
33



1.　Cosminexus サービスプラットフォームの機能概要
図 1-19　開発環境でリポジトリを集約する場合の流れ

図 1-20　運用環境でリポジトリを集約する場合の流れ
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また，開発環境でリポジトリを集約する場合と，運用環境でリポジトリを集約する場合
の環境の移行手順を次の図に示します。

図 1-21　環境の移行手順
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1.6.2　分散開発時の注意事項
分散開発時の注意事項を次に示します。

• サービス ID，サービス名，コンテキストルートおよび UOCファイルは，リポジトリ
の集約時に重複しないよう，分散開発環境全体で一意となるように命名してください。

• UOCファイルの共通パッケージは，同期を取ってください。
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2　 HCSCサーバのサービス部品
呼び出し
この章では，サービス部品を呼び出す基本的な流れや，
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境の仕組みに
ついて説明します。また，Webサービス，SessionBean，
MDB（WS-R），およびMDB（DBキュー）を使用した場合
の，サービス部品の呼び出しについても説明します。なお，開
発環境の定義は，運用環境を通じて実行環境で動作しますが，
ここでは運用環境の説明は省略します。

2.1　サービス部品呼び出しの基本的な流れ

2.2　Webサービス（SOAP通信）を使ったサービス部品呼び出し

2.3　SessionBeanを使ったサービス部品呼び出し

2.4　MDB（WS-R）を使ったサービス部品呼び出し

2.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品呼び出し
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.1　サービス部品呼び出しの基本的な流れ
Cosminexus サービスプラットフォームを使ってシステム構築や運用をする場合，サー
ビスリクエスタから HCSCサーバを経由してサービス部品を呼び出す流れを理解するこ
とで，より良いシステムが実現でき，SOAを適用することによる効果が得られます。

また，SOAを適用したシステム開発をする場合も，どのように運用されるのか理解した
上で，サービス部品呼び出し処理やエラー時の処理を設計することが大切です。

サービス部品を呼び出す流れには，プロトコルで共通な部分と，プロトコルごとに異な
る部分があります。ここでは，プロトコルで共通するサービス部品を呼び出す基本的な
流れについて説明します。

2.1.1　基本的な構造
サービス部品を呼び出すためには，基本的にサービスリクエスタ，受付，HCSCメッ
セージ配送制御，サービスアダプタ，およびサービス部品が必要です。受付は，サービ
ス部品を呼び出すための要求を受け付けるところで，標準受付とユーザ定義受付があり
ます。

標準受付とは，HCSCサーバが標準提供している，サービスリクエスタからの要求電文
を受け付けるための機能（インターフェース）です。ユーザ定義受付とは，開発環境で
ユーザが定義したものを HCSCサーバに配備してから，サービスリクエスタからの実行
要求を受け付けるための機能（インターフェース）で，ユーザが定義した任意のイン
ターフェースで受け付けることができます。

（1） 標準受付の場合

標準受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係を次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-1　標準受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係

サービス部品を呼び出すサービスリクエスタとHCSCサーバ，およびサービス部品の関
係は，次のようになっています。開発の流れに沿って，それぞれの関係を説明します。

• サービス部品側の開発の流れ
最初に呼び出すサービス部品を作成します。次に，呼び出すサービス部品に合わせた
形式の電文フォーマットやビジネスプロセス定義（BPEL）を作成し，開発環境で電
文フォーマットからサービスアダプタを定義したり，ビジネスプロセスを定義したり
します（ビジネスプロセスにも電文フォーマットを定義します）。呼び出すサービス部
品に合わせた形式の電文フォーマットを作成する方法は，使用するプロトコル
（SOAP，RMI-IIOP，WS-R，および JMS）によって異なります。定義したサービス
アダプタやビジネスプロセスは実行環境（HCSCサーバ）へ配備します。電文フォー
マットについては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」
の「4.　電文フォーマットの作成」を参照してください。ビジネスプロセス定義
（BPEL）については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイ
ド」の「6.　ビジネスプロセスの定義」を参照してください。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
• サービスリクエスタ側の開発の流れ
サービス部品の作成後，定義したサービスアダプタやビジネスプロセスを呼び出す
サービスリクエスタを作成します。サービスリクエスタを作成する方法については，
使用する標準受付のプロトコルによって異なります。サービスリクエスタの作成につ
いては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「10.　
サービスリクエスタの作成」を参照してください。

（2） ユーザ定義受付の場合

ユーザ定義受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係を次の図に示します。

図 2-2　ユーザ定義受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係

SOAP通信を使用する場合は，ユーザ定義受付を使用できます。サービス部品を呼び出
すサービスリクエスタと HCSCサーバ，およびサービス部品の関係は，次のようになっ
ています。開発の流れに沿って，それぞれの関係を説明します。

• サービス部品側の開発の流れ
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
最初に呼び出すサービス部品を作成します。次に，呼び出すサービス部品に合わせた
形式の電文フォーマットやビジネスプロセス定義（BPEL）を作成し，開発環境で電
文フォーマットからサービスアダプタを定義したり，ビジネスプロセスを定義したり
します（ビジネスプロセスにも電文フォーマットを定義します）。定義したサービスア
ダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付は実行環境（HCSCサーバ）へ配
備します。電文フォーマットについては，マニュアル「Cosminexus サービスプラッ
トフォーム 開発ガイド」の「4.　電文フォーマットの作成」を参照してください。ビ
ジネスプロセス定義（BPEL）については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム 開発ガイド」の「6.　ビジネスプロセスの定義」を参照してください。

• 受付側の開発の流れ
サービス部品の作成後，呼び出すビジネスプロセスの電文フォーマットに合わせた
WSDLを作成し，開発環境でユーザ定義受付を定義します。ユーザ定義受付について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「8.　ユー
ザ定義受付の定義」を参照してください。

• サービスリクエスタ側の開発の流れ
ユーザ定義受付の作成後，定義したユーザ定義受付を呼び出すサービスリクエスタを
作成します。ユーザ定義受付を定義するときに使用したWSDLからスタブを生成し，
スタブを呼び出すサービスリクエスタを作成します。サービスリクエスタの作成につ
いては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「10.　
サービスリクエスタの作成」を参照してください。

2.1.2　サービス部品を呼び出す流れ
サービスリクエスタからサービス部品を呼び出す流れは，受付の種類と呼び出すHCSC
コンポーネントの組み合わせによって動作が異なります。受付の種類と呼び出すHCSC
コンポーネントの組み合わせを次に示します。

• 標準受付からサービスアダプタを直接呼び出してサービス部品を実行する場合
• 標準受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場合
• ユーザ定義受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場合

これらの場合について，次に説明します。エラー時の処理の流れについては，マニュア
ル「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.　障害
対策」を参照してください。

（1） 標準受付からサービスアダプタを直接呼び出してサービス部品を実行す
る場合

標準受付からサービスアダプタを直接呼び出してサービス部品を実行する場合，サービ
スアダプタで定義したサービス名をサービスリクエスタで指定して実行します。実行す
ると，サービスアダプタで定義したサービス部品を呼び出します。

サービスアダプタを直接呼び出す場合の電文の流れを次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-3　サービスアダプタを直接呼び出す場合の電文の流れ

1. サービスリクエスタから標準受付に送信する要求電文は，開発環境でサービスアダプ
タを定義したときに設定した（サービス部品の形式に合わせた）電文フォーマットを
使用します。そのため，サービスリクエスタ内で，サービスアダプタで定義した電文
フォーマットに合わせた要求電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ
（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実行します。

2. サービスアダプタからサービス部品を呼び出します。呼び出すときは，サービスアダ
プタで定義した要求電文を使用します。このように，サービスリクエスタから送信す
る要求電文とサービス部品が受け取る要求電文は同一になります。なお，サービス部
品の電文フォーマット以外の電文フォーマットでも，サービスアダプタでデータ変換
定義をすれば，サービスリクエスタから要求できます。

3. サービス部品からサービスアダプタに応答電文を送信します。応答電文は，サービス
アダプタで定義した応答電文と同じ電文フォーマットを使用します。

4. サービスリクエスタへ応答します。応答には，サービスアダプタで定義した応答電文
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
の電文フォーマットを使用します。このように，サービス部品から返す応答電文と
サービスリクエスタで受け取る応答電文は同一になります。

データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発
ガイド」の「7.3　データ変換定義」を参照してください。

（2） 標準受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場
合

標準受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場合，ビジネスプ
ロセスで定義したサービス名（ビジネスプロセス名）をサービスリクエスタで指定して
実行します。そして，ビジネスプロセスに定義したプロセスに従って，処理を実行しま
す。プロセスはアクティビティから構成されています。その中の，サービス部品呼出ア
クティビティでは，定義されたサービスアダプタを呼び出して，サービスアダプタに定
義されたサービス部品を実行します。ビジネスプロセスを呼び出す場合の電文の流れを
次の図に示します。
43



2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-4　ビジネスプロセスを呼び出す場合の電文の流れ

1. サービスリクエスタ内で，ビジネスプロセスの受付アクティビティで定義した要求電
文の電文フォーマットに合わせた要求電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラ
メタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実行します。サービスリクエスタで指定す
る要求電文は，ビジネスプロセスの受付アクティビティに定義した電文フォーマット
を使用します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2. ビジネスプロセスからサービス部品を呼び出します。呼び出すときは，サービス呼出
アクティビティで定義した要求電文を使用します。この要求電文の電文フォーマット
は，呼び出すサービス部品のサービスアダプタで定義した要求電文の形式と同じであ
る必要があります。なお，サービス部品の電文フォーマット以外の電文フォーマット
でも，サービスアダプタでデータ変換定義をすれば，サービス呼出アクティビティか
ら要求できます。

3. サービス部品からサービスアダプタに応答電文を送信します。応答電文は，ビジネス
プロセスのサービス呼出アクティビティの応答電文と同じ電文フォーマットを定義し
ます。

4. サービスリクエスタへ応答します。応答には，ビジネスプロセスの応答アクティビ
ティで定義した応答電文の電文フォーマットを使用します。

データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発
ガイド」の「7.3　データ変換定義」を参照してください。

（3） ユーザ定義受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行
する場合

ユーザ定義受付は，ビジネスプロセスの呼び出しをする場合にだけ使用できます。サー
ビスリクエスタからは，HCSCサーバで定義したサービス名（ビジネスプロセス名）な
どは指定しないで，ユーザ定義受付に定義したWSDLを使用して要求します。ユーザ定
義受付に定義したWSDLは，ビジネスプロセスの受付アクティビティに定義した電文
フォーマットに形式を合わせます。

開発環境での定義に従ってユーザ定義受付からビジネスプロセスを呼び出し，ビジネス
プロセスに定義したプロセスに従って，処理を実行します。サービス呼出アクティビ
ティでは，定義されたサービスアダプタを呼び出し，サービスアダプタに定義された
サービス部品を実行します。ユーザ定義受付を使う場合の電文の流れを次の図に示しま
す。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-5　ユーザ定義受付を使う場合の電文の流れ

1. サービスリクエスタからの要求電文は，ビジネスプロセスの受付アクティビティに定
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
義した電文フォーマットと同一のものになります。そのため，ビジネスプロセスの受
付アクティビティに定義した電文フォーマットに合わせた形式のWSDLを開発環境
のユーザ定義受付定義で設定する必要があります。サービスリクエスタからユーザ定
義受付を呼び出すときは，開発環境でユーザ定義受付に定義したWSDLを使用しま
す。WSDLからWSDL2Javaコマンドを使用してスタブを生成し，スタブを呼び出
すようにサービスリクエスタを実装します。

2. ビジネスプロセスからサービス部品を呼び出すときは，サービス呼出アクティビティ
で定義した要求電文を使用します。この要求電文の電文フォーマットは，呼び出す
サービス部品のサービスアダプタで定義した要求電文の形式と同じである必要があり
ます。

3. サービス部品からの応答電文もビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティの応
答電文で同じ電文フォーマットを定義します。なお，サービス部品の電文フォーマッ
ト以外の電文フォーマットでも，サービスアダプタでデータ変換定義をすれば，サー
ビス呼出アクティビティから要求できます。

4. サービスリクエスタへの応答は，ビジネスプロセスの応答アクティビティで定義した
応答電文の電文フォーマットを使用します。この電文フォーマットは開発環境のユー
ザ定義受付定義で設定するWSDLの応答電文と同じ形式である必要があります。

データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発
ガイド」の「7.3　データ変換定義」を参照してください。

2.1.3　サービス部品側と異なる電文フォーマットでサービス
部品を呼び出す場合の流れ

サービス部品側の電文フォーマットと異なる電文でサービス部品を呼び出す場合，また
はサービス部品側の電文フォーマットと異なる電文を応答として受信する場合は，開発
環境で標準電文フォーマットを定義します。また，標準電文フォーマットとサービス部
品電文フォーマットの変換ルールを定義したデータ変換定義は，開発環境で定義します。
標準電文フォーマットの電文をサービス部品電文フォーマットの電文に変換することで
サービス部品を呼び出せます。標準電文フォーマットとデータ変換定義の関係を次の図
に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-6　標準電文フォーマットとデータ変換定義の関係

1. サービスリクエスタからは，標準電文フォーマットの形式に合わせた電文フォーマッ
トを要求電文に指定して，サービス部品の呼び出しを要求します。

2. サービスアダプタでは標準電文フォーマットからサービス部品電文フォーマットに
データを変換し，変換後の電文フォーマットでサービス部品を呼び出します。

3. サービス部品からの応答についても，サービスアダプタで，サービス部品電文フォー
マットから標準電文フォーマットにデータを変換します。

4. サービスリクエスタに標準電文フォーマットを応答します。
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複数のサービスアダプタがある場合も，図 2-7に示すように Service1用のサービスアダ
プタ，Service2用のサービスアダプタ，Service3用のサービスアダプタで，それぞれに
同一の標準電文フォーマット Aと，それぞれのデータ変換定義を定義すると，サービス
リクエスタ側から要求するときに，要求時のサービス名（Service1など）を変更すれば，
同じ要求電文で要求できます。

図 2-7　複数のサービスアダプタで同一の標準電文フォーマットを定義した場合の流れ

標準電文フォーマットおよびサービス部品電文フォーマットについては，マニュアル
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「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「4.　電文フォーマットの作
成」を参照してください。データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サー
ビスプラットフォーム 開発ガイド」の「7.3　データ変換定義」を参照してください。

2.1.4　サービス部品呼び出し処理で与えられる識別情報
HCSCサーバ内のサービス部品呼び出し要求とその流れを区別するために，各要求電文
にメッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDが割り当てられます。これらの IDは電
文の実行履歴，メッセージログ，リクエストトレース，および性能解析トレースで出力
されます。

メッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDをたどることで，サービス部品呼び出しの
処理の流れを追跡できます。電文の追跡については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.7　サービス部品呼び出し要求時
の障害対策」を参照してください。

なお，HCSCサーバに割り当てられる識別情報のほかに，ユーザが任意の値を設定でき
るクライアント相関 IDがあります。

（1） 識別情報の種類
• メッセージ共通 ID
サービスリクエスタからサービス部品呼び出し要求を受け取ったタイミングで自動的
に割り当てられます。応答まで同じメッセージ共通 IDを使用します。
サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出す場合でも，ビジネスプロセス内
の個々のサービス部品呼び出し処理を同一の処理として識別できます。メッセージ共
通 IDの形式を次に示します。

　注　末尾に与えられる通番は，「1」から順番に割り当てられる番号です。
（例）CSC_CSCServerName_2008-04-20_11:32:18.360_1
　

• サービスリクエスト ID
HCSCサーバ内の個別のサービス部品呼び出し処理ごとに割り当てられる識別情報で
す。
サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求を受け取ったタイミングだけで
なく，ビジネスプロセスからのサービス部品呼び出し処理を実施するタイミングでも
割り当てられます。サービスリクエスト IDの形式を次に示します。

 
CSC_[サーバ名]_[受付時刻(ミリ秒)]_[通番]
 

 
MSG_[サーバ名]_[受付種別]_[受付時刻(ミリ秒)]_[通番]
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　注　末尾に与えられる通番は，「1」から順番に割り当てられる番号です。
（例）MSG_CSCServerName_MDBWSR_2008-04-20_11:32:18.360_1
　

• ビジネスプロセスインスタンス ID
ビジネスプロセスの個々のプロセスインスタンスを特定するための識別情報（プロセ
スインスタンスの識別子）です。サービスリクエスタからビジネスプロセスの再実行
を要求する場合や，プロセスインスタンスの実行履歴を削除するときに使用します。

（2） 識別情報が割り当てられるタイミング

標準受付から直接サービスアダプタを呼び出す場合は，メッセージ共通 IDおよびサービ
スリクエスト IDは，HCSCサーバ内で識別情報として引き継がれます。標準受付やユー
ザ定義受付からビジネスプロセスを経由してサービスアダプタを呼び出す場合は，メッ
セージ共通 IDは，HCSCサーバ内で識別情報として引き継がれます。しかし，サービス
リクエスト IDは，サービス部品呼び出し処理ごとの識別情報として引き継がれます。ま
た，ビジネスプロセスインスタンス IDは，ビジネスプロセスが最初に要求を受け付ける
ときに割り当てます。

メッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDが割り当てられるタイミングを次の図に示
します。
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図 2-8　識別情報割り当てのタイミング
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2.2　Webサービス（SOAP通信）を使った
サービス部品呼び出し

2.2.1　Webサービスの通信基盤との関係
実行環境の HCSCサーバは，Webサービスの通信基盤およびWebサーバ（HTTPサー
バ）上で動作します。そのため，Webサービス（SOAP通信）を使用する場合は，Web
サービスを実行するための通信基盤やWebサーバの設定が必要です。

サービスリクエスタとHCSCサーバのリクエスト受付との関係は，クライアントとサー
バの関係であり，HCSCサーバのサービスアダプタとサービス部品の関係もクライアン
トとサーバの関係になります。

サービスリクエスタ側およびサービス部品側の通信基盤は，SOAP通信基盤を使用する
場合と JAX-WSエンジンを使用する場合があります。SOAP1.1に対応したサービスリ
クエスタおよびサービス部品を使用する場合は，SOAP通信基盤または JAX-WSエンジ
ンを使用します。また，SOAP1.2に対応したサービスリクエスタおよびサービス部品を
使用する場合は，JAX-WSエンジンを使用します。

サービスリクエスタおよびサービス部品と，SOAP通信基盤の関係を次の図に示します。
なお，サービスリクエスタ側とサービス部品側で，片方が SOAP通信基盤，もう片方が
JAX-WSエンジンを使用する構成も可能です。
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図 2-9　SOAP通信基盤との関係
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2.2.2　サービス部品呼び出し時のユーザ電文とWSDLの関係
サービス部品呼び出し時のユーザ電文とWSDLの関係は，標準受付の場合とユーザ定義
受付の場合とで異なります。

（1） 標準受付の場合

SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係（標準受付）を次に説明します。

（a）SOAP通信基盤を使用するとき

通信基盤に SOAP通信基盤を使用するときの，SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの
関係（標準受付）を次の図に示します。なお，サービスリクエスタ側またはサービス部
品側で JAX-WSエンジンを使用する場合，JAX-WSエンジンを使用する側については，
「(b) JAX-WSエンジンを使用するとき」を参照してください。
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図 2-10　SOAP通信基盤を使用するときの SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係
（標準受付）
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1. サービスアダプタを定義するときは，サービス部品側の電文フォーマットとしてサー
ビス部品のWSDLを定義します（サービス部品のWSDLには，要求電文，応答電文
およびフォルト電文の形式が定義されています）。WSDLを作成するには，SOAP通
信基盤が提供する Java2WSDLコマンドを使用します。

2. サービスリクエスタから標準受付を呼び出してサービス部品を呼び出すときは，
HCSCサーバが提供するWSDLを使用します。HCSCサーバが提供するWSDLを
基にWSDL2Javaコマンドを使用してスタブを作成できます。

3. サービスリクエスタから標準受付を呼び出すときは，サービス部品側の電文フォー
マットに合わせた要求電文を事前に作成します。そして，HCSCサーバが提供する
WSDLに定義されている標準受付のパラメタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実
行します。

4. サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプ
ロセスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリク
エスタ内でビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文
フォーマットに合わせた電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ（ユーザ
電文のパラメタ）に設定して実行します。

5. サービスリクエスタへの応答は，サービスアダプタで定義した応答電文の電文フォー
マットを使用します。

（b）JAX-WSエンジンを使用するとき

通信基盤に JAX-WSエンジンを使用するときの，SOAP通信時のユーザ電文とWSDL
の関係（標準受付）を次の図に示します。なお，サービスリクエスタ側またはサービス
部品側で SOAP通信基盤を使用する場合，SOAP通信基盤を使用する側については，
「(a) SOAP通信基盤を使用するとき」を参照してください。
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図 2-11　JAX-WSエンジンを使用するときの SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関
係（標準受付）
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1. サービスアダプタを定義するときは，サービス部品側の電文フォーマットとしてサー
ビス部品のWSDLを定義します（サービス部品のWSDLには，要求電文，応答電文
およびフォルト電文の形式が定義されています）。サービス部品のWSDLは，サービ
ス部品側が用意している URLにアクセスしてWSDLを取得します。

2. サービスリクエスタから標準受付を呼び出してサービス部品を呼び出すときは，
HCSCサーバが提供するWSDLを使用します。HCSCサーバが提供するWSDLを
基に cjwsimportコマンドを使用してサービスクラスを作成できます。

3. サービスリクエスタから標準受付を呼び出すときは，サービス部品側の電文フォー
マットに合わせた要求電文を事前に作成します。そして，HCSCサーバが提供する
WSDLに定義されている標準受付のパラメタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実
行します。

4. サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプ
ロセスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリク
エスタ内でビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文
フォーマットに合わせた電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ（ユーザ
電文のパラメタ）に設定して実行します。

5. サービスリクエスタへの応答は，サービスアダプタで定義した応答電文の電文フォー
マットを使用します。

（2） ユーザ定義受付の場合

SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係（ユーザ定義受付）を次に説明します。

（a）SOAP通信基盤を使用するとき

通信基盤に SOAP通信基盤を使用するときの，SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの
関係（ユーザ定義受付）を次の図に示します。
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図 2-12　SOAP通信基盤を使用するときの SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係
（ユーザ定義受付）

1. ユーザ定義受付の場合，サービスリクエスタで指定する要求電文は，ビジネスプロセ
スの受付アクティビティに定義した任意の電文フォーマットの形式で要求します（受
付アクティビティに定義した電文フォーマットに合わせたWSDLを作成し，ユーザ
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定義受付に定義します）。
2. スタブは，ユーザが定義したWSDLを基に，SOAPアプリケーション開発支援機能
が提供するWSDL2Javaコマンドを使用して作成できます。標準受付の場合と異な
り，サービスリクエスタ側のプログラムで要求電文の XMLを作成する必要はありま
せん。サービスリクエスタではスタブに要求を出すときに，それぞれのパラメタに値
をセットして実行します（スタブの中で SOAPメッセージを作成します）。

3. サービスリクエスタへの応答は，ビジネスプロセスの応答アクティビティで定義した
応答電文の電文フォーマットで応答します（応答アクティビティに定義した電文
フォーマットに合わせたWSDLを作成し，ユーザ定義受付に定義します）。

（b）JAX-WSエンジンを使用するとき

通信基盤に JAX-WSエンジンを使用するときの，SOAP通信時のユーザ電文とWSDL
の関係（標準受付）を次の図に示します。
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図 2-13　JAX-WSエンジンを使用するときの SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関
係（ユーザ定義受付）

1. ユーザ定義受付の場合，サービスリクエスタで指定する要求電文は，ビジネスプロセ
スの受付アクティビティに定義した任意の電文フォーマットの形式で要求します（受
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付アクティビティに定義した電文フォーマットに合わせたWSDLを作成し，ユーザ
定義受付に定義します）。

2. サービスクラスは，ユーザが定義したWSDLを基に，JAX-WS機能が提供する
cjwsimportコマンドを使用して作成できます。標準受付の場合と異なり，サービスリ
クエスタ側のプログラムで要求電文の XMLを作成する必要はありません。サービス
リクエスタではサービスクラスに要求を出すときに，それぞれのパラメタに値をセッ
トして実行します（サービスクラスの中で SOAPメッセージを作成します）。

3. サービスリクエスタへの応答は，ビジネスプロセスの応答アクティビティで定義した
応答電文の電文フォーマットで応答します（応答アクティビティに定義した電文
フォーマットに合わせたWSDLを作成し，ユーザ定義受付に定義します）。

2.2.3　Webサービス（SOAP通信）の場合のトランザクショ
ン

Webサービス（SOAP通信）の場合，HCSCサーバ内で管理しているトランザクション
は，サービス側には引き継がれません。Webサービス（SOAP通信）の場合のトランザ
クションを次の図に示します。

図 2-14　Webサービス（SOAP通信）の場合のトランザクション

2.2.4　Webサービス（SOAP通信）の場合の Cookie情報
ビジネスプロセスから SAP ERP 6.0上のサービスを呼び出す場合，更新系の処理によっ
て返却された Cookie情報を引き継ぐ必要があります。

SAP ERP 6.0上のサービスを呼び出す場合で，Cookie情報を引き継ぐには，HCSCラン
タイム定義ファイルの cookie-parsingプロパティの指定によって，Cookie情報の引き継
ぎを有効にします。
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Cookie情報の引き継ぎの流れを次の図に示します。

図 2-15　SAP ERP 6.0のサービス呼び出しでの Cookie情報の引き継ぎ

Cookie情報としてサービス部品が発行する Set-Cookieヘッダの情報が引き継がれます。

次に示す Cookie情報の引き継ぎ条件をすべて満たす場合は，Set-Cookieヘッダの属性
が Cookieヘッダに設定されます。

• Set-Cookieヘッダの Cookie名とその値（NAME=VALUE）だけを設定する。
• 複数の Cookie情報がある場合，「;」で区切って設定する。

条件を満たさない場合は，Cookieヘッダに何も設定されません。

Cookie情報の引き継ぎ範囲，引き継ぎ条件，およびログ出力について説明します。ま
た，Cookie情報の引き継ぎに関する注意事項を示します。

（1） Cookie情報の引き継ぎ範囲

Cookie情報を引き継ぐビジネスプロセスの範囲を次に示します。

1. 初回のサービス呼び出しから，受付アクティビティおよび応答アクティビティを実行
するまで

2. 初回のサービス呼び出しから，ビジネスプロセスインスタンスが終了するまで

1.の範囲では，次に示す場合でも Cookie情報が引き継がれます。

• 階層的にビジネスプロセスを呼び出す場合
呼び出し先のビジネスプロセスに受付アクティビティおよび応答アクティビティが
あっても Cookie情報は引き継がれます。
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• 受付アクティビティが非同期のビジネスプロセスを呼び出す場合
通信モデルが非同期の場合，受付アクティビティで定義したオペレーション名に対す
る応答アクティビティは配備できません。この場合はサービス呼出アクティビティ間
に受付アクティビティがないときだけ Cookie情報が引き継がれます。

• 応答アクティビティのあとにアクティビティが定義されているビジネスプロセスを呼
び出す場合
この場合は，サービス呼出アクティビティ間に受付アクティビティがないときだけ
Cookie情報が引き継がれます。

• 待機アクティビティが定義されているビジネスプロセスを呼び出す場合
応答アクティビティが実行されたあとに待機アクティビティがある場合，その待機ア
クティビティの前後にサービス呼出アクティビティがあっても，Cookie情報は引き継
がれます。

ただし，次の場合は引き継ぎ範囲に関係なく，Cookie情報は引き継がれません。

• 実行環境のプロセスがダウンした場合
• 複数の実行環境のプロセスでリクエストを処理する場合
• プロセスインスタンスを再実行した場合

（2） Cookie情報の引き継ぎ条件

サービス部品を呼び出すときの情報と呼び出し先の情報に関して，次に示す条件をすべ
て満たす場合に Cookie情報が引き継がれます。

• HCSCランタイム定義ファイルの cookie-parsingプロパティに ONを指定している
•「サービス部品のホスト名 :ポート番号」の文字列が完全一致する
ホスト名の指定形式が異なっていると，それぞれ別のURLとして扱われます。例え
ば，同じホストを指定する場合に，ホスト名で指定しているものと IPアドレスで指定
しているものが混在しているときは，それぞれ別のURLとして扱われます。このと
き，Cookie情報は引き継がれません。また，ポート番号が設定されていない場合は，
「:ポート番号」のない文字列で比較されます。
• path属性が前方一致する
前方一致と見なされる場合および見なされない場合の例を示します。
（例）前方一致と見なされる場合
/sapと /sap，/sapと /sap/aaa，/sapと /sapaaa/bbb
（例）前方一致と見なされない場合
/sapと /aaa，/sapと /aaasap/bbb，/sapと /aaa/sap

注意事項
• Cookie情報の引き継ぎは，SAP ERP 6.0の Set-Cookieヘッダ仕様の「path属
性」によって判断されます。ただし，SOAP通信基盤（SOAP1.1モード）を使用
する場合は，「path属性」は考慮されません。SOAP通信基盤では，ホスト名が
完全一致している場合に Cookie情報が引き継がれます。

• Set-Cookieヘッダに path属性が含まれていない場合は，デフォルト値として
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「path=/」が設定されます。
• 次の例のように，Set-Cookieヘッダに属性名が「path」の属性が複数設定されて
いる場合は，path属性に「path=/」が設定されたものとして動作します。
（例）
　Set-Cookie: NAME=value; path=/sap/aaa; path=/sap/bbb

• 複数の異なる path属性値を持つ Cookie情報を HTTPヘッダに設定する場合，
Set-Cookieの読み込み順序に依存しないで，path属性値が詳細な順にHTTP
ヘッダに設定されます。
例えば，次の Set-Cookieヘッダを受け取った場合，HTTPヘッダには
「cookie:NAME3=value3; NAME2=value2; NAME1=value1」が設定されます。
（例）
　Set-Cookie: NAME1=value1; path=/
　Set-Cookie: NAME2=value2; path=/sap
　Set-Cookie: NAME3=value3; path=/sap/aaa

（3） ログ出力

HCSCサーバランタイム定義ファイルのmethodtrace-levelプロパティに「2」以上の値
を設定した場合に，メソッドトレースにログが出力されます。

（4） 注意事項

次に示す仕様および属性は，サポートしていません。

• Netscape Communications社の Set-Cookieヘッダの仕様である「domain属性」，
「expires属性」，および「secure属性」
• RFC2109の Set-Cookieヘッダの仕様である「Comment属性」，「Domain属性」，
「Max-Age属性」，および「Secure属性」
• RFC2109でサポートされている Cookie仕様

Set-Cookieヘッダの「Comment属性」，「Domain属性」，「Max-Age属性」，および
「Secure属性」はサポートしていません。また，Set-Cookieヘッダの「Version属性」
を Cookieヘッダの「cookie-version属性」に設定する必要があります。SAP ERP 6.0
が発行する Set-Cookieヘッダには「Version属性」は含まれません。
なお，Set-Cookieヘッダの「Version属性」に複数の Cookie情報で異なる値が設定さ
れた場合は，最初に読み込んだ Cookie情報が持つ「Version属性」の値が採用されま
す。

•「JSESSIONID」
SAP ERP 6.0では，sap-contextid属性でセッション管理を行っています。

• RFC2965でサポートされている Set-Cookie2の仕様
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2.2.5　Webサービス（SOAP通信）場合の SOAPメッセー
ジの構成

Webサービス（SOAP通信）の場合，要求電文および応答電文としてやり取りしている
SOAPメッセージは，ヘッダ（SOAPヘッダ）とボディ（SOAPボディ）で構成されて
います。SOAPヘッダにはメッセージの付加的な情報（識別情報など）が含まれ，SOAP
ボディにはメッセージ本体が含まれています。

SOAPメッセージの構成例を次の図に示します。

図 2-16　SOAPメッセージの構成例

（1） SOAPメッセージとビジネスプロセスの関係

SOAPメッセージの場合，要求電文のヘッダ情報とボディ情報は，業務処理で利用でき
るようにビジネスプロセスの変数に割り当てられます。また，応答電文として返される
ときは，変数から再びヘッダ情報とボディ情報を生成します。

SOAPメッセージとビジネスプロセスの関係を次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-17　SOAPメッセージとビジネスプロセスの関係

図中の 1.～ 5.について説明します。

説明
1. サービスリクエスタから受付に対して，業務処理に必要なパラメタを設定した要
求電文（SOAPメッセージ）が渡されます。

2. 受付からビジネスプロセスが起動されます。このとき，受付が受信した SOAP
メッセージに設定されているヘッダ情報およびボディ情報を，業務処理で利用で
きるようにビジネスプロセスの変数に割り当てます。

3. ビジネスプロセスが業務処理を実行します。サービスを呼び出すときは，変数か
らサービスの実行に必要なパラメタを設定した SOAPメッセージを生成し，サー
ビスアダプタ経由でサービス部品に送信します。

4. サービス部品は処理が終わると，その結果を応答電文（SOAPメッセージ）とし
て返します。ビジネスプロセスはサービスアダプタ経由でこの SOAPメッセージ
を受け取り，ヘッダやボディの情報を再び変数に割り当てます。

5. ビジネスプロセスの処理が終わると，変数から SOAPメッセージを生成し，受付
を経由してサービスリクエスタに結果を返します。
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（2） ユーザ電文トレースに出力される SOAPメッセージの情報

SOAPメッセージの場合，ユーザ電文トレースデータにはユーザ電文に含まれる次の情
報が出力されます。

• soap:Header要素を含む複数の子要素
• soap:Body要素の一つの子要素

なお，soap:Header要素が存在しない場合は，soap:Body要素の子要素だけが情報とし
て出力されます。

soap:Header要素および soap:Body要素については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム 開発ガイド」の「2.6.1　Webサービスを利用したサービス部品の適
用範囲」を参照してください。

2.2.6　Webサービス（SOAP通信）の場合の接続先動的変更
サービスアダプタ（Webサービス）の通信先は，ビジネスプロセスで設定した接続先
URLを使って動的に変更できます。ビジネスプロセスで接続先 URLを設定しておくと，
サービスアダプタを実行したときに通信先が変更されます。これにより，作成するサー
ビスアダプタの数を削減できます。

なお，ビジネスプロセスで接続先URLを設定しなかった場合は，開発環境で設定した
Webサービスの接続先 URLで SOAP通信を行います。

（1） 接続先動的変更の処理の流れ

通信基盤ごとの，SOAP通信時の接続先動的変更の処理の流れを次に説明します。

（a）SOAP通信基盤を使用するとき

通信基盤に SOAP通信基盤を使用するときの接続先動的変更の処理の流れを次の図に示
します。
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図 2-18　通信基盤に SOAP通信基盤を使用するときの接続先動的変更の処理の流れ

説明
図中の番号は，次の説明の番号と対応しています。
1. データコンテナ内のヘッダ用メッセージコンテナから接続先 URLを取得します。
2. データコンテナの情報を元に SOAPメッセージを作成します。
3. 取得した接続先 URLでサービスと通信を行います。

（b）JAX-WSエンジンを使用するとき

通信基盤に JAX-WSエンジンを使用するときの接続先動的変更の処理の流れを次の図に
示します。
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図 2-19　通信基盤に JAX-WSエンジンを使用するときの接続先動的変更の処理の流れ

説明
図中の番号は，次の説明の番号と対応しています。
1. データコンテナ内のヘッダ用メッセージコンテナから接続先URLを取得します。
2. データコンテナの情報を元に SOAPメッセージを作成します。
3. 接続先URLを設定します。
4. 設定した接続先URLのサービスと通信を行います。

（2） 接続先 URLの取得

接続先を動的に変更するために，開発環境で接続先URLをサービス呼び出しアクティビ
ティのヘッダ割当変数に設定します。接続先URLの取得の詳細については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「8.3.2　サービスアダプタの接
続先情報を動的に変更する例」を参照してください。

（3） ベーシック認証との関係

ベーシック認証の利用可否，およびベーシック認証で利用するユーザ IDとパスワードに
ついては，接続先URLを使って動的に変更できません。

ベーシック認証に関する情報は，開発環境の画面から設定した情報が有効となります。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
（4） 注意事項

次の場合，エラーメッセージが出力されて異常終了します。

• 開発環境で複数の接続先情報がヘッダ割当変数に設定された場合
XMLデータのシステム固有の名前空間，要素名が複数存在すると，接続先が特定でき
ないためエラーになります。

• 設定された接続先情報が不正な場合
接続先 URLに誤りがあると，サービス呼び出し時にエラーになります。

• 接続先情報を示す XMLデータの endpointURL要素が存在しない場合
endpointURL要素がない場合，接続先が特定できないためエラーになります。
72



2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.3　SessionBeanを使ったサービス部品呼び
出し

2.3.1　Cosminexus（EJBコンテナ）との関係
実行環境の HCSCサーバは，Cosminexus の EJBコンテナ上で動作します。

HCSCサーバのリクエスト受付は，EJB（Stateless Session Bean）のリモートインター
フェースとして提供され，RMI-IIOPで接続します。

HCSCサーバのサービスアダプタからは，EJB（Stateless Session Beanまたは
Statefull Session Bean）で作成されたサービス部品が実行されます。Cosminexus
（EJBコンテナ）との関係を次の図に示します。

図 2-20　Cosminexus（EJBコンテナ）との関係

2.3.2　サービス部品呼び出し時のユーザ電文とサービス部品
のスタブとの関係

SessionBean使用時のユーザ電文とスタブの関係を次の図に示します。
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図 2-21　SessionBean使用時のユーザ電文とスタブの関係

サービスアダプタを定義するときは，サービス部品のスタブを定義します（サービス部
品のスタブには，作成したサービス部品のユーザクラスが含まれています。また，要求
電文，応答電文および例外の形式が定義されています）。
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サービス部品側の J2EEサーバに Cosminexusを使用している場合，サービス部品のス
タブを取得するには，J2EEサーバの cjgetstubsjarコマンドを使用します。

サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときは，製品提供のスタブを使用しま
す。製品提供のスタブは，標準受付のインターフェースになっています。サービスリク
エスタから標準受付を呼び出すときには，サービス部品側の電文フォーマットに合わせ
た要求電文を事前に作成し，標準受付のパラメタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して
実行します。

サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプロ
セスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリクエス
タ内で，ビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文
フォーマットに合わせた電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ（ユーザ電
文のパラメタ）に設定して実行します。

サービスリクエスタへの応答は，サービスアダプタで定義した応答電文の電文フォー
マットを使用します。

cjgetstubsjarコマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーション
サーバ リファレンス コマンド編」の「cjgetstubsjar（アプリケーションの RMI-IIOPス
タブおよびインタフェースの取得）」を参照してください。

2.3.3　SessionBean使用時のトランザクション
SessionBean使用時のトランザクションを次の図に示します。
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図 2-22　SessionBean使用時のトランザクション

SessionBean使用時，HCSCサーバ内は CMT（Container Managed Transaction）で動
作します。また，標準受付のトランザクション属性は Required属性です。そのため，
サービスリクエスタがトランザクションスコープ内で HCSCサーバの標準受付を呼び出
したとき，トランザクションコンテキストが HCSCサーバ側に引き継がれ，HCSCサー
バ内の処理はサービスリクエスタ側のトランザクションスコープ内に入ります。また，
サービスリクエスタがトランザクションスコープ外で HCSCサーバの標準受付を呼び出
したとき，HCSCサーバ側で新しいトランザクションが開始されます。

なお，サービス部品のトランザクション属性は RequiresNewまたは NotSupportedでな
ければなりません。そのため，トランザクションは，サービス部品側には引き継がれま
せん。SessionBeanを利用したサービス部品のトランザクション属性を指定できるかど
うかについては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の
「2.6.2　SessionBeanを利用したサービス部品の適用範囲」を参照してください。

ビジネスプロセスは BMT（Bean Managed Transaction）で動作します。ビジネスプロ
セス自体は新たなトランザクションで制御します。ビジネスプロセスを呼び出す場合は，
ビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティに定義したサービス部品呼び出し処理
ごとに，新たなトランザクションで制御します。そのため，サービスリクエスタがトラ
ンザクションスコープ内で HCSCサーバの標準受付を呼び出したときでも，トランザク
ションはサービスアダプタまで引き継がれません。ビジネスプロセスを介した場合のト
ランザクションを次の図に示します。
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図 2-23　ビジネスプロセスを介した場合のトランザクション

永続化するビジネスプロセスの場合，ビジネスプロセスを実行する過程でのトランザク
ションについては，「4.4　ビジネスプロセスのトランザクション」を参照してください。
77



2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.4　MDB（WS-R）を使ったサービス部品呼び
出し

2.4.1　Cosminexus RMとの関係
非同期のサービス部品を呼び出すには，Cosminexus RMを使用します。また，サービス
リクエスタ側の転送キューと HCSCサーバ側のローカルキューの間，そして HCSCサー
バ側の転送キューとサービス部品側のローカルキューの間はWS-R（WS-Reliability）を
使用します。Cosminexus RMは，Cosminexusの EJBコンテナ上で動作します。
Cosminexus RMとの関係を次の図に示します。

図 2-24　Cosminexus RMとの関係

2.4.2　サービス部品呼び出し時のメッセージの流れ
HCSCサーバの標準受付は，MDB（Message Driven Bean）で動作し，HCSCサーバ側
のローカルキューを監視しています。HCSCサーバ側のローカルキューにメッセージが
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
送信されると，標準受付はメッセージを取り出してサービス部品を呼び出します。

サービスリクエスタ側の転送キューには，HCSCサーバの宛先アドレスおよび転送先の
ローカルキューのキュー名を設定します。サービスリクエスタからは，サービスリクエ
スタ側の転送キューに対して，JMSメッセージを送信して，HCSCサーバの標準受付を
呼び出します。

サービス部品を呼び出すときには，サービスアダプタ側の転送キューに送信します。そ
して，転送キューは，開発環境のサービスアダプタ定義画面（基本画面のアドレスに指
定した転送先のキュー名および詳細画面の宛先URL）で定義したサービス部品側のロー
カルキューへ送信します。サービス部品をMDBで作成することで，サービス部品側の
ローカルキューに送信されたメッセージを取り出して処理できます。非同期（MDB
（WS-R））の場合の宛先の指定を次の図に示します。
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図 2-25　非同期（MDB（WS-R））の場合の宛先の指定

転送キューを作成する手順については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム 開発ガイド」の「10.5.2　転送キューを作成する」を参照してください。JMS
メッセージを生成する手順については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
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フォーム 開発ガイド」の「10.5.3　JMSメッセージを生成する」を参照してください。

　

サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときに転送キューに送信する JMSメッ
セージの形式は，標準受付のインターフェースになります。

JMSメッセージのペイロード（ヘッダを除いたデータ本体）に設定した内容が，ユーザ
電文としてサービス部品に伝わります。そのため，サービスリクエスタから標準受付を
呼び出すときに，サービス部品側の電文フォーマットに合わせた要求電文を事前に作成
し，ペイロードに設定してメッセージを送信します。非同期サービス部品呼び出し時の
ユーザ電文と JMSメッセージの関係を次の図に示します。
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図 2-26　非同期サービス部品呼び出し時のユーザ電文と JMSメッセージの関係
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サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプロ
セスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリクエス
タ内でビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文フォー
マットに合わせた電文を作成し，ペイロードに設定してメッセージを送信します。ビジ
ネスプロセスを呼び出す場合のユーザ電文と JMSメッセージの関係を次の図に示しま
す。
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図 2-27　ビジネスプロセスを呼び出す場合のユーザ電文と JMSメッセージの関係
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2.4.3　同期のサービス部品を呼び出す場合の応答電文の扱い
標準受付（MDB（WS-R））は，非同期の要求電文用の標準受付で，基本的にサービス部
品からの応答がない場合に使用します。しかし，非同期受付（MDB（WS-R））から同期
のサービス部品（Webサービスまたは SessionBeanなど）やビジネスプロセスを要求し
た場合，同期のサービス部品から応答が返ることがあります。そのため，HCSCサーバ
では応答を応答用のキューに送信する手段を提供しています。

応答用のキューを利用するには，HCSCサーバの環境構築時にHCSCサーバ側に転送
キュー（応答用のキュー）を作成し，転送キューにサービスリクエスタ側マシンの
キュー間転送用Webアプリケーションの宛先アドレスおよび転送先キュー名を指定して
おきます。

サービスリクエスタから標準受付に対してサービス部品の呼び出しを要求するとき，標
準受付のパラメタに作成した転送キュー（応答用のキュー）のキュー名を指定すると，
サービス部品からの応答が返ってきたときに，指定されたキューに JMSメッセージが送
信されます。

転送キュー（応答用のキュー）に送信された JMSメッセージは，サービスリクエスタ側
のローカルキューに転送されるため，ローカルキューからメッセージを取り出すことで，
サービスリクエスタは，サービス部品からの応答電文を取得できます。同期サービス部
品を呼び出した場合の応答の扱いを次の図に示します。
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図 2-28　同期サービス部品を呼び出した場合の応答の扱い

応答を取り出す方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 
開発ガイド」の「10.5.8　応答を取り出す」を参照してください。

　

同期サービス部品でも応答があるかどうかによって，次の表に示すように応答用の
キューへメッセージを送信するかどうかが異なります。

なお，サービスリクエスタから応答用のキューのキュー名を指定していても，HCSC
サーバ側に指定したキュー名のキューが作られていない場合は，応答用のキューにメッ
セージは送信できないため，サービス部品の呼び出し処理がエラーになります。
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表 2-1　応答用のキューへメッセージを出力する場合

（凡例）
×：メッセージを送信しません。
－：非同期のサービス部品からユーザ定義例外は存在しないため該当しません。

注※　エラーの情報はログおよびトレースに出力します。

サービスリクエスタからの要求で応答用のキューのキュー名を指定していない場合，電
文の実行履歴を採取している場合は，応答電文の内容は破棄されます（応答電文が破棄
されると，KDEC00031-Wメッセージが出力されます）。

また，サービスリクエスタ側で相関関係を対応づけるために，サービスリクエスタが指
定した JMSプロパティが引き継がれます。引き継がれるヘッダおよびプロパティの詳細
については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の
「10.5.8　応答を取り出す」を参照してください。

2.4.4　MDB（WS-R）使用時のトランザクション
MDB（WS-R）の場合，サービスリクエスタから HCSCサーバの間，そしてサービスア
ダプタからサービス部品の間は，異なるトランザクションになります。

（1） 非同期のサービスアダプタへメッセージを送信する場合

非同期（MDB（WS-R））の標準受付でサービス部品呼び出し要求を受け付け，非同期の
（MDB（WS-R））サービスアダプタへメッセージを送信する場合，標準受付でのローカ
ルキューからのメッセージの取り出しとサービスアダプタでの転送キューへの送信は，
一つのトランザクションで処理します。

項
番

応答用のキューへ出力する
場合

応答電文の有無

応答電文があ
る場合

応答電文がな
い場合

サービス部品
からのユーザ
定義例外の場

合

ユーザ定義例
外以外のエ
ラーの場合

1 呼び出し先のサービス部品
が同期サービス部品の場合
（WebService，
SessionBeanおよびカスタ
ムアダプタなど）

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

ペイロードな
しのメッセー
ジを送信

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

×※

2 呼び出し先のサービス部品
が非同期サービス部品の場
合
（MDB（WS-R）および
MDB（DBキュー）など）

× × － ×※

3 呼び出し先のサービス部品
がビジネスプロセスの場合

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

ペイロードな
しのメッセー
ジを送信

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

×※
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
転送キューへのメッセージ送信が失敗した場合や，指定したサービスアダプタが起動し
ていない場合など，何らかのエラーが発生した場合は，トランザクションをロールバッ
クします。

ロールバックすると，標準受付で取り出したメッセージが復元され，再度ローカル
キューからメッセージを取り出して，サービス部品を呼び出します。受付からサービス
部品呼び出しまでが非同期の場合のトランザクションについて次の図に示します。

図 2-29　受付からサービス部品呼び出しまでが非同期の場合のトランザクション
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
エラーが発生したときの対処方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.7.3　MDB（WS-R）実行時の障害対
策」を参照してください。

（2） 同期のサービス部品アダプタへメッセージを送信する場合

非同期（MDB（WS-R））の標準受付でサービス部品呼び出し要求を受け付け，同期の
サービスアダプタへメッセージを送信する場合，標準受付でのローカルキューからの
メッセージの取り出しからサービスアダプタでのサービス部品呼び出し，および応答が
返ってきて応答用のキューへメッセージを送信するまでを，一つのトランザクションで
処理します。

転送キューへのメッセージの送信が失敗した場合や，指定したサービスアダプタが起動
していない場合，応答用のキューへのメッセージ送信が失敗した場合など，何らかのエ
ラーが発生した場合は，トランザクションをロールバックします。ロールバックすると，
標準受付で取り出したメッセージが復元され，再度ローカルキューからメッセージを取
り出して，サービス部品を呼び出します。受付が非同期であるがサービス部品が同期の
場合のトランザクションについて次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-30　受付が非同期であるがサービス部品が同期の場合のトランザクション

トランザクションが失敗すると，次のようになります。番号は，図中の番号と対応して
います。

1. 転送キューへのメッセージの送信が失敗した場合
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
サービスアダプタから SOAPでのサービス部品呼び出しが失敗すると，ローカル
キューにメッセージが戻り，再度標準受付でメッセージを取り出します。

2. 指定したサービスアダプタが起動していない場合
指定したサービスアダプタが起動していないと，ローカルキューにメッセージが戻
り，再度標準受付でメッセージを取り出します。

3. 応答用のキューへのメッセージ送信が失敗した場合
応答が返ってきて応答用のキューへのメッセージ送信が失敗すると，ローカルキュー
にメッセージが戻り，再度標準受付でメッセージを取り出します。

エラーが発生したときの対処方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.7.3　MDB（WS-R）実行時の障害対
策」を参照してください。

　

ビジネスプロセスは BMT（Bean Managed Transaction）で動作します。ビジネスプロ
セス自体は新たなトランザクションで制御します。ビジネスプロセスを呼び出す場合は，
ビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティに定義したサービス部品呼び出し処理
ごとに，新たなトランザクションで制御します。ビジネスプロセスを介した場合のトラ
ンザクションについて次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-31　ビジネスプロセスを介した場合のトランザクション

永続化するビジネスプロセスの場合，ビジネスプロセスを実行する過程でのトランザク
ションについては，「4.4　ビジネスプロセスのトランザクション」を参照してください。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.4.5　デッドメッセージキュー
HCSCサーバ稼働マシンでのサービス部品の呼び出しがロールバックして，ロールバッ
クの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，配送回数に無制限の設定
をしている場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに遷移します。

エラーが発生したときにデッドメッセージキューに遷移する仕組みについては，マニュ
アル「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.7.3　
MDB（WS-R）実行時の障害対策」を参照してください。

2.4.6　MDB（WS-R）で使用するキューの名称と個数
HCSCサーバの実行環境上では，次の表に示すキューを使用します。

表 2-2　MDB（WS-R）で使用するキューの名称と個数

（凡例）
－：該当しません。

項
番

用途 説明 キューの種
類

キューの名称 個数 備考

1 非同期受付
（MDB
（WS-R））用

サービスリク
エスタ側の転
送キューの宛
先となる
キュー。

ローカル
キュー

• 単独構成および
ロードバランスク
ラスタの場合
CSC<HCSCサー
バ名
>ACPT_RCVQ

• HAクラスタの場
合
CSC<クラスタ名
>ACPT_RCVQ

1個 －

2 サービスアダ
プタ（MDB
（WS-R））用

サービス部品
側のローカル
キューへ転送
するキュー。

転送キュー CSC_<クラスタ名
><アダプタ名 >

非同期
（MDB
（WS-R））
サービスア
ダプタ数

－

3 デッドメッ
セージキュー

MDB（DB
キュー）用の
デッドメッ
セージキュー
と共用。

ローカル
キューまた
は転送
キュー

任意の名称 システムに
1個

DB
キュー
での
デッド
メッ
セージ
キュー
と同一。

4 応答用の
キュー

サービス部品
呼び出しの応
答を受け取る
場合に使用。

ローカル
キューまた
は転送
キュー

任意の名称 任意の個数 －
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品
呼び出し

2.5.1　Cosminexus RMとの関係
DBキューを使った非同期のサービス部品呼び出しでも，Cosminexus RMを使用します
（通常は，TP1/EEと連携するために使用します。TP1/EE側では DBキューという名前
で呼びます）。

サービスリクエスタ側の TP1/EEとのインターフェースには受信用共用キューを，サー
ビス部品側の TP1/EEとのインターフェースには送信用共用キューを使用します。

なお，非同期（MDB（DBキュー））の標準受付から，非同期（MDB（DBキュー））
サービスアダプタを呼び出すことはできません。必ず異なるプロトコルのリクエスト受
付またはサービスアダプタと組み合わせて使用する必要があります。Cosminexus RMと
の関係を次の図に示します。
94



2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-32　Cosminexus RMとの関係
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
！！！！ 注意事項
 

実行環境内と HiRDBに別々のキューがそれぞれ作成されるわけではありません。データ
ベース上のキューは同一のシステム上に作成されるため，実行環境内のキューと HiRDBの
キューは同じものになります。TP1/EE側の DBキューも同様です。

2.5.2　サービス部品呼び出し時のメッセージの流れ
HCSCサーバのリクエスト受付は，MDB（Message Driven Bean）で動作し，HCSC
サーバ側の受信用共用キューを監視しています。HCSCサーバ側の受信用共用キューに
メッセージが送信されると，メッセージを取り出してサービス部品を呼び出します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
TP1/EE側のサービスリクエスタからは，受信用共用キューがあるデータベースに対し
て，直接アクセスしてメッセージを送信します。

サービスリクエスタ側の送信用共用キューには，宛先となるキュー名を設定します（開
発環境のサービスアダプタ定義画面で設定します）。

宛先となる TP1/EE側の DBキュー（受信用共用キュー）は，TP1/EEのコマンドを使
用して作成します。なお，TP1/EE側の DBキューは，送信用共用キューがある同一
データベース内（同一のHiRDBシステム内）に作成する必要があります。非同期
（MDB（DBキュー））の場合の宛先の指定について次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-33　非同期（MDB（DBキュー））の場合の宛先の指定
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
！！！！ 注意事項
 

実行環境内と HiRDBに別々のキューがそれぞれ作成されるわけではありません。データ
ベース上のキューは同一のシステム上に作成されるため，実行環境内のキューと HiRDBの
キューは同じものになります。TP1/EE側の DBキューも同様です。

DBキューの作成の詳細については，マニュアル「TP1/Server Base Enterprise Option
　使用の手引」の DBキューに関する内容を参照してください。 

（1） TP1/EEからサービス部品を呼び出す場合

サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときに，受信用共用キューに送信する
メッセージの形式は，BytesMessageです。

呼び出すサービス名やクライアント相関 IDなどのパラメタを設定した HCSCサーバ用
DBキューヘッダをバイナリ形式で作成し，そのあとに要求電文（バイナリ形式）を組み
立てます。これによって，要求電文（バイナリ形式）の内容が，ユーザ電文としてサー
ビス部品に伝わります。サービスリクエスタから標準受付を呼び出すとき，サービス部
品側の電文フォーマットに合わせた要求電文を事前に作成し，ペイロードに設定して
メッセージを送信します。TP1/EEからサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電
文フォーマットの関係を次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-34　TP1/EEからサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電文フォーマットの
関係
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
バイナリデータを作成する方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラッ
トフォーム 開発ガイド」の「10.6.4　バイナリデータを作成する（TP1/EE，JMS）」を
参照してください。

（2） TP1/EEのサービス部品を呼び出す場合

サービスアダプタからサービス部品を呼び出すときに送信用共用キューに送信するメッ
セージの形式は，BytesMessageです。

サービスアダプタに定義した電文フォーマットに合わせた要求電文をバイナリ電文とし
てメッセージに設定します。TP1/EEのサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電
文フォーマットの関係を次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-35　TP1/EEのサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電文フォーマットの関
係
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.5.3　同期のサービス部品を呼び出す場合の応答電文の扱い
標準の非同期受付（MDB（DBキュー））は，非同期の要求電文の標準受付で，基本的に
サービス部品からの応答がない場合に使用します。しかし，非同期受付（MDB（DB
キュー））から同期のサービス部品（Webサービスまたは SessionBeanなど）やビジネ
スプロセスを要求した場合，同期のサービス部品から応答が返るときがあります。

そのため，HCSCサーバでは応答を応答用のキューに送信する手段を提供しています。

応答用のキューを利用するには，HCSCサーバの環境構築時にHCSCサーバ側に送信用
共用キューを作成し，送信用共用キューに送信先のキュー名を指定しておきます。

サービスリクエスタから標準受付に対してサービス部品の呼び出しを要求する場合，標
準受付のパラメタに作成した送信用共用キューのキュー名を指定すると，サービス部品
からの応答が返ってきた際に指定されたキューに JMSメッセージが送信されます。

送信用共用キューからサービスリクエスタ側の DBキュー（受信用共用キュー）にメッ
セージが転送されるため，DBキュー（受信用共用キュー）からメッセージを取り出すこ
とで，サービス部品からの応答電文を取得できます。

応答を取り出す方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 
開発ガイド」の「10.6.10　応答を取り出す（TP1/EE，JMS）」を参照してください。

同期サービス部品を呼び出した場合の応答の扱いを次の図に示します。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
図 2-36　同期サービス部品を呼び出した場合の応答の扱い

応答用のキューへメッセージを出力するのは，次に示す場合です。

同期サービス部品でも応答があるかどうかによって，次のような形式で応答用のキュー
へメッセージを送信します。

なお，サービスリクエスタから応答用のキューのキュー名を指定していても，HCSC
サーバ側に指定したキュー名のキューが作成されていない場合は，応答用のキューに
メッセージは送信できないで，サービス部品呼び出し処理がエラーになります。
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
表 2-3　応答用のキューへメッセージを出力するケース

（凡例）
×：メッセージを送信しません。
－：非同期のサービス部品からユーザ定義例外は存在しないため該当しません。

注※　エラーの情報はログおよびトレースに出力します。

サービスリクエスタからの要求で応答用のキューのキュー名を指定していない場合，お
よび電文の実行履歴を採取している場合は，応答電文の内容は破棄されます（応答電文
を破棄したことを示す KDEC00031-Wメッセージが出力されます）。

なお，MDB（WS-R）の場合のように，JMSプロパティを引き継ぐことはできません。
サービス部品呼び出しの相関関係を対応づける場合は，ユーザ電文内に相関関係を示す
情報を埋め込みます。

2.5.4　MDB（DBキュー）使用時のトランザクション
MDB（DBキュー）の場合，サービスリクエスタから HCSCサーバの間，そしてサービ
スアダプタからサービス部品の間は，異なるトランザクションになります。

標準受付でのローカルキューからのメッセージの取り出しとサービスアダプタでの転送
キューへの送信は，一つのトランザクションで処理します。MDB（WS-R）の場合のト
ランザクションと同一です。

永続化するビジネスプロセスの場合，ビジネスプロセスを実行する過程でのトランザク
ションについては，「4.4　ビジネスプロセスのトランザクション」を参照してください。

項
番

応答用のキューへ出力する
ケース

応答電文の有無

応答電文があ
る場合

応答電文がな
い場合

サービス部品
からのユーザ
定義例外の場

合

ユーザ定義例
外以外のエ
ラーの場合

1 呼び出し先のサービス部品
が同期サービス部品の場合
（WebService，
SessionBeanおよびカスタ
ムアダプタなど）

ペイロードに
応答電文を設
定

ペイロードな
しのメッセー
ジ

ペイロードに
応答電文を設
定

×※

2 呼び出し先のサービス部品
が非同期サービス部品の場
合
（MDB（WS-R）および
MDB（DBキュー）など）

× × － ×※

3 呼び出し先のサービス部品
がビジネスプロセスの場合

ペイロードに
応答電文を設
定

ペイロードな
しのメッセー
ジ

ペイロードに
応答電文を設
定

×※
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2.　HCSCサーバのサービス部品呼び出し
2.5.5　デッドメッセージキュー
HCSCサーバ稼働マシンでのサービス部品の呼び出しをロールバックして，ロールバッ
クの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，配送回数に無制限の設定
をしている場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに遷移します。

エラーが発生したときにデッドメッセージキューに遷移する仕組みについては，マニュ
アル「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.7.3　
MDB（WS-R）実行時の障害対策」を参照してください。

2.5.6　MDB（DBキュー）で使用するキューの名称と個数
HCSCサーバの実行環境上では，次の表に示すキューの名称と個数を使用します。デー
タベース（DBキュー）で使用するキューの名称と個数を次の表に示します。

表 2-4　データベース（DBキュー）で使用するキューの名称と個数

（凡例）
－：該当しません。

項
番

用途 説明 キューの種
類

キューの名称 個数 備考

1 非同期受付
（MDB（DB
キュー））用

サービスリ
クエスタ側
の TP1/EE
システムか
ら要求を受
信する
キュー。

受信用共用
キュー

• 単独構成および
ロードバランス
クラスタの場合
CSC<HCSC
サーバ名
>ACPT_DBQ

• HAクラスタの
場合
CSC<クラスタ
名
>ACPT_DBQ

1個 －

2 サービスアダ
プタ（MDB
（DBキュー））
用

サービス部
品側の DB
キューへ転
送する
キュー。

送信用共用
キュー

CSC_<クラスタ
名 ><アダプタ名
>

非同期
（MDB（DB
キュー））
サービスア
ダプタ数

－

3 デッドメッ
セージキュー

MDB
（WS-R）用
のデッド
メッセージ
キューと共
用。

ローカル
キューまた
は転送
キュー

任意の名称 システムに
1個

WS-Rで
のデッド
メッセー
ジキュー
と同一

4 応答用の
キュー

サービス部
品呼び出し
の応答を受
け取る場合
に使用。

送信用共用
キュー

任意の名称 任意の個数 －
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3　 標準プロトコル以外のシス
テムとの接続
この章では，標準プロトコル（Webサービス，SessionBean，
MDB（WS-R），およびMDB（DBキュー））以外のシステム
と接続した場合の，サービス部品の呼び出しについて説明しま
す。

3.1　データベースとの接続

3.2　OpenTP1との接続

3.3　Object Wrapperシステムとの接続

3.4　他社 ERPパッケージとの接続

3.5　ファイルを扱うシステムとの接続

3.6　メッセージキューとの接続

3.7　FTPクライアントおよび FTPサーバとの接続

3.8　カスタム受付を使用した場合のシステムとの接続

3.9　カスタムアダプタを使用した場合のシステムとの接続
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.1　データベースとの接続
サービス部品としてデータベースを呼び出す場合には，DBアダプタを使用します。DB
アダプタを使用する場合のデータベースのアクセスと設定について説明します。

3.1.1　DBアダプタを使ったデータベースへのアクセス
DBアダプタは，サービスリクエスタやビジネスプロセスからの要求を受けて，データ
ベースに対して直接アクセスできます。データベースに対するアクセスは，DBアダプタ
内で定義されている SQLに従います。

（1） DBアダプタによる SQLの実行

DBアダプタは，開発環境で定義します。DBアダプタに対して要求するサービスリクエ
スタからは，実行する SQL文を記述した XML文書を作成して，作成した XML電文を
要求電文に設定して実行します。DBアダプタによる SQLの実行について次の図に示し
ます。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-1　DBアダプタによる SQLの実行

DBアダプタを定義する手順については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム 開発ガイド」の「5.3.5　DBアダプタを定義する」を参照してください。DB
アダプタに要求を出すサービスリクエスタの作成については，マニュアル「Cosminexus 
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「10.8　DBアダプタに要求を出すサービス
リクエスタ」を参照してください。

（2） バイナリデータ操作時の処理

DBアダプタ内部で，バイナリデータは byte配列型，hexBinary型は String型として扱
います。SELECT文実行時と INSERT文実行時に BLOB型を操作する場合の例を次に
説明します。

（a）SELECT文実行時の処理

BLOB列に対して SELECT文を実行すると，DBアダプタでは byte配列から XML 
Schemaの hexBinary型に変換（エンコード）して，要求元に BLOB列の値を返却しま
す。

図 3-2　SELECT文実行時の処理

（b） INSERT文実行時の処理

BLOB列に対して INSERT文を実行する際は，要求元が XML Schemaの hexBinary型
のデータを DBアダプタに渡します。DBアダプタでは hexBinary型から byte配列に変
換（デコード）して，INSERT文を実行します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-3　INSERT文実行時の処理

3.1.2　DBアダプタが使用する DB Connectorの設定
データベースにアクセスするには，HCSCサーバをセットアップするときに定義した
DB Connectorとは別に，サービス部品稼働マシン（データベースが稼働しているマシ
ン）に対してアクセスする DB Connectorを準備する必要があります。

（1） 使用できる DB Connector

HCSCサーバをセットアップするときに定義した DB Connectorのトランザクション属
性によって，使用できる DB Connectorに制約があります。

DBアダプタで使用できる DB Connectorは，HCSCサーバセットアップ定義ファイル
の dbcon-xadisplaynameプロパティに指定した XATransactionまたは
LocalTransactionの値に依存します。そのため，HCSCサーバのセットアップ時には，
dbcon-xadisplaynameプロパティに指定した XATransactionまたは LocalTransaction
の値を考慮する必要があります。

表 3-1　使用可能な DB Connector

使用している DB Connector DBアダプタ 使用
可否

否の理由

HCSCサーバ本体側
(dbcon-xadisplayname)

使用可能な DB 
Connector

DBアダプタの接
続先

LocalTransaction LocalTransaction HCSCサーバが使
用するデータベー
スと同じデータ
ベース

可 －
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
（凡例）－：該当しません。

（2） DB Connectorのインポートおよび配備

DBアダプタが利用する DB Connectorを HCSCサーバ（J2EEサーバ）にインポート
し，配備します。

DBアダプタを利用する場合にインポートする RARファイルの選択方法については，マ
ニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の
「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定」を参照してください。

1. DB Connectorのインポート
次に示すコマンドを使用して DB Connectorをインポートします。

LocalTransaction HCSCサーバが使
用するデータベー
スと異なるデータ
ベース

否 Localトランザク
ション内で複数の
DB Connectorを混
在させることができ
ないため

XATransaction HCSCサーバが使
用するデータベー
スと異なるデータ
ベース

否 Localトランザク
ション内で XA（グ
ローバルトランザク
ション）を混在させ
ることができないた
め

XATransaction LocalTransaction HCSCサーバが使
用するデータベー
スと異なるデータ
ベース

否 XAトランザクショ
ン内で複数の DB 
Connectorを混在さ
せることができない
ため

XATransaction HCSCサーバが使
用するデータベー
スと同じデータ
ベース

可 －

XATransaction HCSCサーバが使
用するデータベー
スと異なるデータ
ベース

可 －

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥bin¥cjimportres <J2EEサーバ名> 
-nameserver corbaname::localhost:<インプロセスのネーミングサービス用のポート番号> 
-type rar -f <Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥DBConnector¥<インポートするRAR
ファイル>
 

使用している DB Connector DBアダプタ 使用
可否

否の理由

HCSCサーバ本体側
(dbcon-xadisplayname)

使用可能な DB 
Connector

DBアダプタの接
続先
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
2. DB Connectorの配備
次に示すコマンドを使用して DB Connectorを配備します。

（3） DB Connectorのプロパティ定義

DB Connectorをインポートしたあと，プロパティを定義します。プロパティ定義ファイ
ルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」の「4.1　Connector属性ファイル」を参照
してください。

参考
 

配備した DB Connectorに対してプロパティを設定するときに，新規にプロパティ定義ファ
イルの XMLを作成するのではなく，配備した DB Connectorのプロパティを取得し，取得
した XMLに対して編集をすると効率良く作成できます。

1. プロパティ定義用のファイルの取得
次に示すコマンドを使用して DB Connectorのプロパティ定義用のファイルを取得し
ます。

2. プロパティ定義用のファイルの編集
取得したプロパティ定義用の XMLファイルについて，各属性の値を変更します。
プロパティ定義用の XMLファイル（Connector属性ファイル）の設定内容について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイ
ド」の「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定」を参照してください。
Connector属性ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ アプリケーション設定操作ガイド」の「4.2.2　DB Connectorのプロパ
ティ定義」，およびマニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 
定義編 (アプリケーション／リソース定義 )」の「4.1　Connector属性ファイル」を
参照してください。

3. 編集したプロパティ定義用のファイルの設定
編集したプロパティ定義用の XMLファイルの内容を配備している DB Connectorに
設定します。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥bin¥cjdeployrar <J2EEサーバ名> 
-nameserver corbaname::localhost:<インプロセスのネーミングサービス用のポート番号> 
-resname <インポートしたDB Connectorの名称>
 

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥bin¥cjgetrarprop <J2EEサーバ名> 
-nameserver corbaname::localhost:<インプロセスのネーミングサービス用のポート番号> 
-resname <インポートしたDB Connectorの名称> -c property.xml
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
次に示すコマンドを使用して DB Connectorに定義内容を設定します。

注　プロパティ定義用のファイル（property.xml）の編集後，各属性の値は上書きされます。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥bin¥cjsetrarprop <J2EEサーバ名> 
-nameserver corbaname::localhost:<インプロセスのネーミングサービス用のポート番号> 
-resname <インポートしたDB Connectorの名称> -c property.xml
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.2　OpenTP1との接続

OpenTP1などの既存システムのサービス部品を呼び出したり，OpenTP1などの既存シ
ステムからサービス部品を呼び出したりできます。呼び出し方で接続のしかたが異なり
ます。

3.2.1　TP1から同期の標準受付を使った HCSCサーバのサー
ビス部品の呼び出し

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境で，OpenTP1などの既存システムか
ら，HCSCサーバを経由してサービス部品を呼び出す場合に uCosminexus TP1 
Gatewayを利用します。

uCosminexus TP1 Gatewayでは，HCSCサーバの標準受付（SessionBean）に合わせ
て IDLを作成して，これを基にスタブを作成します。これによって，同期応答型の送信
ができます。OpenTP1システムからのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-4　OpenTP1システムからのサービス部品の呼び出し
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
詳細は，マニュアル「uCosminexus TP1 Gateway ユーザーズガイド」を参照してくだ
さい。

3.2.2　TP1から非同期の標準受付を使った HCSCサーバの
サービス部品の呼び出し

同期応答型の要求のほかに，非同期で OpenTP1などの既存システムから，HCSCサー
バを経由してサービス部品を呼び出せます。

HCSCサーバの標準受付（MDB（DBキュー））に対して要求する非同期応答型の送信が
できます。

詳細は，「2.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品呼び出し」，およびマニュアル
「uCosminexus TP1 Gateway ユーザーズガイド」を参照してください。

3.2.3　TP1から TP1/RPC受付を使った HCSCサーバのサー
ビス部品の呼び出し

HCSCサーバの標準受付（SessionBean，MDB（DBキュー））のほかに，ユーザ定義受
付（TP1/RPC受付）を使用することで，既存の OpenTP1システムから，HCSCサーバ
を経由してサービス部品を呼び出せます。

TP1/RPC受付は，開発環境で TP1/RPC受付定義ファイルを作成し，実行環境へ配備す
ることで利用できます。なお，サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求を
受けた場合，TP1/RPC受付は，リソースアダプタである TP1インバウンドアダプタか
ら電文を受け取って処理をします。そのため，TP1/RPC受付を使用する場合は，TP1イ
ンバウンドアダプタのセットアップが必要になります。

TP1/RPC受付を使用することで，サービスリクエスタはビジネスプロセスを，リモート
プロシジャコール通信（同期応答型 RPC）で呼び出せます。サービスリクエスタが呼び
出すビジネスプロセスは，dc_rpc_call関数に指定するサービスグループ名とサービス名
で特定されます。このとき指定したサービスグループ名とサービス名が，それぞれ TP1
インバウンドアダプタと TP1/RPC受付に結び付けられます。

OpenTP1システムからのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-5　TP1/RPC受付を使用した OpenTP1システムからのサービス部品の呼び出し
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.2.4　HCSCサーバから TP1アダプタを使った TP1サービ
ス部品の呼び出し

TP1アダプタを使用することで，OpenTP1を使用したシステムのサービス部品を呼び出
せます。TP1アダプタを運用するには，開発環境で設定して，カスタムアダプタパッ
ケージファイルを作成（パッケージング）し，実行環境へ配備することで利用できます。
HCSCサーバからの OpenTP1システムのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-6　HCSCサーバからの OpenTP1システムのサービス部品の呼び出し
120



3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
開発環境で TP1アダプタを作成する手順については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム TP1アダプタ ユーザーズガイド」を参照してください。

開発環境での操作については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開
発ガイド」を参照してください。

実行環境への配備方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォー
ム システム構築・運用ガイド」の「3.1.8　サービスアダプタを配備する」を参照してく
ださい。

3.2.5　HCSCサーバからの MDB（DBキュー）サービスアダ
プタを使った TP1サービス部品の呼び出し

同期応答型のサービス部品呼び出しのほかに，非同期でHCSCサーバから，OpenTP1
システムのサービス部品を呼び出せます。非同期でHCSCサーバから，OpenTP1シス
テムのサービス部品を呼び出すには，HCSCサーバの非同期サービスアダプタ（MDB
（DBキュー））を実行します。

詳細は，「2.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品呼び出し」を参照してくださ
い。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.3　Object Wrapperシステムとの接続

Object Accessアダプタを使用することで，既存の TPBrokerシステム（Object Wrapper
システム）のサービス部品を呼び出せます。HCSCサーバからの Object Wrapperシス
テムのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。

図 3-7　HCSCサーバからの Object Wrapperシステムのサービス部品呼び出し
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.4　他社 ERPパッケージとの接続

iWayアダプタを使用することで，他社 ERPパッケージのサービス部品を呼び出せます。
HCSCサーバからの他社 ERPパッケージのサービス部品の呼び出しを次の図に示しま
す。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-8　HCSCサーバからの他社 ERPパッケージのサービス部品の呼び出し
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.5　ファイルを扱うシステムとの接続
サービスリクエスタやビジネスプロセスからの要求を受けて，HCSCサーバ上のローカ
ルディスクに対して直接ファイルの入出力ができます。ファイルアダプタは，開発環境
で定義します。ファイルアダプタによるファイルアクセスの実行について，次の図に示
します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-9　ファイルアダプタによるファイルアクセスの実行

ファイルアダプタを定義する手順の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム ファイルアダプタ ユーザーズガイド」を参照してください。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.6　メッセージキューとの接続
Message Queueアダプタを使用することで，既存のメッセージキュー（IBM 
WebSphere MQシステム）に対してメッセージの送受信ができます。Message Queue
アダプタによるメッセージ送受信について，次の図に示します。

図 3-10　Message Queueアダプタによるメッセージ送受信の実行
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.7　FTPクライアントおよび FTPサーバとの
接続

FTPアダプタ，ファイル操作アダプタ，および FTP受付を使用することで，クライアン
ト・サーバ間の FTPによるファイルの送受信を Cosminexus サービスプラットフォーム
上で中継できます。

FTPアダプタ，ファイル操作アダプタ，および FTP受付の機能詳細と定義手順について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「第 3編　
FTPと連携したシステムの開発および運用」を参照してください。

FTPによるファイルの送受信の流れを次の図に示します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-11　FTPによるファイルの送受信の流れ

図中の 1.～ 3.について説明します。

1. FTPクライアントからのリクエスト受付
FTPインバウンドアダプタおよび FTP受付を使用して，FTPクライアントからの
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
ファイル転送要求を受け付けます。FTPインバウンドアダプタでは，FTPクライア
ントの認証，ファイル転送処理などの処理を行います。FTPクライアントからのファ
イル転送要求は，FTPインバウンドアダプタを経由して FTP受付に送られます。そ
のあと，FTP受付からビジネスプロセスが呼び出されます。
ファイルの送受信は，FTP受付が作成する HCSCサーバ上の作業フォルダを利用し
て行われます。

2. ファイルのデータ変換，複製，および削除
送信側のファイル形式と受信側のファイル形式が異なる場合，ファイル操作アダプタ
を使用してファイルのレイアウト変換，および文字コード変換を行います。
また，ファイル操作アダプタは，HCSCサーバ上の作業フォルダや任意のフォルダに
アクセスし，フォルダ間のファイルの複製や削除，作業フォルダの削除などの操作を
行います。
ファイル操作アダプタはビジネスプロセスから呼び出されます。

3. FTPサーバとの接続
FTPアダプタを使用して，FTPサーバとの接続や作業フォルダと FTPサーバとの間
のファイル送受信を行います。
FTPアダプタはビジネスプロセスから呼び出されます。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.8　カスタム受付を使用した場合のシステムと
の接続

Cosminexus サービスプラットフォームでは，ユーザが任意の受付を作成できるように
カスタム受付フレームワークを提供しています。このカスタム受付フレームワーク上で
ユーザが作成した J2EEアプリケーションを動作させることで，任意のプロトコルに対
応した受付（カスタム受付）を開発できます。

（1） カスタム受付の構成

カスタム受付は，開発者が作成する受付処理と，カスタム受付フレームワークから構成
される J2EEアプリケーションです。

開発者が作成する受付処理の内容と，カスタム受付フレームワークで実行される処理の
内容を次に示します。

開発者が作成する受付処理の内容
• サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求を受け付ける処理
• カスタム受付フレームワークに要求電文を渡す処理
• カスタム受付フレームワークから返ってきた応答電文を，サービスリクエスタに
返す処理

カスタム受付フレームワークで実行される処理
• 受付処理から渡された要求電文を，HCSCメッセージ配送制御に渡す処理
• HCSCメッセージ配送制御から返された応答電文を，受付処理に返す処理
• データ変換定義に従って，要求電文または応答電文のデータ変換を行う処理

（2） カスタム受付フレームワークの概要

カスタム受付フレームワークは，カスタム受付を開発および動作させるためのフレーム
ワークです。カスタム受付フレームワークは，開発者が作成したカスタム受付を，
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境で受付として動作させるための仕組
みを提供しています。

カスタム受付を使用したサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-12　カスタム受付を利用したサービス部品の呼び出し

図中の 1.～ 8.について説明します。
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説明
1. 受付処理は，サービスリクエスタからサービス部品呼び出し要求を受け付けま
す。

2. 受付処理は，サービスリクエスタから受け取った要求電文を，カスタム受付フ
レームワークに渡します。

3. カスタム受付フレームワークは，要求電文のデータ変換をします。
4. カスタム受付フレームワークは，HCSCメッセージ配送制御を呼び出します。
5. カスタム受付フレームワークは，HCSCメッセージ配送制御から，応答電文を受
け取ります。

6. カスタム受付フレームワークは，応答電文のデータ変換をします。
7. 受付処理は，カスタム受付フレームワークから応答電文を受け取ります。
8. 受付処理は，サービスリクエスタに応答電文を返します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
3.9　カスタムアダプタを使用した場合のシステ
ムとの接続

Cosminexus サービスプラットフォームが提供している次のアダプタでは対応できない
プロトコルを持つシステムのサービス部品を呼び出して実行するには，カスタムアダプ
タの開発が必要です。

• サービスアダプタ（Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），およびMDB
（DBキュー））
• DBアダプタ
• TP1アダプタ
• Object Accessアダプタ
• iWayアダプタ
• ファイルアダプタ
• Message Queueアダプタ
• FTPアダプタ
• ファイル操作アダプタ

Cosminexus サービスプラットフォームでは，カスタムアダプタの開発を容易にするた
めのフレームワークであるカスタムアダプタ開発フレームワークを提供しています。

カスタムアダプタの概要とカスタムアダプタ開発フレームワークの概要を次に示します。

（1） カスタムアダプタの概要

カスタムアダプタは，サービスリクエスタからの要求を受けサービス部品を呼び出しま
す。そのとき，次の二つの役割を果たします。

1. データ変換
アダプタにデータ変換定義が含まれる場合，事前に定義された情報に基づいて電文の
データ変換をします。

2. プロトコル変換
サービス部品のプロトコルにあわせてプロトコル変換し，サービス部品を呼び出しま
す。

（2） カスタムアダプタ開発フレームワークの概要

カスタムアダプタが行う処理には，データ変換とプロトコル変換があります。このうち，
すべてのカスタムアダプタに共通の処理であるデータ変換処理をカスタムアダプタ開発
フレームワークで提供しています。このため，ユーザはプロトコル変換処理を実装する
ことでカスタムアダプタを開発できます。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
！！！！ 注意事項
 

データ変換の定義は，別途必要となります。

カスタムアダプタは，カスタムアダプタ開発フレームワークの実装である Stateless 
SessionBeanと，プロトコルコンバータで構成されます。プロトコルコンバータとは，
プロトコル変換処理を実装する Javaクラスのことです。

カスタムアダプタを使用したサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
図 3-13　カスタムアダプタを使用したサービス部品の呼び出し（すべて同期通信の場合）

図中の 1.～ 7.について説明します。

説明
1. HCSCサーバは，カスタムアダプタ経由で呼び出すサービス部品へのリクエスト
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3.　標準プロトコル以外のシステムとの接続
を受け取ります。
2. HCSCサーバは，EJBリモートインターフェースを使用して，カスタムアダプ
タ開発フレームワークで実装しているカスタムアダプタを呼び出します。

3. カスタムアダプタ開発フレームワークは，事前に定義された情報に基づいてデー
タ変換処理を実行し，プロトコルコンバータインターフェースを使用してプロト
コルコンバータを呼び出します。

4. プロトコルコンバータは，サービス部品のプロトコルに応じた送受信処理を行い
ます。

5. サービス部品の呼び出し結果をカスタムアダプタ開発フレームワークに返しま
す。

6. カスタムアダプタ開発フレームワークは，事前に定義された情報に基づいてデー
タ変換処理を実行し，HCSCサーバに応答を返します。

7. サービスリクエスタに応答を返します。

カスタムアダプタ開発フレームワークによるカスタムアダプタの開発については，マ
ニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「付録 F　カスタム
アダプタ開発フレームワーク」を参照してください。
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4　 ビジネスプロセスを使った
運用
この章では，ビジネスプロセスの機能，ビジネスプロセスの仕
組み，ビジネスプロセスの永続化・非永続化，ビジネスプロセ
スのトランザクション，ビジネスプロセスの再実行，およびビ
ジネスプロセスの待機処理について説明します。また，ビジネ
スプロセスと関係が深いプロセスインスタンス，アクティビ
ティ，変数，および相関セットについても説明します。

4.1　ビジネスプロセスの機能

4.2　ビジネスプロセスの仕組み

4.3　永続化するビジネスプロセスと永続化しないビジネスプロセス

4.4　ビジネスプロセスのトランザクション

4.5　ビジネスプロセスの再実行

4.6　ビジネスプロセスを使用した待機処理
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
4.1　ビジネスプロセスの機能
ビジネスプロセスとは，複数のサービス部品を実行する処理の順番や条件などを定義し
て，一連の業務の流れとして定義したものです。

ビジネスプロセスは，Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境で処理フロー
を定義します。処理フローは，ビジネスプロセス定義画面で定義します。画面上にアク
ティビティと呼ばれる要素を配置し，コネクションで連結して定義します。

ビジネスプロセス定義画面の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム リファレンス」の「1.2.3　ビジネスプロセス定義画面」を参照してくだ
さい。

ここでは，ビジネスプロセスを構成する主な次の八つの要素について説明します。

• 受付・応答
• サービス呼び出し
• Java呼び出し
• データ変換
• 代入
• 繰り返し
• 分岐
• 並列処理

4.1.1　受付・応答
（1） 機能

ビジネスプロセスの受付でサービスリクエスタからの要求を受け付け，応答でビジネス
プロセスからの応答をサービスリクエスタに返します。

サービスリクエスタからの要求を受け付けるリクエスト受付には，標準受付とユーザ定
義受付の両方を使用できます。

ビジネスプロセスの受付と応答の流れを次の図に示します。
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-1　ビジネスプロセスの受付と応答の流れ

（2） 使用するアクティビティ

受付には受付アクティビティを使用し，応答には応答アクティビティを使用します。

受付には，次のどちらかの通信モデルが定義できます。

• 同期で応答電文が返るビジネスプロセス
• 非同期で応答電文が返らないビジネスプロセス

HCSCサーバで受け付けた要求電文はビジネスプロセスに渡されるため，ビジネスプロ
セスで受け付けることができる XML電文形式を受付アクティビティに定義します。ま
た，応答アクティビティに定義した XML電文形式で，サービスリクエスタに応答電文が
返ります。

4.1.2　サービス呼び出し

（1） 機能

サービス呼び出しでは，Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境で定義した
各種サービスアダプタやビジネスプロセスなどのサービス部品を実行することができま
す。

サービスアダプタやビジネスプロセスの通信モデルによって，同期で応答電文が返る場
合と，非同期で応答電文が返らない場合のそれぞれのサービス部品を呼ぶことができま
す。

サービス呼び出しでサービスアダプタを実行する場合の流れを次の図に示します。
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-2　サービス呼び出しでサービスアダプタを実行する場合の流れ

（2） 使用するアクティビティ

サービス呼び出しには，サービス呼出アクティビティを使用します。

サービス呼出アクティビティの要求電文に定義した XML電文形式でサービスアダプタま
たはビジネスプロセスを実行します。

サービスアダプタまたはビジネスプロセスからの応答は，サービス呼出アクティビティ
の応答電文に定義した XML電文形式になります。

4.1.3　Java呼び出し

（1） 機能

Java呼び出しでは，Cosminexus サービスプラットフォームが提供する専用のインター
フェースを実装した Javaクラスを実行することができます。

Cosminexus サービスプラットフォームが提供する機能だけでビジネスプロセスが定義
できないような場合に，ユーザが作成する Javaプログラムを使用して，XML電文の変
換や判定などの処理を実行できます。

Java呼び出しで Javaプログラムを実行する場合の流れを次の図に示します。
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-3　Java呼び出しで Javaプログラムを実行する場合の流れ

（2） 使用するアクティビティ

Java呼び出しには，Java呼出アクティビティを使用します。

Java呼出アクティビティの引数に定義した XML電文形式やビジネスプロセス上の変数
で Javaプログラムを実行します。

Javaプログラムの戻り値は，Java呼出アクティビティの戻り値に定義した XML電文形
式やビジネスプロセス上の変数になります。

なお，実行する Javaプログラムは，Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境
の Java呼出アクティビティを使用し，Javaエディタ上で作成する必要があります。

4.1.4　データ変換
（1） 機能

データ変換では，ビジネスプロセス上を流れる電文形式を異なる電文形式に変換したり，
値を加工したりすることができます。また，複数の電文を組み合わせて一つの電文を作
ることもできます。

データ変換は，サービス部品を呼び出すときに，サービス部品の要求電文形式に合わせ
た XML電文を作成する必要がある場合や，サービス部品からの応答電文を異なる XML
電文に変換したい場合などに使用します。

ビジネスプロセスでのデータ変換の流れを次の図に示します。
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-4　ビジネスプロセスでのデータ変換の流れ

（2） 使用するアクティビティ

データ変換には，データ変換アクティビティを使用します。

データ変換の例を次に示します。

（例 1）1対 1でのデータ変換

（例 2）N対 1でのデータ変換
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
XML電文の値の加工でできる処理を次の表に示します。

表 4-1　XML電文の値の加工でできる処理一覧

処理 説明

文字列連結 複数の文字列を連結します。

部分文字列取得 一つの文字列から一部分の文字列を取り出します。

文字数取得 文字列の文字数をマッピング先に代入します。

文字列調査 文字列に指定した文字列が含まれているか，または指定した文字列で開
始されているかを調査し，マッピング先に論理値を代入します。

空白除去 文字列の先頭と末尾の空白を除去します。また，文字列間の連続した空
白を一つの半角スペースに置換します。

数値フォーマット変換 数値をフォーマット変換します。

数値演算 数値を演算（+，-，*，div，mod）します。

端数処理 小数点以下の端数を処理（四捨五入，切り捨て，および切り上げ）しま
す。

総和 複数のノードセットの，ノードの数値を合計します。

ノード数取得 ノード数をマッピング先に代入します。

ノード名取得 ノード名をマッピング先に代入します。

ノード調査 指定した変換元ノードが存在するかを調査し，マッピング先にその論理
値を代入します。

繰り返し 繰り返しを対応づけます。

選択 条件によって異なる値を出力します。

定数 指定した値をマッピング先に代入します。

値置換え 変換テーブルの指定に基づいて，マッピング元の値を変換し，マッピン
グ先に代入します。

カスタム ユーザが作成した Javaプログラムで値を加工します。
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4.1.5　代入
（1） 機能

代入では，ビジネスプロセス上を流れる電文形式を異なる電文形式に変換することがで
きます。

代入の主な機能を次に示します。

• XML電文を異なる名称の XML電文にコピーする。
• XML電文の一部分 (部分木 )をほかの XML電文にコピー（挿入）する。
• XML以外の boolean，numeric，string等の変数をほかの変数にコピーする。

代入は，データ変換と同じような機能を持ちますが，XML電文中の個々の値を対象とす
るのではなく，XML全体または一部をそのままコピーしたい場合に適しています。

ビジネスプロセスでの代入の流れを次の図に示します。

図 4-5　ビジネスプロセスでの代入の流れ

（2） 使用するアクティビティ

代入には，代入アクティビティを使用します。

代入の例を次に示します。

（例）部分木のコピー
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4.1.6　繰り返し

（1） 機能

繰り返しでは，ビジネスプロセスの中で，一定の条件を満たすまでの間，処理を繰り返
すこと（ループ処理）ができます。

繰り返し処理の中には，一つまたは複数のアクティビティを配置します。

繰り返しの判定は，前判定になります。判定結果が真の場合は繰り返しを続け，偽の場
合は繰り返しから抜けて次の処理へ遷移します。

ビジネスプロセスでの繰り返しの流れを次の図に示します。
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図 4-6　ビジネスプロセスでの繰り返し

（2） 使用するアクティビティ

繰り返しアクティビティを使用します。

繰り返しの判定に用いる条件式は，XML電文などの変数に対して XPathで指定します。

繰り返し処理で無限ループに陥ることを避けるために，繰り返しの回数の最大値を指定
することができます。ただし，繰り返し回数の最大値に達した場合，ビジネスプロセス
はエラーになります。

4.1.7　分岐
（1） 機能

分岐では，ビジネスプロセスの中で，条件の判定結果によって処理を分岐して実行する
ことができます。分岐先の処理の中には，一つまたは複数のアクティビティを配置しま
す。

ビジネスプロセスでの分岐の流れを次の図に示します。
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-7　ビジネスプロセスでの分岐

（2） 使用するアクティビティ

分岐の開始個所には分岐開始アクティビティを使用し，終了個所には分岐終了アクティ
ビティを使用します。分岐先は，複数（二つ以上）設定できます。

分岐の判定に用いる条件式は，XML電文などの変数に対して XPathで指定します。こ
の条件式を基に，それぞれの遷移先のアクティビティを指定します。

なお，分岐開始アクティビティと，対応する分岐終了アクティビティの間には，一つ以
上のアクティビティを設定する必要があります。そのため，片方の分岐先で処理を何も
しないで次へ遷移するようにしたい場合は，無操作アクティビティを配置します。

片方の分岐先で処理を何もしないで次へ遷移するようにしたい場合のアクティビティの
配置例を次の図に示します。
149



4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-8　片方の分岐先で処理を何もしないで次へ遷移するようしたい場合のアクティビ
ティの配置例

4.1.8　並列処理

（1） 機能

並列処理では，ビジネスプロセスの中で，処理フローを二つ以上に分け，フローごとに
順次実行することができます。

ビジネスプロセスでの並列実行の流れを次の図に示します。
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-9　ビジネスプロセスでの並列実行の流れ

（2） 使用するアクティビティ

並列処理の開始個所には並列処理開始アクティビティを，終了個所には並列処理終了ア
クティビティを使用します。

また，リンクコネクションを用いることで，個々の並行に実行する処理フローの順番を
制御することができます。

なお，並列処理は個々の処理フローを順次実行します。複数の処理フローを同時に実行
することはできません。
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4.2　ビジネスプロセスの仕組み

4.2.1　ビジネスプロセスの処理の流れ
サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すと，呼び出されたビジネスプロセ
スで定義された要素やアクティビティを一つ一つ実行することで，プロセスを実行しま
す。ビジネスプロセスの定義は，開発環境で定義します。ビジネスプロセスの処理の流
れを次の図に示します。

図 4-10　ビジネスプロセスの処理の流れ
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
4.2.2　ビジネスプロセスの通信モデル
ビジネスプロセスは，同期と非同期の 2種類の通信モデルがあります。

通信モデルが同期の場合，ビジネスプロセスを呼び出したサービスリクエスタに対して，
応答電文が返ります（応答電文は応答アクティビティに定義した電文フォーマットで
す）。

通信モデルが非同期の場合，ビジネスプロセスを呼び出したサービスリクエスタに応答
電文が返りません（処理だけがリターンします）。

通信モデルは，開発環境でビジネスプロセス定義するときに，受付アクティビティのダ
イアログで定義します。ビジネスプロセスでの通信モデルの違いを次の図に示します。

図 4-11　ビジネスプロセスでの通信モデルの違い

受付アクティビティダイアログの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービス
プラットフォーム リファレンス」の「1.4.7　受付アクティビティダイアログ」を参照し
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てください。

4.2.3　プロセスインスタンス
ビジネスプロセスが最初に要求を受け付けるときには，プロセスインスタンスを生成し
ます。プロセスインスタンスを生成するには，開発環境でビジネスプロセスを定義する
とき，最初に要求を受け付ける受付アクティビティを定義する受付アクティビティダイ
アログでインスタンス生成を「yes」に設定します。

プロセスインスタンスを生成するビジネスプロセスの場合，ビジネスプロセスが要求を
受け付けるたびにプロセスインスタンスを生成します。そのため，複数の要求が同時に
実行された場合でも，個々に独立してプロセスを実行します。ビジネスプロセスでのプ
ロセスインスタンスの仕組みについて次の図に示します。

図 4-12　ビジネスプロセスでのプロセスインスタンスの仕組み

受付アクティビティダイアログの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービス
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プラットフォーム リファレンス」の「1.4.7　受付アクティビティダイアログ」を参照し
てください。

プロセスインスタンスの属性情報を次の表に示します。

表 4-2　プロセスインスタンスの属性情報

プロセスインスタンスの状態遷移を次の図に示します。

属性 説明

識別子 個々のプロセスインスタンスを特定するための識別子です。
同一のビジネスプロセス定義（バージョンは異なる場合もあ
る）内で一意な識別子です。

ビジネスプロセス定義名 対象のプロセスインスタンスが所属するビジネスプロセスの
定義名称です。サービスリクエスタから呼び出すときのサー
ビス名に相当します。

ビジネスプロセス定義バージョン 対象のプロセスインスタンスが所属するビジネスプロセス定
義バージョンです。

状態 対象のプロセスインスタンスの状態です。

開始時刻 対象のプロセスインスタンスの開始時刻（GMT）です。
注　ACTIVE状態に遷移した時刻

終了時刻 対象のプロセスインスタンスの終了時刻（GMT）です。
注　COMPLETED状態に遷移した時刻
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図 4-13　プロセスインスタンスの状態遷移

1. プロセスインスタンスを実行しようとしたとき。
2. プロセスインスタンスに所属するアクティビティを実行しようとしたとき。
3. プロセスインスタンスに所属するグローバルスコープが完了し，プロセスインスタン
スが正常に終了したとき。

4. プロセス実行中にフォルトが発生し，グローバルスコープでもキャッチできないでプ
ロセスインスタンスがフォルト終了したとき。

5. サービス呼び出しアクティビティで例外が発生し，プロセスインスタンスがエラーで
中断したとき。

6. エラー状態のプロセスインスタンスに対して再実行を実施したとき。
7. 実行中状態のプロセスインスタンスに対して再実行を実施したとき。

図 4-13で示すプロセスインスタンスの状態を次の表に示します。

表 4-3　プロセスインスタンスの状態

状態 説明

ACTIVE状態 実行中状態（Executing） プロセスインスタンスが実行中の状態で
す。
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4.2.4　アクティビティ
アクティビティは，ビジネスプロセスの構成要素となる部品で，処理の構造を表現した
ものです。複数のアクティビティを連結して，ビジネスプロセスの処理フローを定義し
ます。

開発環境のビジネスプロセス定義画面でアクティビティを配置，連結して定義します。
各アクティビティの属性情報を次の表に示します。

表 4-4　アクティビティの属性情報

アクティビティの状態遷移を次の図に示します。

ERROR状態 エラー状態（Error） サービス呼び出しアクティビティで例外が
発生し，プロセスインスタンスがエラーで
中断した状態です。

COMPLETED状態 完了状態（Completed） プロセスのグローバルスコープが完了し
て，プロセスインスタンスが完了した状態
です。

フォルト終了状態（Faulted） フォルトが発生し，グローバルスコープで
もキャッチできないでプロセスインスタン
スがフォルト終了した状態です。

属性 説明

プロセスインスタンス識別子 対象のアクティビティが所属するプロセスインスタンスの
識別子です。

アクティビティ番号 アクティビティを識別するための番号です。アクティビ
ティリストのインデクスに対応します。

ビジネスプロセス定義名 対象のアクティビティが所属するビジネスプロセスの定義
名称です。サービスリクエスタから呼び出すときのサービ
ス名に相当します。

ビジネスプロセス定義バージョン 対象のアクティビティが所属するビジネスプロセス定義
バージョンです。

アクティビティ定義名 対象のアクティビティのアクティビティ定義名称です。

アクティビティ種別 対象のアクティビティのアクティビティ種別です。

状態 対象のアクティビティの状態です。

開始時刻 対象のアクティビティの開始時刻（GMT）です。
注　ACTIVE状態に遷移した時刻

終了時刻 対象のアクティビティの終了時刻（GMT）です。
注　COMPLETED状態に遷移した時刻

待機解除時刻 対象のアクティビティの待機解除時刻（GMT）です。
注　待機アクティビティのときに使用します。

状態 説明
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図 4-14　アクティビティの状態遷移

1. 新たなアクティビティのインスタンスが生成されたとき。
2. アクティビティインスタンスを実行しようとしたとき。
3. アクティビティインスタンスの実行が完了したとき。
4. アクティビティインスタンスを実行したが，実行中にならないで実行が完了したと
き。

5. サービスリクエスタからの要求を受信した受付以外の受付アクティビティインスタン
スを実行しようとしたとき。

6. 待ち受け状態の受付アクティビティインスタンスがサービスリクエスタからの要求を
受けたとき。

7. target linkが falseで活性化されたとき。
8. アクティビティインスタンスの実行時にフォルトが発生したとき。
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9. フォルトが発生し，アクティビティの実行がキャンセル処理を依頼されたとき。
10.フォルトが発生し，フォルトハンドラでキャッチして対応するアクティビティインス
タンスを実行中のとき。

11.フォルトが発生し，キャッチに対応するアクティビティインスタンスの実行が完了し
たとき。

12.構造化アクティビティが実行省略された際に，内包するアクティビティを実行省略に
するとき。

13.未省略状態のアクティビティの実行を省略するとき。
14.サービス呼び出しアクティビティの処理で例外が発生し，アクティビティインスタン
スの処理がエラーで中断したとき。

15.エラー状態のサービス呼び出しアクティビティのアクティビティインスタンスに対し
て再実行を実施したとき。

16.実行中状態のアクティビティインスタンスに対して再実行を実施したとき。

図 4-14で示すアクティビティの状態を次の表に示します。

表 4-5　アクティビティの状態

各アクティビティの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム 開発ガイド」の「6.6　アクティビティの定義」を参照してください。

状態 説明

READY状態 未実行状態（Unexecution） アクティビティインスタンスが未実行で，
今後実行される可能性のある状態です。

未省略状態（Unomission） アクティビティインスタンスが未実行で，
今後実行省略される状態です。

ACTIVE状態 実行中状態（Executing） アクティビティインスタンスが実行中の状
態です。

待ち受け状態（Awaiting） 受付アクティビティのインスタンスが受け
付けられる状態です。

フォルト中状態（Faulting） アクティビティインスタンスが
faultHandlerでキャッチしたアクティビ
ティを実行している状態です。

ERROR状態 エラー状態（Error） サービス呼び出しアクティビティの処理で
例外が発生し，アクティビティインスタン
スの処理がエラーで中断した状態です。

COMPLETED状態 完了状態（Completed） アクティビティインスタンスが正常に実行
され終了した状態です。

キャンセル終了状態
（Canceled）

フォルトが発生しアクティビティインスタ
ンスの実行がキャンセルされた状態です。

フォルト終了状態（Faulted） アクティビティインスタンスの実行中に
フォルトが発生して終了した状態です。

実行省略状態（Omitted） アクティビティインスタンスの実行が省略
された状態です。
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4.2.5　変数の種類と役割
ビジネスプロセスでは，メッセージに含まれる値や業務で使用する値を変数で保持でき
ます。変数にはグローバル変数とローカル変数の 2種類があり，開発環境のビジネスプ
ロセス定義画面で定義します。変数の役割を次の表に示します。

表 4-6　変数の役割

変数の定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイ
ド」の「6.5.1　変数の定義」を参照してください。

4.2.6　相関セットの役割
相関セットはサービスリクエスタが送信するメッセージを一意に識別するための文字列
です。相関セットで使用できるメッセージ種別は，XML形式だけです。

一つのビジネスプロセスに対して，サービスリクエスタからメッセージを受け取れるプ
ロセスインスタンスが HCSCサーバ上に複数ある場合，HCSCサーバはメッセージに含
まれる相関セットの値を利用してプロセスインスタンスを特定します。

サービスリクエスタは相関セットを含めた要求電文を作成して，HCSCサーバに対して
サービス部品の呼び出し（ビジネスプロセスの呼び出し）を要求します。ビジネスプロ
セスからの応答にも相関セットが含まれ，どの送信メッセージに対する結果かを識別で
きます。相関セットは開発環境のビジネスプロセス定義画面で定義します。

なお，相関セットは，ビジネスプロセスがサービス部品を呼び出すとき，およびビジネ
スプロセスがサービス部品から応答を受けたときにも，新たに相関セットを指定して
メッセージを送信できます。

相関セットによるプロセスインスタンスの識別については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「6.5.2　相関セットの定義」を参照してくだ
さい。

変数 説明

グローバル変数 グローバル変数は，一つのプロセスインスタンス内であれば，どこからでも参
照できます。また，プロセスが完了しても変数の値はデータベースに記録され
ているため，ビジネスプロセス全体の進行状況を分析できます。変数名は，プ
ロセス内で一意にします。

ローカル変数 ローカル変数は，宣言したスコープ内で参照できます。宣言しているスコープ
が終了すると，変数の値もデータベースから削除されるため，プロセス実行中
の条件判定など一時的に値を参照するために利用できます。変数名は，スコー
プ内で一意にします。スコープが異なれば同じ変数名を宣言できます。ただし，
変数を参照する場合に，参照個所で最も内側に近いスコープで宣言された変数
を参照します。
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4.3　永続化するビジネスプロセスと永続化しな
いビジネスプロセス

ビジネスプロセスには，データベースにプロセスの実行状態および実行履歴を永続化す
るビジネスプロセスと，永続化しないビジネスプロセスの２種類があります。永続化と
は，プロセスの実行状態および実行履歴をデータベースに記録することです。

それぞれのビジネスプロセスの違いについて，次に説明します。

4.3.1　永続化するビジネスプロセス
永続化するビジネスプロセスは，プロセスの実行状態と実行履歴の記録があるため，障
害が発生した場合に，プロセスの実行の進捗度がわかり，プロセスを再実行できます。
開発環境でビジネスプロセスを追加するときに，永続化する設定にできます。

次に示す内容を実施する場合には，ビジネスプロセスを永続化に設定します。

プロセスインスタンスの実行履歴の管理
• コマンドによるプロセスインスタンスの実行履歴の取得
• 運用環境の画面によるプロセスインスタンスの実行履歴の取得

プロセスインスタンスの再実行
• コマンドによるプロセスインスタンスの再実行
• 運用環境の画面によるプロセスインスタンスの再実行
• サービスリクエスタ（SOAP通信 /SessionBean）によるプロセスインスタンスの
再実行

ビジネスプロセスを新規に追加する方法については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム 開発ガイド」の「6.2.1　ビジネスプロセスを新規に追加する」を参
照してください。

4.3.2　永続化しないビジネスプロセス
永続化しないビジネスプロセスは，プロセスの実行状態と実行履歴の記録を採らないた
め，高性能を実現する必要があるビジネスプロセスの場合に設定します。開発環境でビ
ジネスプロセスを追加するときに，永続化しない設定にできます。

ただし，永続化するビジネスプロセスではできることが，永続化しないビジネスプロセ
スではできないといった制約事項があります。永続化しないビジネスプロセスは，次の
条件を満たす場合に定義できます。

1. 非同期の受付アクティビティを含まない。
2. 非同期のサービスアダプタに対して，サービスを呼び出すサービス呼出アクティビ
ティを含まない。

3. 待機アクティビティを含まない。
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4. 応答アクティビティよりあとにアクティビティ（分岐（終了）アクティビティおよび
終了アクティビティを除く）が存在しない。
例を次に示します。

（例 1）「スコープ」の中と外で「受付」と「応答」を使用する場合は，スコープ内の
「応答 1」のあとに，スコープ外の「受付 2」を実行することになるため，永続化しな
いビジネスプロセスとして定義できません。

（例 2）「並列処理」の中に「受付」と「応答」を使用する場合は，次に示すように，
並列処理が必ず同時に実行して終了するとは限らないため，永続化しないビジネスプ
ロセスとして定義できません。
•「応答 1」を実行したあとに「受付 2」，「サービス呼出 2」，または「応答 2」のどれ
かを実行する。

•「応答 2」を実行したあとに「受付 1」，「サービス呼出 1」，または「応答 1」のどれ
かを実行する。

（例 3）「並列処理」の中に「サービス呼出」だけを使用する場合は，永続化しないビ
ジネスプロセスとして定義できます。

（例 4）「分岐」の中に「応答」を使用する場合は，「応答 1」と「応答 2」のどちらか
一方だけを実行することになるため，永続化しないビジネスプロセスとして定義でき
ます。
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5. プロセスインスタンスの再実行を使用しない（障害発生時は，サービスリクエスタか
らサービス呼び出し要求（ビジネスプロセスの呼び出し）を再度実行する）。

ビジネスプロセスを新規に追加する方法については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム 開発ガイド」の「6.2.1　ビジネスプロセスを新規に追加する」を参
照してください。
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4.4　ビジネスプロセスのトランザクション
永続化するビジネスプロセスの場合，ビジネスプロセスを実行する過程でアクティビ
ティの状態をデータベースに出力します。

ここでは，アクティビティの状態を確定するタイミング（トランザクションの開始とコ
ミット）について説明します。

トランザクションの開始とコミットのタイミングを次の表に示します。

表 4-7　トランザクションの開始とコミットのタイミング

処理 タイミング

トランザクションの開
始

受付アクティビティでメッセージを受信したとき。

通信モデルが同期の場合のサービス呼出アクティビティで，メッセージを送
信する前のトランザクションをコミットした直後。
また，ビジネスプロセスの状態の互換性（HCSCサーバセットアップ定義の
bp-status-compatible）に OFFを指定した場合は，サービス呼出アクティビ
ティでメッセージを送信する前のトランザクションをコミットした直後。通
信モデルが同期，非同期のどちらでも同じタイミングになります。

ビジネスプロセスの状態の互換性（HCSCサーバセットアップ定義の
bp-status-compatible）に OFFを指定した場合，サービス呼出アクティビ
ティの処理が完了したときのトランザクションをコミットした直後。

応答アクティビティの処理のあとに存在するアクティビティを実行する直前。

プロセス再実行ユーティリティによって，プロセスを再実行するとき。

待機アクティビティに指定された間隔または期限でタイマが解除された直後。

待機アクティビティの処理が完了したときのトランザクションをコミットし
た直後。

トランザクションのコ
ミット

応答アクティビティでメッセージを応答する直前。

通信モデルが同期の場合のサービス呼出アクティビティでメッセージを送信
する直前。
また，ビジネスプロセスの状態の互換性（HCSCサーバセットアップ定義の
bp-status-compatible）に OFFを指定した場合は，サービス呼出アクティビ
ティでメッセージを送信する直前。通信モデルが同期，非同期のどちらでも
同じタイミングになります。

ビジネスプロセスの状態の互換性（HCSCサーバセットアップ定義の
bp-status-compatible）に OFFを指定した場合，サービス呼出アクティビ
ティの処理が完了したとき。

実行可能なすべてのアクティビティを実行し，ビジネスプロセスの処理を終
了するとき。

待機アクティビティに指定された間隔または期限の J2EEサーバの
TimerServiceにタイマを登録する直前。

待機アクティビティの処理が完了したとき。
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トランザクションの開始とコミットのタイミングは，ビジネスプロセスの状態の互換性
（HCSCサーバセットアップ定義の bp-status-compatible）の指定が ONまたは OFFの
場合で動作が異なります。

それぞれのトランザクションの開始とコミットのタイミングの例を次に示します。

4.4.1　ビジネスプロセスの状態の互換性の指定を ONにした
場合のトランザクション

ビジネスプロセスの状態の互換性（HCSCサーバセットアップ定義の
bp-status-compatible）に ONを指定した場合のトランザクションについて説明します。

なお，ビジネスプロセスの状態の互換性に ONを指定した場合は，Cosminexus サービ
スプラットフォームのバージョン 08-00以前と同じ動作となります。

（1） 同期のサービス呼出アクティビティが二つ並んだ場合

正常に処理が進行した場合
それぞれのサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理直前でトランザク
ションをコミットし，新たにトランザクションを開始します。
同期のサービス呼出で正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲を次の
図に示します。

図 4-15　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（同期のサービス呼出）
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4.　ビジネスプロセスを使った運用
例外が発生した場合
サービス呼出 2の処理が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミッ
トした時点（受付：完了状態，サービス呼出 1：完了状態，サービス呼出 2：実行中
状態）までロールバックします。
同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次の図に示
します。

図 4-16　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（同期のサービス呼出）

（2） 非同期と同期のサービス呼出アクティビティが二つ並んだ場合

正常に処理が進行した場合
非同期のサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理ではトランザクショ
ンはコミットしないで，同期のサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処
理直前でトランザクションをコミットし，新たにトランザクションを開始します。
非同期と同期のサービス呼出で正常に処理が進行した場合のトランザクションの範
囲を次の図に示します。
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図 4-17　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（非同期と同期のサービ
ス呼出）

例外が発生した場合（非同期と同期のサービス呼出）
サービス呼出 1が非同期，サービス呼出 2が同期の構成で，サービス呼出 2の処理
が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミットした時点（受付：完
了状態，サービス呼出 1：完了状態，サービス呼出 2：実行中状態）までロールバッ
クします。
非同期と同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次
の図に示します。
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図 4-18　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（非同期と同期のサービス呼出）

例外が発生した場合（同期と非同期のサービス呼出）
サービス呼出 1が同期，サービス呼出 2が非同期の構成で，サービス呼出 2の処理
が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミットした時点（受付：完
了状態，サービス呼出 1：実行中状態）までロールバックします。
同期と非同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次
の図に示します。
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図 4-19　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（同期と非同期のサービス呼出）

（3） 非同期のサービス呼出アクティビティが二つ並んだ場合

正常に処理が進行した場合
非同期のサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理ではトランザクショ
ンはコミットしません。そのため，ビジネスプロセスが応答するときにトランザク
ションがコミットします。
非同期のサービス呼出で正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲を次
の図に示します。
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図 4-20　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（非同期のサービス呼出）

例外が発生した場合
サービス呼出 2の処理が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミッ
トした時点（受付：未実行状態，サービス呼出 1：未実行状態，サービス呼出 2：未
実行状態）までロールバックします。
非同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次の図に
示します。
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図 4-21　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（非同期のサービス呼出）

（4） 同期のサービス呼出アクティビティのあとにデータ変換アクティビティ
がある場合

正常に処理が進行した場合
それぞれのサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理直前でトランザク
ションをコミットしますが，データ変換アクティビティではトランザクションがコ
ミットしません。これは，表 4-7で示した以外のアクティビティも同様です。
データ変換などのアクティビティがある場合で正常に処理が進行したときのトラン
ザクションの範囲を次の図に示します。
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図 4-22　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（データ変換などのアク
ティビティがある場合）

例外が発生した場合（同期サービス呼出のあとにデータ変換などのアクティビティがあ
る場合）

サービス呼出 1が同期の構成で，サービス呼出 1のあとにデータ変換処理でエラー
となった場合は，トランザクションがコミットした時点（受付：完了状態，サービ
ス呼出 1：実行中状態）までロールバックします。
同期サービス呼出のあとにデータ変換などのアクティビティがある場合で例外が発
生したときのトランザクションの範囲を次の図に示します。
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図 4-23　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（同期サービス呼出のあとに
データ変換などのアクティビティがある場合）

例外が発生した場合（非同期サービス呼出のあとにデータ変換などのアクティビティが
ある場合）

サービス呼出 1が非同期の構成で，サービス呼出 1のあとにデータ変換処理でエ
ラーとなった場合は，トランザクションがコミットした時点（受付：未実行状態，
サービス呼出 1：未実行状態）までロールバックします。
非同期サービス呼出のあとにデータ変換などのアクティビティがある場合で例外が
発生したときのトランザクションの範囲を次の図に示します。
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図 4-24　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（非同期サービス呼出のあとに
データ変換などのアクティビティがある場合）

4.4.2　ビジネスプロセスの状態の互換性の指定を OFFにし
た場合のトランザクション

ビジネスプロセスの状態の互換性（HCSCサーバセットアップ定義の
bp-status-compatible）に OFFを指定した場合のトランザクションについて説明します。

ビジネスプロセスの状態の互換性に OFFを指定した場合は，サービス呼出アクティビ
ティの処理が完了したタイミングでトランザクションを終了します。ビジネスプロセス
のサービス呼出アクティビティ実行中に例外が発生した場合，プロセスインスタンスお
よびサービス呼出アクティビティの状態にエラー発生（Error）を設定します。

（1） 同期のサービス呼出アクティビティが二つ並んだ場合

正常に処理が進行した場合
それぞれのサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理直前でトランザク
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ションをコミットし，新たにトランザクションを開始します。また，メッセージ送
信処理が完了したあとにもトランザクションをコミットし，新たにトランザクショ
ンを開始します。
同期のサービス呼出で正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲を次の
図に示します。

図 4-25　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（同期のサービス呼出）

例外が発生した場合
サービス呼出 2の処理が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミッ
トした時点（受付：完了状態，サービス呼出 1：完了状態，サービス呼出 2：実行中
状態）にロールバックしたあと，プロセスインスタンスおよびサービス呼出アク
ティビティの状態にエラー発生（Error）を設定して，トランザクションをコミット
します。
同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次の図に示
します。
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図 4-26　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（同期のサービス呼出）

（2） 非同期と同期のサービス呼出アクティビティが二つ並んだ場合

正常に処理が進行した場合
それぞれのサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理直前でトランザク
ションをコミットし，新たにトランザクションを開始します。また，メッセージ送
信処理が完了したあとにもトランザクションをコミットし，新たにトランザクショ
ンを開始します。
非同期と同期のサービス呼出で正常に処理が進行した場合のトランザクションの範
囲を次の図に示します。
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図 4-27　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（非同期と同期のサービ
ス呼出）

例外が発生した場合（非同期と同期のサービス呼出）
サービス呼出 2の処理が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミッ
トした時点（受付：完了状態，サービス呼出 1：完了状態，サービス呼出 2：実行中
状態）にロールバックしたあと，プロセスインスタンスおよびサービス呼出アク
ティビティの状態にエラー発生（Error）を設定して，トランザクションをコミット
します。
非同期と同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次
の図に示します。
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図 4-28　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（非同期と同期のサービス呼出）

（3） 非同期のサービス呼出アクティビティが二つ並んだ場合

正常に処理が進行した場合
それぞれのサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理直前でトランザク
ションをコミットし，新たにトランザクションを開始します。また，メッセージ送
信処理が完了したあとにもトランザクションをコミットし，新たにトランザクショ
ンを開始します。
非同期のサービス呼出で正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲を次
の図に示します。
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図 4-29　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（非同期のサービス呼出）

例外が発生した場合
サービス呼出 2の処理が例外でエラーとなった場合は，トランザクションがコミッ
トした時点（受付：完了状態，サービス呼出 1：完了状態，サービス呼出 2：実行中
状態）にロールバックしたあと，プロセスインスタンスおよびサービス呼出アク
ティビティの状態にエラー発生（Error）を設定して，トランザクションをコミット
します。
非同期のサービス呼出で例外が発生した場合のトランザクションの範囲を次の図に
示します。
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図 4-30　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（非同期のサービス呼出）

（4） 同期のサービス呼出アクティビティのあとにデータ変換アクティビティ
がある場合

正常に処理が進行した場合
それぞれのサービス呼出アクティビティでのメッセージ送信処理直前でトランザク
ションをコミットし，新たにトランザクションを開始します。また，メッセージ送
信処理が完了したあとにもトランザクションをコミットし，新たにトランザクショ
ンを開始します。
ただし，データ変換アクティビティではトランザクションがコミットしません。こ
れは，表 4-7で示した以外のアクティビティも同様です。
データ変換などのアクティビティがある場合で正常に処理が進行したときのトラン
ザクションの範囲を次の図に示します。
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図 4-31　正常に処理が進行した場合のトランザクションの範囲（データ変換などのアク
ティビティがある場合）

例外が発生した場合（データ変換などのアクティビティがある場合）
サービス呼出 1のあとのデータ変換処理でエラーとなった場合は，トランザクショ
ンがコミットした時点（受付：完了状態，サービス呼出 1：完了状態，データ変換：
未実行状態）までロールバックします。 
データ変換などのアクティビティがある場合で例外が発生したときのトランザク
ションの範囲を次の図に示します。
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図 4-32　例外が発生した場合のトランザクションの範囲（データ変換などのアクティビ
ティがある場合）
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4.5　ビジネスプロセスの再実行
ビジネスプロセス実行中に，実行基盤のあるマシンが停止したり，サービス部品の呼び
出しに失敗したりした場合，障害が発生して中断したプロセスインスタンスを再実行で
きます。プロセスインスタンスを再実行することで，ビジネスプロセスの内容が処理で
きます。プロセスインスタンスを再実行できる条件を次に示します。

• プロセスインスタンスの状態がエラー（Error）または実行中（Executing）であり，
かつサービス呼出アクティビティの状態がエラー（Error）または実行中
（Executing）の場合
• プロセスインスタンスの状態が実行中（Executing）であり，かつ待機アクティビ
ティの状態が実行中（Executing）の場合

4.5.1　運用環境の画面からの再実行
運用環境の画面から，中断したプロセスインスタンスを一件ずつ再実行できます。

画面によるプロセスインスタンスの再実行の手順については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「6.1.5　プロセスインスタン
スを再実行する」を参照してください。

4.5.2　コマンドからの再実行
コマンドを使用して，中断したプロセスインスタンスを一件ずつ再実行できます。

また，複数のプロセスインスタンスが同一のビジネスプロセス定義名である場合，複数
のプロセスインスタンスを一括して再実行したり，一つのHCSCサーバ上にある複数の
プロセスインスタンスを一括して再実行したりできます。プロセスインスタンスの実行
履歴の一括再実行は，コマンドでだけ実行できます。

コマンドによるプロセスインスタンスの再実行の手順については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「6.1.5　プロセ
スインスタンスを再実行する」を参照してください。

4.5.3　サービスリクエスタからの再実行（SOAP通信）
サービス部品の呼び出し処理で例外になって中断したプロセスインスタンスは，システ
ム運用管理者だけでなく，サービスリクエスタからも再実行できます。

サービスリクエスタから再実行するには，標準の同期受付（Webサービス）に再実行要
求を出すサービスリクエスタを作成します。

サービス部品の呼び出しがエラーになり，ビジネスプロセスインスタンス IDがエラー情
報として返ってきた場合は，そのビジネスプロセスインスタンス IDを指定して再実行し
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ます。SOAP通信でのサービスリクエスタからの要求の再実行を次の図に示します。

図 4-33　SOAP通信でのサービスリクエスタからの要求の再実行

ビジネスプロセスの再実行を要求するサービスリクエスタの作成については，マニュア
ル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「10.2.9　ビジネスプロセ
スの再実行を要求するサービスリクエスタの作成（Webサービス・SOAP通信基盤）」を
参照してください。

4.5.4　サービスリクエスタからの再実行（SessionBean）
標準の同期受付（SessionBean）に要求を出すサービスリクエスタからも，ビジネスプ
ロセスの再実行要求ができます。サービスリクエスタから再実行するには，標準の同期
受付（SessionBean）に要求を出すサービスリクエスタを作成します。

サービス部品呼び出しがエラーになり，ビジネスプロセスインスタンス IDが例外（エ
ラー情報）として返ってきた場合は，そのビジネスプロセスインスタンス IDを指定して
再実行します。SessionBeanでのサービスリクエスタからのビジネスプロセスの再実行
を次の図に示します。
184



4.　ビジネスプロセスを使った運用
図 4-34　SessionBeanでのサービスリクエスタからのビジネスプロセスの再実行

ビジネスプロセスの再実行を要求するサービスリクエスタの作成については，マニュア
ル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「10.4.8　ビジネスプロセ
スの再実行を要求するサービスリクエスタの作成（SessionBean）」を参照してくださ
い。
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4.6　ビジネスプロセスを使用した待機処理
待機アクティビティを定義してビジネスプロセス実行すると，特定の期限に達するまで
ビジネスプロセスの処理を遅延させることができます。待機アクティビティを定義した
ビジネスプロセスの待機処理を次の図に示します。

図 4-35　待機アクティビティを定義したビジネスプロセスの待機処理

繰り返しアクティビティの中に待機アクティビティを定義することで，日次処理などの
一定間隔での処理を実現することもできます。繰り返しアクティビティの中に待機アク
ティビティを定義した場合の，ビジネスプロセスの待機処理の図を次に示します。
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図 4-36　繰り返しアクティビティの中に待機アクティビティを定義したビジネスプロセ
スの待機処理

待機アクティビティの定義について次に説明します。

（1） 待機アクティビティでの待機時間の指定

待機アクティビティでは，待機時間として次のどちらかを指定します。

• 待機する間隔
• 待機を解除する期限

どちらの場合も XPath式を使用して待機時間を指定します。XPath式を使用すると，ビ
ジネスプロセス内を流れる変数（XML電文）内の時刻に従って動作するため，待機時間
を動的に指定できます。また，XPath式の代わりに，待機する間隔または待機を解除す
る期限を直接指定することもできます。待機する間隔は XML Schema型 duration，待
機を解除する期限は XML Schema型 dateTimeで指定します。詳細については，マニュ
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アル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」の「6.6.10　待機アクティ
ビティ」を参照してください。

（2） 待機アクティビティを実行するための条件

待機アクティビティは，永続化しないビジネスプロセスでは使用できない，応答アク
ティビティのあとに設定しなければならないなど，幾つかの条件があります。待機アク
ティビティを実行するための条件については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム 開発ガイド」の「6.6.10　待機アクティビティ」を参照してください。

（3） 待機アクティビティに関する多重度

待機アクティビティを使用する上で性能を考えた場合，待機アクティビティに関する多
重度を見直す必要があります。

待機アクティビティで指定した時間に待機処理を解除するプロセスインスタンスが複数
存在している場合で，そのプロセスインスタンスの数より J2EEサーバの TimerService
でタイムアウトメソッドをコールバックする最大スレッド数が小さいときは，性能上の
ボトルネックになることがあります。このような場合，J2EEサーバの環境設定で，タイ
ムアウトメソッドのコールバックの最大スレッド数を設定します。

TimerServiceでタイムアウトメソッドをコールバックする最大スレッド数は，運用管理
ポータルの［論理サーバの環境設定］で設定します。EJBコンテナの設定画面を開き，
「タイムアウトメソッドのコールバックの最大スレッド数」※の値を，ビジネスプロセス
のインスタンス数に合わせて変更してください。設定方法の詳細については，マニュア
ル「Cosminexus アプリケーションサーバ 運用管理ポータル操作ガイド」の「10.9.3　
EJBコンテナの設定」を参照してください。

注※　J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル（usrconf.properties）の
ejbserver.ejb.timerservice.maxCallbackThreadsキーに対応します。
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5　 システム動作を円滑にする
ための機能
この章では，システム動作を円滑にするための機能について説
明します。

5.1　HCSCサーバに関連するタイマの設定

5.2　サービス部品の接続先変更

5.3　SOAP Fault動作定義ファイルによるフォルトのキャッチ

5.4　アプリケーションからの稼働状態の確認

5.5　XML電文内の属性値に指定した名前空間接頭辞の補完

5.6　任意形式（any形式）の電文フォーマットの定義
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5.1　HCSCサーバに関連するタイマの設定

同期のサービス部品呼び出しの場合，応答が返って来ない場合のタイムアウト値を設定
することで，無応答でハングアップすることを回避できます。また，サービス部品での
実際の処理に掛かる最大時間を考慮して，タイマを設定する必要があります。

5.1.1　HCSCサーバで設定できるタイマ
HCSCサーバで設定できるタイマについて次の図に示します。
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5.　システム動作を円滑にするための機能
図 5-1　設定できるタイマ

図 5-1の各項番は次のタイマを示しています。

1. サービス部品に接続するときのタイマ（Webサービス）
2. サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）
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5.　システム動作を円滑にするための機能
3. HCSCサーバに接続するときのタイマ（Webサービス）
4. HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）
5. HCSCサーバ内のトランザクションのタイマ

タイマは接続先やプロトコルによって設定方法が異なります。

（1） サービス部品に接続するときのタイマ（Webサービス）

サービス部品（Webサービス）に接続する場合，書き込み，読み込み，および接続時の
タイマを設定できます。

• 書き込み時のタイマ
HTTPおよび HTTPS（TCP/IP通信）で使用するソケットに対する write（データ送
信）処理でのタイムアウト値を設定します。接続確立後のデータ送信が完了しない場
合などで有効となります。

• 読み込み時のタイマ
HTTPおよび HTTPS（TCP/IP通信）で使用するソケットに対する read（データ受
信）処理でのタイムアウト値を設定します。接続確立後のデータ受信が完了しない場
合などで有効となります。

• 接続時のタイマ
HTTPおよび HTTPS（TCP/IP通信）で使用するソケットに対する connect（ソケッ
ト接続）処理でのタイムアウト値を設定します。接続確立時の要求に対する応答がな
い場合などで有効となります。

タイムアウト値の設定は，SOAP通信基盤を利用する場合と，JAX-WSエンジンを利用
する場合で異なります。それぞれの場合の設定方法を説明します。

（a）タイムアウト値の設定（SOAP通信基盤）

SOAP通信基盤を利用する場合のタイムアウト値の設定方法について説明します。タイ
ムアウト値は，HCSCサーバ全体またはサービスアダプタ個別に設定できます。

• HCSCサーバ全体の設定
タイムアウト値は，HCSCサーバ稼働マシンの SOAP通信基盤のサーバ定義ファイル
で定義します。サーバ定義ファイルの設定については，マニュアル「Cosminexus ア
プリケーションサーバ SOAPアプリケーション開発の手引」の「10.2　サーバ定義
ファイルの設定」を参照してください。

表 5-1　HCSCサーバ全体のタイマ（Webサービス）の設定（SOAP通信基盤）

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

サーバ兼クライアントの
ソケットの書き込みタイ
ムアウト値

c4web.application.<識別子 >.socket_write_timeout 60
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5.　システム動作を円滑にするための機能
• サービスアダプタ個別の設定
開発環境で設定する場合，サービスアダプタ定義画面のクライアント定義ファイルに
指定します。クライアント定義ファイルの設定については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ SOAPアプリケーション開発の手引」の「10.3
　クライアント定義ファイルの設定」を参照してください。

表 5-2　サービスアダプタ個別のタイマ（Webサービス）の設定（SOAP通信基盤）

（b）タイムアウト値の変更（SOAP通信基盤）

すでに HCSCサーバに配備しているサービスアダプタに対して運用環境で定義する場合
は，cscsvcctlコマンドを使用して，サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更
します。変更方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム システム構築・運用ガイド」の「5.2.25　サービス部品呼び出しの通信タイム
アウト値を変更する」を参照してください。cscsvcctlコマンドの使い方については，マ
ニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレンス」の「cscsvcctl（サー
ビス情報の管理）」を参照してください。

表 5-3　タイマ（Webサービス）の設定値の変更（SOAP通信基盤）

サーバ兼クライアントの
ソケットの読み込みタイ
ムアウト値

c4web.application.<識別子 >.socket_read_timeout 300

サーバ兼クライアントの
ソケットの接続タイムア
ウト値

c4web.application.<識別子 >.socket_connect_timeout 60

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

クライアントのソケッ
トの書き込みタイムア
ウト値

c4web.application.socket_write_timeout 60

クライアントのソケッ
トの読み込みタイムア
ウト値

c4web.application.socket_read_timeout 300

クライアントのソケッ
トの接続タイムアウト
値

c4web.application.socket_connect_timeout 60

値 キー名称

書き込みタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_write_timeout

読み込みタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_read_timeout

値 キー名称 デフォルト値
（秒）
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（c）タイムアウト値の設定（JAX-WSエンジン）

JAX-WSエンジンを利用する場合のタイムアウト値の設定方法について説明します。タ
イムアウト値は，HCSCサーバ全体またはサービスアダプタ個別に設定できます。

• HCSCサーバ全体の設定
HCSCサーバ稼働マシンの JAX-WSエンジンの共通定義ファイルで定義します。共通
定義ファイルの設定については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
Webサービス開発の手引」の「10.1.2　共通定義ファイルの設定項目」を参照してく
ださい。

表 5-4　HCSCサーバ全体のタイマ（Webサービス）の設定（JAX-WSエンジン）

• サービスアダプタ個別の設定
開発環境で設定する場合，サービスアダプタ定義画面のクライアント定義ファイルに
指定します。クライアント定義ファイルの設定については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレンス」の「クライアント定義ファイ
ル」を参照してください。

表 5-5　サービスアダプタ個別のタイマ（Webサービス）の設定（JAX-WSエンジン）

（d）タイムアウト値の変更（JAX-WSエンジン）

すでに HCSCサーバに配備しているサービスアダプタに対して運用環境で定義する場合

接続タイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_connect_timeout

値 キー名称 デフォルト値
（ミリ秒）

サーバ兼クライアントの
ソケットの読み込みタイ
ムアウト値

com.cosminexus.jaxws.request.timeout 300000

サーバ兼クライアントの
ソケットの接続タイムア
ウト値

com.cosminexus.jaxws.connect.timeout 60000

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

クライアントのソケッ
トの読み込みタイムア
ウト値

com.cosminexus.csc.request.timeout 300

クライアントのソケッ
トの接続タイムアウト
値

com.cosminexus.csc.connect.timeout 60

値 キー名称
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は，cscsvcctlコマンドを使用して，サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更
します。変更方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム システム構築・運用ガイド」の「5.2.25　サービス部品呼び出しの通信タイム
アウト値を変更する」を参照してください。cscsvcctlコマンドの使い方については，マ
ニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレンス」の「cscsvcctl（サー
ビス情報の管理）」を参照してください。

表 5-6　タイマ（Webサービス）の設定値の変更（JAX-WSエンジン）

（2） サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）

（a）タイムアウト値の設定

サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）は，HCSCサーバ全体に設定し
たり，サービスアダプタ個別に設定したりできます。設定方法を次に示します。

• HCSCサーバ全体の設定
HCSCサーバ稼働マシンの Cosminexusアプリケーションサーバの EJBコンテナで
タイムアウトを設定します。RMI-IIOP通信のタイムアウトの詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・開発編 (EJBコンテ
ナ )」の「2.11.5　RMI-IIOP通信のタイムアウト」を参照してください。また，設定
するパラメタの詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 
リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の「15.3　usrconf.properties（Javaアプリケー
ション用ユーザプロパティファイル）」を参照してください。

表 5-7　HCSCサーバ全体のタイマ（SessionBean）の設定

• サービスアダプタ個別の設定
開発環境で定義する場合，サービスアダプタ定義画面のクライアント定義ファイルに

値 キー名称

読み込みタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.com.cosminexus.csc.request.timeout

接続タイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.com.cosminexus.csc.connect.timeout

値 設定するファイル キー名称 デフォルト値
（秒）

RMI-IIOP通信す
べてに有効となる
タイムアウト値

EJBクライアントアプリ
ケーション用ユーザプロパ
ティファイル
（usrconf.properties）

ejbserver.rmi.request.timeout 0
（タイムアウ
トしません）

CORBAネーミン
グサービス部品と
の通信でのタイム
アウト値

ejbserver.jndi.request.timeout 0
（タイムアウ
トしません）
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指定するファイルで設定します。クライアント定義ファイルの設定については，マ
ニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ SOAPアプリケーション開発の手引」
の「10.3　クライアント定義ファイルの設定」を参照してください。

表 5-8　サービスアダプタ個別のタイマ（SessionBean）の設定

（b）タイムアウト値の変更

すでに HCSCサーバに配備しているサービスアダプタに対して運用環境で定義する場合
は，cscsvcctlコマンドを使用して，サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更
します。変更方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム システム構築・運用ガイド」の「5.2.25　サービス部品呼び出しの通信タイム
アウト値を変更する」を参照してください。cscsvcctlコマンドの詳細は，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレンス」の「cscsvcctl（サービス情報の
管理）」を参照してください。

表 5-9　タイマ（SessionBean）の設定値の変更

（3） HCSCサーバに接続するときのタイマ（Webサービス）

HCSCサーバに接続するときのタイマ（Webサービス）は，サービスリクエスタ稼働マ
シン側で設定します。サービスリクエスタの稼働しているマシン全体に設定したり，
サービスリクエスタ個別に設定したりできます。

SOAP通信基盤および JAX-WSエンジンを使用する場合に分けて，設定方法を示しま
す。

（a）タイムアウト値の設定（SOAP通信基盤）

SOAP通信基盤を利用する場合のタイムアウト値の設定方法について説明します。タイ
ムアウト値は，サービスリクエスタ稼働マシン全体またはサービスリクエスタ個別に設
定できます。

• サービスリクエスタ稼働マシン全体の設定
サービスリクエスタ稼働マシンでの SOAP通信基盤のサーバ定義ファイルで定義しま
す。設定内容は「5.1.1(1)(a) タイムアウト値の設定（SOAP通信基盤）」の場合と同様

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

呼び出しタイムアウト値 c4web.application.ejb_timeout 0
（タイムアウ
トしません）

値 キー名称

呼び出しタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.SessionBean.c4web.application.ejb_timeout
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です。サーバ定義ファイルの設定については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ SOAPアプリケーション開発の手引」の「10.2　サーバ定義ファイルの
設定」を参照してください。

• サービスリクエスタ個別の設定
作成するサービスリクエスタごとに個別に設定する場合，サービスリクエスタを実行
するときに指定するクライアント定義ファイルで設定します。設定内容は
「5.1.1(1)(a) タイムアウト値の設定（SOAP通信基盤）」の場合と同様です。クライア
ント定義ファイルの設定については，マニュアル「Cosminexus アプリケーション
サーバ SOAPアプリケーション開発の手引」の「10.3　クライアント定義ファイルの
設定」を参照してください。

（b）タイムアウト値の設定（JAX-WSエンジン）

JAX-WSエンジンを利用する場合のタイムアウト値の設定方法について説明します。タ
イムアウト値は，サービスリクエスタ稼働マシン全体またはサービスリクエスタ個別に
設定できます。

• サービスリクエスタ稼働マシン全体の設定
サービスリクエスタ稼働マシンでの JAX-WSエンジンの共通定義ファイルで定義しま
す。設定内容は「5.1.1(1)(c) タイムアウト値の設定（JAX-WSエンジン）」の場合と同
様です。共通定義ファイルの設定については，マニュアル「Cosminexus アプリケー
ションサーバ Webサービス開発の手引」の「10.1.2　共通定義ファイルの設定項目」
を参照してください。

• サービスリクエスタ個別の設定
作成するサービスリクエスタごとに個別に設定する場合，プロセス別の定義ファイル
で設定します。プロセス別の定義ファイルの設定については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ Webサービス開発の手引」の「10.1.3　プロセ
ス別の定義ファイルの設定」を参照してください。

（4） HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）

HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）は，サービスリクエスタの稼働
しているマシン全体に設定したり，サービスリクエスタ個別に設定したりできます。設
定方法を次に示します。

HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）は，サービスリクエスタ稼働マ
シン側で設定します。サービスリクエスタの稼働しているマシン全体に設定したり，
サービスリクエスタ個別に設定したりできます。サービスリクエスタ稼働マシンで
Cosminexusを使用している場合の設定方法を次に示します。

• サービスリクエスタ稼働マシン全体の設定
サービスリクエスタ稼働マシンの Cosminexusで，EJBコンテナでタイムアウトを設
定します。設定内容は「(2) サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）」
の場合と同様です。RMI-IIOP通信のタイムアウトの詳細については，マニュアル
「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・開発編 (EJBコンテナ )」の
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「2.11.5　RMI-IIOP通信のタイムアウト」を参照してください。設定するパラメタの
詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ リファレンス 定
義編 (サーバ定義 )」の「15.3　usrconf.properties（Javaアプリケーション用ユーザ
プロパティファイル）」を参照してください。

• サービスリクエスタ個別の設定
作成するサービスリクエスタごとに個別に，createから removeまでの API通信のタ
イムアウト値を設定する場合，サービスリクエスタのアプリケーション開発時に API
（RequestTimeoutConfigFactoryクラスおよび RequestTimeoutConfigクラスのメ
ソッド）で設定します。

（5） HCSCサーバ内のトランザクションのタイマ

HCSCサーバ内のトランザクションのタイマは，HCSCサーバ全体で設定します。
HCSCサーバ稼働マシンの Cosminexusアプリケーションサーバの EJBコンテナでタイ
ムアウトを設定します。設定するパラメタの詳細については，マニュアル「Cosminexus 
アプリケーションサーバ リファレンス 定義編 (サーバ定義 )」の「15.3　
usrconf.properties（Javaアプリケーション用ユーザプロパティファイル）」を参照して
ください。

表 5-10　HCSCサーバ内のトランザクションのタイマの設定

5.1.2　サービス部品のタイムアウト値の変更
通信タイムアウト値は開発環境で定義しますが，Webサービス用のサービスアダプタ，
および SessionBean用のサービスアダプタについては，サービス部品に接続するときの
通信タイムアウト値を運用環境で変更できます。運用環境でサービス部品のタイムアウ
ト値を変更する場合は，cscsvcctlコマンドを使用します。ただし，変更対象のサービス
アダプタが未配備状態である必要があります。

変更方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム シス
テム構築・運用ガイド」の「5.2.25　サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更
する」を参照してください。cscsvcctlコマンドの使い方については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレンス」の「cscsvcctl（サービス情報の
管理）」を参照してください。

値 設定するファイル キー名称 デフォ
ルト値
（秒）

EJBクライアントで
開始されるトランザ
クションのトランザ
クションタイムアウ
ト値

EJBクライアントアプ
リケーション用ユーザプ
ロパティファイル
（usrconf.properties）

ejbserver.jta.TransactionManager.def
aultTimeOut
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5.1.3　タイマ設定時の注意事項
（1） サービス部品に接続するときのタイマと HCSCサーバに接続するときの

タイマの関係

HCSCサーバに接続するときのタイマは，サービス部品に接続するときのタイマよりも
大きい値を指定してください。

サービス部品呼び出しで時間が掛かり正常応答した場合でも，HCSCサーバに接続する
ときのタイマが先にタイムアウトし，処理が正常に完了しません。

なお，ビジネスプロセスを呼び出して，サービス部品を呼び出す場合は，複数のサービ
ス部品を呼び出すことを考慮して，HCSCサーバに接続するときのタイマを設定する必
要があります。

（2） サービス部品に接続するときのタイマとトランザクションのタイマの関
係

トランザクションのタイマは，サービス部品に接続するときのタイマよりも大きい値を
指定してください。

サービス部品呼び出しで時間が掛かり正常応答した場合でも，トランザクションがタイ
ムアウトすると，トランザクションがロールバックします。
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5.2　サービス部品の接続先変更
サービス部品の接続先は開発環境で定義しますが，次に示すサービスアダプタについて
は，サービス部品に接続するための接続先を運用環境で変更できます。

• Webサービス用サービスアダプタ
• SessionBean用サービスアダプタ
• MDB（WS-R）用サービスアダプタ
• MDB（DBキュー）用サービスアダプタ

運用環境でサービス部品の接続先を変更する場合は，cscsvcctlコマンドを使用します。
ただし，変更対象のサービスアダプタが未配備状態である必要があります。

変更方法の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム シス
テム構築・運用ガイド」の「5.2.23　サービス部品の接続先を変更する」を参照してくだ
さい。cscsvcctlコマンドの使い方については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム リファレンス」の「cscsvcctl（サービス情報の管理）」を参照してくださ
い。
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5.3　SOAP Fault動作定義ファイルによるフォ
ルトのキャッチ

Webサービス用サービスアダプタでの SOAP Faultの扱いと，フォルトとして扱う場合
の注意事項について説明します。

（1） SOAP Faultの扱い

Webサービス用サービスアダプタでは，サービス部品から返された SOAP Faultが次に
示す条件をすべて満たす場合，フォルトとして扱われます。

• サービス部品のWSDLに定義されている
• フォルト名が faultCodeに設定されている

このようなフォルトをユーザ定義例外と呼びます。ユーザ定義例外は，ビジネスプロセ
スでも認識されるため，フォルト発生後のプロセスの場合分け処理を定義できます。

サービス部品の種類によっては，WSDLに定義されていない SOAP Faultが返された
り，faultCodeに任意の値が設定されて SOAP Faultが返されたりすることがあります。
このような SOAP Faultをフォルトとして扱いたいときは，SOAP Fault動作定義ファ
イルを使用することで，サービス部品から返されるすべての SOAP Faultをフォルトと
して扱うことができるようになります。

SOAP Fault動作定義ファイルには，サービス部品のWSDLに宣言されている名前空間
（targetNamespaceの URI）を定義します。SOAP Fault動作定義ファイルの詳細は，
マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレンス」の「SOAP Fault
動作定義ファイル」を参照してください。

個々のサービスアダプタには，WSDLでサービス部品のインターフェースが定義されて
おり，WSDLに定義されている名前空間が，SOAP Fault動作定義ファイルに定義され
ている内容と一致するかどうかで，フォルトとして扱うかどうかを判断します。

SOAP Fault動作定義ファイルを使用したときの SOAP Faultの扱いを次の図に示しま
す。
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図 5-2　SOAP Fault動作定義ファイルを使用したときの SOAP Faultの扱い

1. サービス部品のWSDLを定義します。
2. サービス部品から返された SOAP Faultが，サービス部品のWSDLに定義されてい
ればフォルトとして扱われます。

3. サービス部品から返された SOAP Faultが，サービス部品のWSDLに定義されてい
ない，またはWSDLの定義と異なる名前空間で定義されている場合は，SOAP Fault
動作定義ファイルに定義されている内容と一致するかどうかを照合します。

4. SOAP Fault動作定義ファイルに定義されている内容と一致している場合は，フォル
トとしてビジネスプロセスに返します。
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（2） SOAP Faultをフォルトとして扱う場合の注意事項

サービス部品から返された SOAP Faultでは，次の条件をすべて満たす場合にフォルト
名が faultCodeに設定され，フォルトとして扱われます。

• サービス部品側に SOAP通信基盤を使用していること。
• faultメッセージを定義する wsdl:part要素が，必ず element属性で xsd:schema要素
内の element要素を参照していること。

• WSDL fault名（wsdl:fault要素の name属性値）と，schema（wsdl:types内）に定
義された例外型 complexTypeを指す element名※が，名前空間を含めて一致している
こと。

これらの条件を満たしていないWSDLを利用する場合で，サービス部品から返された
SOAP Faultをフォルトとして扱いたいときは，SOAP Fault動作定義ファイルを定義し
てユーザ定義例外となるように設定します。

注※
element名とは，「wsdl:faultが参照する wsdl:part要素が，element属性を用いて
指定する要素」のことです。WSDLを次の順にたどって特定できる要素を指しま
す。
1. wsdl:fault
2. wsdl:message（この要素をたどらない場合もあります）
3. wsdl:part
4. xsd:element 

なお，Cosminexusの開発支援コマンドである Java2WSDLコマンドを使用して，オペ
レーションの style属性が「rpc」のWSDLファイルを生成した場合，element属性では
なく，type属性で参照するWSDLファイルが生成されます。そのため，生成された
WSDLファイルをそのまま使用しないで，修正および再生成してから使用します。
WSDLファイルの修正および再生成の方法については，マニュアル「Cosminexus サー
ビスプラットフォーム 開発ガイド」の「4.3.2　サービス部品電文を作成する（Webサー
ビスの場合）」を参照してください。

Cosminexus サービスプラットフォームでフォルトを使用する場合，documentスタイル
のWSDLを使用することを推奨します。
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5.4　アプリケーションからの稼働状態の確認

5.4.1　稼働状態の確認の概要
サービスリクエスタなどの外部からWebサービス（SOAP通信）を使用し，サービス名
をキーにして稼働状態の確認要求をすると，HCSCサーバに配備されているサービスア
ダプタの情報を取得できます。

なお，稼働状態の確認は，サービス部品そのものの状態を確認するのではなく，HCSC
サーバに配備されているサービスアダプタの状態を確認します。

5.4.2　稼働状態の確認の流れ
SOAP用リクエスト受付にはサービスリクエスタからのメッセージを配送するためのメ
ソッド（リクエスト受付のオペレーション）として invokeXML，invokeBinaryなどが
あり，その中のサービスアダプタ稼働状態確認用のオペレーション（getServiceInfo）を
使用し，稼働状態を確認します。

サービスリクエスタからサービスアダプタの稼働状態の確認要求をすると，HCSCサー
バは指定されたサービス名に該当するサービスアダプタのロケーション情報（メモリ上
の情報）を検索し，その状態を応答します。

なお，稼働状態確認の要求ができるのは，HCSCサーバのリクエスト受付が起動してい
るときだけです。

稼働状態の確認の流れを次の図に示します。
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図 5-3　稼働状態の確認の流れ

5.4.3　稼働状態の確認時の注意事項
（1） サービス部品の状態とサービスアダプタの状態の同期について

稼働状態確認機能は，サービス部品の状態ではなく，HCSCサーバに配備されている
サービスアダプタの状態を確認する機能です。そのため，稼働状態を確認するときは，
サービス部品とサービスアダプタが共に同期を取って起動および停止する運用が前提で
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す。サービスアダプタが起動していてもサービス部品が停止している場合は，サービス
部品呼び出しの要求はエラーになります。

（2） 稼働状態の確認結果と実状態の差異について

稼働状態の確認でサービスアダプタの起動を確認した場合でも，確認直後にサービスア
ダプタが停止すると，サービス部品呼び出しの要求をしたときにエラーになります。そ
のため，サービスリクエスタでは，サービスアダプタの稼働状態確認で起動を確認して
も，サービス部品呼び出しを要求したときにサービスアダプタが停止状態となっていて
エラーリターンする場合があることを考慮する必要があります。

（3） サービス受付の状態について

HCSCサーバのリクエスト受付が起動していないときに，サービスリクエスタでサービ
スアダプタの稼働状態を確認するとエラーになります。そのため，サービスリクエスタ
では，リクエスト受付が停止状態で，サービスアダプタの稼働状態確認要求がエラーリ
ターンする場合を考慮する必要があります。
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5.5　XML電文内の属性値に指定した名前空間
接頭辞の補完

HCSCサーバ内を流れるユーザ電文で，XMLスキーマの属性値の型に QName型を使用
する場合，次の図のように XML文書から「子要素」を部分木として切り出して出力する
と，xmlns:prefixの名前空間宣言が欠落します。

図 5-4　部分木取得時の名前空間宣言の欠落

名前空間宣言が欠落した場合，次の問題が発生することがあります。

• ビジネスプロセスでフォルトコネクションを使用してフォルトをキャッチしようとし
たが，サービス部品からのフォルトをキャッチできない。

• データ検証機能を使用している場合（HCSCサーバランタイム定義ファイルの
telegram-validationプロパティに ONを指定），検証でエラーが発生する。

• 名前空間宣言が欠落した XML電文をサービスリクエスタやサービス部品で受け取っ
た場合，サービスリクエスタやサービス部品側でエラーが発生する。

なお，子要素のプリフィックスについては，部分木取得時に名前空間が解決されます。

このような問題を解決するには，HCSCサーバランタイム定義ファイルの
xmltelegram-namespace-complementプロパティに ONを指定します。ただし，ONを
指定すると，OFFを指定した場合よりも電文サイズが大きくなるため注意してくださ
い。

HCSCサーバランタイム定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus サービス
プラットフォーム リファレンス」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照し
てください。
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5.6　任意形式（any形式）の電文フォーマット
の定義

開発環境で電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定することで，
電文の形式を意識しないサービス部品呼び出し要求・応答ができます。

なお，任意形式のデータを扱うことができる受付およびアダプタは，次のとおりです。

• ユーザ定義受付（カスタム受付）
• 汎用カスタムアダプタ

データ変換をしないメッセージ型の組み合わせについては「5.6.2　データ変換をしない
場合の変数（メッセージ型）の組み合わせ」を参照してください。

5.6.1　任意形式（any形式）を設定した場合の処理の流れ
電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定した場合は，要求電文
および応答電文のデータの型を意識する必要がありません。

電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定した場合の処理の流れ
を次の図に示します。
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図 5-5　電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定した場合の処理
の流れ

参考
 

電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定しない場合は，要求電文お
よび応答電文のデータ型を厳密に決める必要があります。また，開発環境で電文の形式ごと
にコンポーネント（受付，ビジネスプロセス，およびアダプタ）を作成する必要がありま
す。
電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定しない場合の処理の流れを
次の図に示します。
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図 5-6　電文のフォーマット定義ファイルに任意形式（any形式）を設定しない場合の処
理の流れ

5.6.2　データ変換をしない場合の変数（メッセージ型）の組
み合わせ

任意形式（any形式）を設定することで，データ変換をしない運用ができます。データ
変換をしない場合の前提条件は次のとおりです。

• サービス呼出アクティビティのメッセージ型（XML，non-XML，any）とサービス呼
出アクティビティから呼び出すコンポーネント（開発環境で作成する受付，ビジネス
プロセス，およびアダプタの総称）で設定したデータの型が一致している。

• ビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティで任意形式（any形式）を設定する
場合は，開発環境の定義画面で呼び出し対象のコンポーネントを任意形式（any形式）
で定義している。

受付およびアダプタでデータ変換をしない場合のメッセージ型の組み合わせを次に示し
ます。
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表 5-11　受付でデータ変換をしない場合のメッセージ型の組み合わせ

（凡例）
○：対応しています。
×：対応していません。

コンポーネント種別 データの型 変数（メッセージ型）

または XML non-XML any

メソッド 要
求

応
答

要
求

応
答

要
求

応答

標準受付（SOAP） invokeXML ○ ○ × × × ×

invokeBinary × × ○ ○ ○ ○

標準受付（EJB） invokeXML ○ ○ × × × ×

invokeBinary × × ○ ○ ○ ○

標準受付（MDB(WS-R)） onMessage ○ ○ ○ ○ ○ ○

標準受付（MDB(DBキュー
)）

onMessage ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ定義受付（SOAP受付） ○ ○ × × × ×

ユーザ定義受付（カスタム
受付）

invokeXML XML ○ ○ × × × ×

non-X
ML

× × × × × ×

any ○ ○ ○ ○ ○ ○

invokeBinary XML × × × × × ×

non-X
ML

× × ○ ○ × ×

any ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ定義受付（TP1/RPC
受付）

XML × × × × × ×

non-XML × × ○ ○ ○ ○

any ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ定義受付（FTP受付） XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × × × × ×

any × × × × × ×
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表 5-12　アダプタでデータ変換をしない場合のメッセージ型の組み合わせ

コンポーネント種別 データの型 変数（メッセージ型）

XML non-XML any

要
求

応
答

要
求

応
答

要
求

応答

標準アダプタ（SOAP） XML ○ ○ × × × ×

non-XML － － － － － －

any － － － － － －

標準アダプタ（EJB） XML ○ ○ × × × ×

non-XML － － － － － －

any － － － － － －

標準アダプタ（WSR） XML ○ － × － × －

non-XML × － ○ － × －

any － － － － － －

標準アダプタ（DBQ） XML ○ － × － × －

non-XML × － ○ － × －

any － － － － － －

DBアダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × × × × ×

any × × × × × ×

TP1アダプタ XML × × × × × ×

non-XML × × ○ ○ × ×

any × × × × ○ ○

FTPアダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × × × × ×

any × × × × × ×

ファイル操作アダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × × × × ×

any × × × × × ×

ファイルアダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × ○ ○ × ×

any × × × × × ×

Object Accessアダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × × × × ×

any × × × × × ×
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（凡例）
○：対応しています。
×：対応していません。
－：作成できません。

任意形式（any形式）を設定している HCSCコンポーネントを単体サービス実行した場
合の対応可否を次の表に示します。

表 5-13　HCSCコンポーネントを単体サービス実行した場合の対応可否

（凡例）
○：対応しています。
×：対応していません。

Message Queueアダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × ○ ○ × ×

any × × × × × ×

カスタムアダプタ XML ○ ○ × × × ×

non-XML × × ○ ○ × ×

any × × × × ○ ○

コンポーネント種別 メソッド フォーマット定義ファイルの設定

any

要求 応答

標準受付（SOAP） invokeXML × ×

invokeBinary ○ ○

標準受付（EJB） invokeXML × ×

invokeBinary ○ ○

標準受付（MDB(WS-R)） onMessage ○ ○

標準受付（MDB(DBキュー )） onMessage ○ ○

コンポーネント種別 データの型 変数（メッセージ型）

XML non-XML any

要
求

応
答

要
求

応
答

要
求

応答
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6　 性能向上のための機能
この章では，性能向上のための機能として，サービス部品呼び
出し処理の多重度，および XML電文のキャッシュ機能につい
て説明します。

6.1　サービス部品呼び出し処理の多重度

6.2　XML電文のキャッシュ機能
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6.　性能向上のための機能
6.1　サービス部品呼び出し処理の多重度
サービスリクエスタからのサービス部品の呼び出し要求は，同時に実行される場合があ
ります。そのため，サービス部品呼び出し処理の多重度（同時に実行できる数）を設定
する必要があります。

6.1.1　HCSCサーバ内の多重度
多重度の設定が良くない場合，性能上のボトルネックになるおそれがあります。

多重度の設定によってボトルネックになる例を次の図に示します。

図 6-1　多重度の設定によってボトルネックになる例

図 6-1に示すように，リクエスト受付（標準受付またはユーザ定義受付）の多重度が小
さいと，一度にたくさん要求が来ても同時に処理ができないため，一度に実行できる処
理が少なくなります。また，リクエスト受付の多重度を大きくしても，サービスアダプ
タで定義している多重度が小さいと，サービスアダプタで一度に実行できる処理が少な
いため，サービスアダプタがボトルネックになり，意図した性能を得られなくなります。
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6.　性能向上のための機能
（1） HCSCサーバでの多重度

多重度は，標準の同期受付（Webサービス）の場合は，スレッド数および最大同時実行
数で設定します。標準の同期受付（SessionBean）の場合は，インスタンス数で設定し
ます。HCSCサーバ内の多重度の設定について，表 6-1，表 6-2，および表 6-3に示しま
す。

表 6-1　標準受付の多重度を設定するプロパティ

表 6-2　ユーザ定義受付の多重度を設定するプロパティ

表 6-3　サービスアダプタの多重度を設定する項目

定義ファイル プロパティ 内容

HCSCサーバランタイム
定義ファイル

request-ejb.instance.minimum 標準の同期受付
（SessionBean）のインス
タンス最小数

request-ejb.instance.maximum 標準の同期受付
（SessionBean）のインス
タンス最大数

request-ejb.parallel.count CTMがアプリケーション
を呼び出すために用意する
スレッド数

request-soap.instance.minimum 標準の同期受付（Web
サービス・SOAP1.1）の
最小同時実行数

request-soap.instance.maximum 標準の同期受付（Web
サービス・SOAP1.1）の
最大同時実行数

request-soap1_2.instance.minimum 標準の同期受付（Web
サービス・SOAP1.2）の
最小同時実行数

request-soap1_2.instance.maximum 標準の同期受付（Web
サービス・SOAP1.2）の
最大同時実行数

request-jms.instance.maximum 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））のインスタンス
最大数

定義ファイル プロパティ 内容

ユーザ定義受付ランタイ
ム定義ファイル

user-defined-reception-soap.threads.maxi
mum

最大同時実行数

画面 内容

開発環境でのサービスア
ダプタ定義画面

最大インスタンス数
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6.　性能向上のための機能
注　最大インスタンス数に 0を指定した場合は，上限が設定されないで無制限になりま
す。

（2） Webサービス（SOAP通信）での多重度

Webサービス（SOAP通信）の場合，同時実行数のほかにWebコンテナレベルでの最大
キュー滞留数を設定できます。最大同時実行数と最大キュー滞留数を設定しておくと，
サービスリクエスタからの要求を受けたときに，実際の処理をしないで処理を待たせて
おけるため，流量制御ができます。サービスリクエスタからの要求と最大キュー滞留数
の関係を次の図に示します。

図 6-2　サービスリクエスタからの要求と最大キュー滞留数の関係

例えば，図 6-2に示すように，最大同時実行数を 3とした場合，最大キュー滞留数を 10
にしておくと，同時にきたサービス部品呼び出し要求のうち，3件までは同時に処理され
ます。同時実行数より多くのサービス部品呼び出し要求（4件以上）がきた場合は，最大
キュー滞留数（10件）までは，処理待ちの状態となり，先に実行されている処理が終わ
り次第，順次処理が実行されます。
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6.　性能向上のための機能
最大キュー滞留数の数が上限（10件）まで達している場合に，さらにサービスリクエス
タからサービス部品呼び出し要求がきた場合は，要求は受け付けられないため，エラー
としてサービスリクエスタに応答されます。

HCSCサーバ内の最大キュー滞留数は，表 6-4および表 6-5に示す定義ファイルのプロ
パティで設定します。

表 6-4　標準受付の最大キュー滞留数を設定するプロパティ

表 6-5　ユーザ定義受付の最大キュー滞留数を設定するプロパティ

6.1.2　データベースへのアクセスに関する多重度
永続化するビジネスプロセスを使用する（プロセスインスタンスの実行履歴を採取する）
場合，非同期プロトコルを使用する場合，および電文の実行履歴を採取する場合は，
HCSCサーバに設定する DB Connectorの定義で，コネクションプール数を設定します。

（1） 永続化するビジネスプロセスを使用する場合

HCSCサーバに設定した二つの DB Connectorのうち，HCSCサーバセットアップ定義
ファイルの dbcon-xadisplaynameプロパティに指定した DB Connectorを使用します。
リクエスト受付からビジネスプロセスを経由して，一度に多くの要求が来ても，DB 
Connectorの部分でデータベースへの出力が一度にできなくなります。すると，性能上
のボトルネックが発生して，その結果，ビジネスプロセスの同時実行処理性能が遅くな
ります。そのため，プロセスインスタンスの実行履歴を採取するときの多重度を設定す
る必要があります。永続化するビジネスプロセスを使用する場合のボトルネックを次の
図に示します。

定義ファイル プロパティ 内容

HCSCサーバランタイム
定義ファイル

request-soap.queue-size 標準の同期受付（Web
サービス・SOAP1.1）の
実行待ちキューのサイズ

request-soap1_2.queue-size 標準の同期受付（Web
サービス・SOAP1.2）の
実行待ちキューのサイズ

定義ファイル プロパティ 内容

ユーザ定義受付ランタイ
ム定義ファイル

user-defined-reception-soap.queue-size 実行待ちキューサイズ
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6.　性能向上のための機能
図 6-3　永続化するビジネスプロセスを使用する場合のボトルネック

（2） 非同期プロトコルを使用する場合

HCSCサーバに設定した二つの DB Connectorのうち，HCSCサーバセットアップ定義
ファイルの dbcon-xadisplaynameプロパティに指定した DB Connectorは，非同期
（MDB（WS-R）またはMDB（DBキュー））の標準受付でキューからメッセージを取り
出したり，非同期（MDB（WS-R）またはMDB（DBキュー））のサービスアダプタで
メッセージを送信したりするときにも使用します。そのため，プロセスインスタンスの
実行履歴を採取するときの多重度に加えて，HCSCサーバがリクエスト受付のキューか
らメッセージを取り出すときや，サービスアダプタが転送キューにメッセージを送信す
るときの多重度も含めて，コネクションプール数を検討する必要があります。

キューに対して一度に多くの要求が来ても，Cosminexus RMのリソースアダプタが同時
にメッセージの取り出し処理ができないで，性能上のボトルネックが発生します。また，
サービスアダプタの多重度を大きくしていても，サービスアダプタがキューにメッセー
ジを送信するときの同時実行数が少ないと，やはり性能上のボトルネックが発生します。
非同期プロトコルを使用する場合のボトルネックを次の図に示します。
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図 6-4　非同期プロトコルを使用する場合のボトルネック

（3） 電文の実行履歴を採取する場合

HCSCサーバに設定した二つの DB Connectorのうち，HCSCサーバセットアップ定義
ファイルの dbcon-nodisplaynameプロパティに指定した DB Connectorを使用します。
リクエスト受付に一度に多くの要求が来ても，DB Connectorの部分でデータベースへの
出力が一度にできなくなるため，性能上のボトルネックが発生して，その結果，サービ
ス部品呼び出しの同時実行処理性能が遅くなります。そのため，電文の実行履歴を採取
するときの多重度を設定する必要があります。電文の実行履歴を採取する場合のボトル
ネックを次の図に示します。
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図 6-5　電文の実行履歴を採取する場合のボトルネック

データベースへのアクセスに関する多重度は，次の表に示すように設定します。

表 6-6　DB Connectorの多重度を設定するプロパティ

注 1　プールの最大値を増やした場合，データベース側の同時接続数も変更する必要があ
るため，注意が必要です（HiRDBの場合，pd_max_users（HiRDBの最大接続数）とな
ります）。

注 2　実行環境が使用する DBコネクション数の最大値については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「3.1.2　実行環
境に必要なソフトウェアの設定」を参照してください。

定義ファイル プロパティ 内容

DB Connector（LocalTransactionま
たは XATransaction）のセットアップ
時に設定する属性ファイル

MinPoolSize プールの最小値

MaxPoolSize プールの最大値

DB Connector（NoTransaction）の
セットアップ時に設定する属性ファイ
ル

MinPoolSize プールの最小値

MaxPoolSize プールの最大値
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6.　性能向上のための機能
表 6-7　Cosminexus RMの多重度を設定するプロパティ

6.1.3　Webサービス（SOAP通信）に関する多重度

（1） 同時実行スレッド数

Webサービス（SOAP通信）を使用する場合は，実行環境で設定しているWebサーバ
（HTTPサーバ）の同時実行スレッド数も関係します。

Webサービス（SOAP通信）の標準受付やユーザ定義受付が複数ある場合，各受付に設
定した同時実行スレッド数の合計より，Webサーバに設定した全体の同時実行スレッド
数が優先されます。そのため，Webサーバに設定した全体の同時実行スレッド数が，各
受付に設定した同時実行スレッド数の合計より小さいと，一度に多くの要求が来ても同
時に処理ができないため，性能上のボトルネックになることがあります。

Webサービス（SOAP通信）を使用する場合のボトルネックを次の図に示します。

図 6-6　Webサービス（SOAP通信）を使用する場合のボトルネック

Webサービス（SOAP通信）に関する多重度は，次のように設定します。

● Hitachi Web Serverの場合
コンフィグファイルに指定できるディレクティブでのサーバの性能についての定義を
します。
詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

●インプロセスHTTPサーバ機能の場合
運用管理ポータルの [論理サーバの環境設定 ]－ [J2EEサーバ ]－ [J2EEサーバの論
理サーバ名 ]－ [HTTPサーバ ]で次の内容を設定します。

定義ファイル プロパティ 内容

Cosminexus RMのセットアップ時に
設定する属性ファイル

MinPoolSize プールの最小値

MaxPoolSize プールの最大値
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6.　性能向上のための機能
• 同時実行スレッド数
• 初期スレッド数

詳細については，マニュアル「Cosminexus アプリケーションサーバ 機能解説 基本・
開発編 (Webコンテナ )」の「4.　インプロセス HTTPサーバ」を参照してください。

（2） 占有スレッド数

Webサーバ（HTTPサーバ）の同時実行スレッド数が十分な数を確保できない状況で
あっても，個々のリクエスト受付で必ず最低限の実行をする場合は，占有スレッド数を
定義します。

占有スレッド数を定義した場合は，Webサーバ（HTTPサーバ）の同時実行スレッド数
以上の要求が個別のリクエスト受付に来た場合でも，必ず指定した数だけは同時に実行
されます。

ほかのリクエスト受付に要求が来ていない場合は，最大同時実行数まで同時に実行でき
ます。

HCSCサーバ内の占有スレッド数は，表 6-8および表 6-9に示すように設定します。

表 6-8　標準受付の占有スレッド数を設定するプロパティ

表 6-9　ユーザ定義受付の占有スレッド数を設定するプロパティ

最大同時実行数と占有スレッド数の関係を次の図に示します。

定義ファイル プロパティ 内容

HCSCサーバランタイム
定義ファイル

request-soap.exclusive.threads 標準の同期受付（Webサービ
ス・SOAP1.1）の占有スレッド
数

request-soap1_2.exclusive.threads 標準の同期受付（Webサービ
ス・SOAP1.2）の占有スレッド
数

定義ファイル プロパティ 内容

ユーザ定義受付ランタイ
ム定義ファイル

user-defined-reception-soap.exclusive.
threads

占有スレッド数
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図 6-7　最大同時実行数と占有スレッド数の関係

図 6-7に示すように，標準受付，二つのユーザ定義受付，およびWebサーバ（HTTP
サーバ）を次のように設定した場合，標準受付は必ず二つのスレッドを占有します。

• 標準受付：最大キュー滞留数 10，同時実行数 3，占有スレッド数 2
• ユーザ定義受付：同時実行数 2
• Webサーバ（HTTPサーバ）：同時実行数 5

そのため，Webサーバ（HTTPサーバ）の同時実行数に指定した 5件以上の要求が来る
と，二つのスレッドは標準受付の実行のために使用され，残りの三つのスレッドを使っ
てユーザ定義受付が動作します。

ただし，最大キュー滞留数，標準受付の同時実行数，占有スレッド数，およびWebサー
バ（HTTPサーバ）の同時実行数が図 6-7と同じ場合で，図 6-8に示すように，占有ス
レッド数を指定した標準受付に要求が来ていないときでも，必ず二つはスレッドを占有
して実行する状態になります。また，ほかのユーザ定義受付では，それぞれ同時実行数
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が 2件で合計の同時実行数は 4件になるはずですが，Webサーバ（HTTPサーバ）の同
時実行数 5件であるため，残り三つしか処理できなくなります。ほかのリクエスト受付
の同時実行数が増えることはありません。

図 6-8　占有スレッド数を指定した受付に要求が来ない場合
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6.2　XML電文のキャッシュ機能

（1） XML電文のキャッシュ機能の概要

XML電文のキャッシュ機能を使用すると，次に示す条件が同一の XML電文が流れる場
合に，処理速度が向上することがあります。

• 要素の並び順が同じ
• 属性の並び順が同じ
• 要素の繰り返しが同じ

これは，一度解析した XML文書の特徴を保持しているため，類似文書の場合にパース処
理速度の向上が図れます。

（2） XML電文のキャッシュ機能の設定

XML電文のキャッシュ機能を使用するには，HCSCサーバランタイム定義ファイルの
xmltelegram-maxcache-numプロパティで値を設定します。

xmltelegram-maxcache-numプロパティの詳細は，マニュアル「Cosminexus サービス
プラットフォーム リファレンス」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照し
てください。
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7　 障害調査のための機能
この章では，Cosminexus サービスプラットフォームで発生し
た障害を調査する機能について説明します。

7.1　障害情報の取得・障害回復・障害解析機能

7.2　データ検証機能

7.3　ユーザ電文トレース機能
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7.　障害調査のための機能
7.1　障害情報の取得・障害回復・障害解析機能

7.1.1　障害情報の取得機能
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境には，運用・実行環境での障害の発
生に備えて，トレース情報を保存する機能があります。トレース情報は，次に示すファ
イルに格納されます。

• メッセージログファイル
• リクエストトレースファイル
• 性能解析トレースファイル
• 保守情報（例外ログ，メンテナンスログ，メソッドトレースなど）

これらのトレース情報を確認することで，障害の発生時刻，発生場所，原因などを把握
できます。

また，Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境および運用環境の画面では，
画面操作時に自動的に実行されるチェックによって出力されたメッセージは，コンソー
ルビューに表示されます。コンソールビューに表示されるメッセージの内容を確認し，
各種定義や設定を変更してから再度操作できます。

7.1.2　障害回復機能
次に示す運用時に発生した障害についても，コマンドで情報の確認，ファイルのバック
アップ，環境の復旧などができます。

• システムのセットアップまたはアンセットアップ時
• オペレーション実行時
• サービス部品呼び出し実行時

7.1.3　障害解析機能
Cosminexus サービスプラットフォームでは，性能解析トレースファイルを利用して障
害解析を補助するメッセージトラッキング機能を提供しています。メッセージトラッキ
ングとは，障害発生個所を特定し，障害の切り分けや障害調査を補助する障害解析ツー
ルです。メッセージトラッキングを起動すると，専用の対話型プロンプトが表示されま
す。表示された対話型プロンプトでコマンドを実行し，性能解析トレースファイルを解
析します。

メッセージトラッキング機能は，障害発生時の性能解析トレースファイルがあれば，
uCosminexus Service Architect，uCosminexus Service Platform，または
uCosminexus Operator for Service Platformがインストールされているマシンならどこ
でも利用できます。そのため，障害が発生した HCSCサーバ稼働マシンだけでなく，障
害が発生した HCSCサーバとは別のリモート環境でも障害を解析できます。
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7.2　データ検証機能

7.2.1　データ検証機能の概要
サービスアダプタでは，要求電文や応答電文が，定義したフォーマット定義に対して妥
当かどうかを検証できます。また，データ変換機能を利用している場合は，変換前後の
電文が，定義したフォーマット定義に対して妥当かどうかを検証できます。

サービスアダプタに指定したフォーマット定義の形式と，要求時および応答時に送られ
てくる電文の形式が妥当であるかどうか検証し，電文がフォーマットの形式に対して妥
当でない場合は，サービスを実行する前にエラーを返します。

テスト環境などで，サービスを実行する前に妥当な電文かどうかを検証できるため，
サービスの実行の失敗を事前に回避できます。

要求電文とフォーマット定義が一致する場合と一致しない場合の電文の流れを次の図に
示します。
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図 7-1　要求電文とフォーマット定義が一致する場合と一致しない場合の電文の流れ

7.2.2　データ検証機能の設定
データ検証機能を使用するには，HCSCサーバランタイム定義ファイルの
telegram-validationプロパティで値を設定します。

telegram-validationプロパティの詳細は，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
232



7.　障害調査のための機能
フォーム リファレンス」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してくださ
い。

7.2.3　データ検証機能の有効範囲
データ検証機能の有効範囲を次の表に示します。なお，データ検証機能が有効な場合，
検証の対象は HCSCサーバ全体になります。

表 7-1　データ検証機能の有効範囲

（凡例）－：該当しない

電文の検証機能が有効になるアダプタの詳細については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム システム構築・運用ガイド」の「7.7.5　ユーザ電文に誤りが
ある場合の障害対策」を参照してください。

アダプタ種別 電文種別 要求 /応
答

アダプタでのデータ変
換有無

検証機能有
効 /無効

検証される電
文

サービスアダプ
タ

XML 要求 データ変換なし 有効 サービス部品
電文

標準電文→サービス部
品電文へのデータ変換
あり

有効 標準電文，
サービス部品
電文

応答 データ変換なし 有効 サービス部品
電文

サービス部品電文→標
準電文へのデータ変換
あり

有効 標準電文，
サービス部品
電文

フォル
ト

－ 無効 －

バイナリ 要求 データ変換なし 無効 －

標準電文→サービス部
品電文へのデータ変換
あり

無効 －

応答 データ変換なし 無効 －

サービス部品電文→標
準電文へのデータ変換
あり

無効 －

DBアダプタ XML 要求 データ変換なし 無効 －

標準電文→サービス部
品電文へのデータ変換
あり

無効 －

応答 データ変換なし 無効 －

サービス部品電文→標
準電文へのデータ変換
あり

無効 －
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7.3　ユーザ電文トレース機能

7.3.1　ユーザ電文トレース機能の概要
ユーザ電文トレース機能は，HCSCサーバ上を流れる電文の内容をユーザ電文トレース
ファイルに出力する機能です。

次の内容をユーザ電文トレースとして取得できます。

• リクエスト受付で受け付けたサービス部品呼び出し要求または応答の電文
• ビジネスプロセスを呼び出した時の要求または応答の電文
• サービスアダプタからサービス部品を呼び出したときの要求または応答の電文
• データ変換を行ったときの変換前または変換後の電文

ユーザ電文トレース機能を使用することによって，設計したとおりの電文が流れている
かを確認できます。また，各ポイント（リクエスタ側とサービス側，BPのアクティビ
ティ，データ変換など）も確認できるため，開発の容易性が増します。

7.3.2　ユーザ電文トレース機能の設定
ユーザ電文トレース機能を使用するには，次に示す HCSCサーバランタイム定義ファイ
ルのプロパティで値を設定します。

• telegramtraceプロパティ
• telegramtrace-filepathプロパティ
• telegramtrace-filesizeプロパティ
• telegramtrace-filenumプロパティ

各プロパティの詳細は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム リファレ
ンス」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

ユーザ電文トレースを取得する設定にすると，HCSCサーバ全体に対して有効となりま
す。

7.3.3　ユーザ電文トレース機能使用時の注意事項

（1） セキュリティ面の考慮について

ユーザ電文トレース機能は，電文の内容をファイルに出力します。そのため，電文の内
容が情報漏洩する懸念があり，セキュリティ上の問題が発生します。したがって，本番
運用を含む通常の運用では使用しないでください。

また，出力したユーザ電文トレースファイルの取り扱いに注意してください。
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（2） DBアダプタでの出力について

Cosminexus Service Coordinator 01-60以前の「<Cosminexusのインストールディレク
トリ >¥CSC¥lib¥cscdba.ear」を使用して作成した DBアダプタでは，取得位置 SVC，
および取得位置 CNVSTの電文トレースは出力されません。
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8　 他製品と連携して利用する
機能
この章では，JP1と連携した運用管理，および接続できるデー
タベースについて説明します。

8.1　JP1と連携した運用管理

8.2　接続できるデータベース
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8.1　JP1と連携した運用管理

JP1と連携して Cosminexus サービスプラットフォームを運用すると，業務システム全
体の監視，問題の検知などの運用を効率良くできるようになります。また，サーバやア
プリケーションの起動・停止を自動化することで，システムの日常運用の効率化を図れ
ます。

JP1と連携したシステムの運用については，マニュアル「Cosminexus アプリケーショ
ンサーバ 機能解説 運用／監視／連携編」の「12.2　JP1との連携」も参照してくださ
い。

8.1.1　JP1/IMとの連携による障害検知
システムで発生した障害を JP1イベントによって集中管理することができます。
Cosminexus サービスプラットフォームでは JP1/IM - Managerと連携し，システムで発
生した障害を検知して，障害メッセージを JP1イベントとして JP1へ通知できます。ま
た，JP1/IM - Viewでは，JP1/IM - Managerのホストに接続して，実行環境から発行さ
れた JP1イベントを表示できます。JP1イベントとして発行されるメッセージは，ユー
ザの環境に合わせてカスタマイズできます。

どの障害が発生した場合に，どのメッセージが通知されるかをあらかじめ設定しておく
ことで，JP1/IM - Viewで表示されるメッセージログを監視して，障害発生時の障害の種
類や原因などの調査を簡略化できます。

JP1/IMと連携した障害監視の概要を次の図に示します。
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図 8-1　JP1/IMと連携した障害監視の概要

1. Cosminexus Management Serverで，JP1/IMで監視する JP1イベント発行を設定し
ます。

2. 実行環境で発生した障害のメッセージが JP1イベントに変換されます。
3. JP1/Baseを使用して，システムで発生した障害のメッセージが JP1イベントとして
発行されます。

4. JP1イベントが JP1統合運用管理環境に転送されます。
5. JP1統合運用管理環境に転送されてきた JP1イベントが，JP1/IM - Managerによっ
て収集されます。

6. 統合コンソールから JP1/IM - Viewを使用し，JP1/IM - Managerに接続して，JP1
イベントの詳細を確認できます。

8.1.2　JP1によるプロセス監視
Cosminexus サービスプラットフォームのシステムを JP1で監視する場合の推奨プロセ
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スについて説明します。

（1） 監視推奨プロセス

HCSCサーバ起動時の各論理サーバのプロセスは，Cosminexus Managerで監視されて
いて，プロセスダウンやハングアップなどの障害が発生すると，論理サーバを自動で再
起動します。そのため，Cosminexus サービスプラットフォームのシステムを JP1で監
視する場合は，次のプロセスを監視の対象とすることを推奨します。

• Management Server
• 運用管理エージェント

ポイント
 

各論理サーバのプロセスのうち，上記推奨プロセス以外のプロセスを JP1で監視すると，プ
ロセスの二重監視になります。

HCSCサーバ起動時のプロセス構成を次の図に示します。
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図 8-2　HCSCサーバ起動時のプロセス構成
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JP1の監視推奨となるプロセス名を次の表に示します。

表 8-1　JP1からの監視推奨となるプロセス名

また，データベースを使用している場合は，使用しているデータベースのプロセスも
JP1の監視推奨プロセスとなります。それらのプロセス名については，各データベース
のマニュアルを参照してください。

（2） プロセスを監視するときの注意事項

プロセス数の上限と下限で監視する場合，上限を 1，下限を 1で監視すると，一時的に
cjstartwebや adminagentのプロセスが 1より大きくなり，障害を検知してしまうこと
があります。Management Server，運用管理エージェントについては複数起動を抑止す
る機能があるため，Cosminexus Managerの推奨としては上限なしで監視してください。

監視推奨プロセス プロセス名

Windowsの場合 UNIXの場合

Management Server cjstartweb.exe cjstartweb

運用管理エージェント adminagent.exe adminagent
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8.2　接続できるデータベース
ここでは，Cosminexus サービスプラットフォームから接続できるデータベースおよび
接続に使用する JDBCドライバについて説明します。データベースごとに接続に使用す
る JDBCドライバが異なります。なお，使用する機能によって接続できるデータベース
および使用する JDBCドライバが異なります。

Cosminexus サービスプラットフォームから接続できるデータベース，JDBCドライバ
および接続に使用する機能の対応を，次の表に示します。

表 8-2　Cosminexus サービスプラットフォームから接続できるデータベース

（凡例）
◎：使用できます。かつ，使用を推奨します。
○：使用できます。
－：使用できません。

データ
ベース

JDBCドライバ メッセージング機能およびビジ
ネスプロセス機能

DBアダプタ機能

ローカルトラ
ンザクション

グローバルト
ランザクショ

ン

ローカルトラ
ンザクション

グローバルト
ランザクショ

ン

HiRDB 
Version 9

HiRDB Type4 JDBC 
Driver

◎ ◎ ◎ ◎

Cosminexus 
DABroker Library

－ － － －

HiRDB 
Version 8

HiRDB Type4 JDBC 
Driver

○ ○ ○ ○

Cosminexus 
DABroker Library

○ ○ ○ ○

Oracle 11g 
R2
11.2

Oracle JDBC Thin 
Driver

○ ○ ○ ○

Cosminexus 
DABroker Library

－ － － －

Oracle 11g 
R1
11.1

Oracle JDBC Thin 
Driver

○ ○ ○ ○

Cosminexus 
DABroker Library

－ － － －

Oracle 
10g R2
10.2.0

Oracle JDBC Thin 
Driver

○ ○ ○ ○

Cosminexus 
DABroker Library

－ － ○ ○
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付録 A　このマニュアルの参考情報
付録 A　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 A.1　関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを，次の図に示します。必要に応じてお読みください。

図 A-1　このマニュアルの関連マニュアル

また，図に示したマニュアル以外で，このマニュアルと関連するマニュアルを次に示し
ます。必要に応じてお読みください。

Cosminexus アプリケーションサーバ関連

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 概説（3020-3-U01）
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• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 ファーストステップガイド（3020-3-U02）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム設計ガイド（3020-3-U03）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 システム構築・運用ガイド（3020-3-U04）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (Webコンテナ )
（3020-3-U05）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (EJBコンテナ )
（3020-3-U06）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基本・開発編 (コンテナ共通機能 )
（3020-3-U07）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 拡張編（3020-3-U08）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 運用／監視／連携編（3020-3-U09）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 保守／移行／互換編（3020-3-U10）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション設定操作ガイド
（3020-3-U12）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 運用管理ポータル操作ガイド（3020-3-U13）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス コマンド編（3020-3-U14）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編 (サーバ定義 )
（3020-3-U15）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )（3020-3-U16）

• Hitachi Web Server（3020-3-U17）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 仮想化システム構築・運用ガイド
（3020-3-U18）
• TPBroker Version 5 トランザクショナル分散オブジェクト基盤 TPBroker ユーザーズ
ガイド（3020-3-U19）

• TPBroker Version 5 トランザクショナル分散オブジェクト基盤 TPBroker 運用ガイド
（3020-3-U20）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 Cosminexus Reliable Messaging
（3020-3-U21）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケーション開発ガイド（3020-3-U25）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス API編（3020-3-U26）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 Cosminexus XML Processor ユーザーズガイ
ド（3020-3-U27）

• VisiBroker Version 5 Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R) デベロッパーズガ
イド（3020-3-U28）

• VisiBroker Version 5 Borland(R) Enterprise Server VisiBroker(R) プログラマーズリ
ファレンス（3020-3-U29）

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 SOAPアプリケーション開発の手引
（3020-3-U30）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 Webサービス開発の手引（3020-3-U31）
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• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 Webサービスセキュリティ 使用の手引
（3020-3-U32）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 Cosminexus XML Security - Core ユーザー
ズガイド（3020-3-U33）

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 1 KDAL-KDCGおよび Hitachi 
Web Server編（3020-3-U41）

• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 2 KDJE-KDJW編
（3020-3-U42）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 3 KECX-KEDT／

KEOS02000-29999／ KEUC-KFRM編（3020-3-U43）
• Cosminexus アプリケーションサーバ V8 メッセージ 4 監査ログ編（3020-3-U44）
• Cosminexus ビジネスプロセス管理 /エンタープライズサービスバス V8 サービスプ
ラットフォーム TP1アダプタ ユーザーズガイド（3020-3-U58）

その他

• 分散トランザクション処理機能 TP1/Server Base Enterprise Option 使用の手引
（3000-3-982）
• uCosminexus TP1 Gateway ユーザーズガイド（3000-3-989）
• Cosminexus サービスプラットフォーム ファイルアダプタ ユーザーズガイド
（3020-3-P06）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルについて，名称を省略して表記しています。
マニュアルの正式名称とこのマニュアルでの表記を次の表に示します。

正式名称 このマニュアルでの表記

Cosminexus ビジネスプロセス管理 /エンタープライズ
サービスバス V8 サービスプラットフォーム 開発ガイド

Cosminexus サービスプラットフォーム 開
発ガイド

Cosminexus ビジネスプロセス管理 /エンタープライズ
サービスバス V8 サービスプラットフォーム システム構
築・運用ガイド

Cosminexus サービスプラットフォーム シ
ステム構築・運用ガイド

Cosminexus ビジネスプロセス管理 /エンタープライズ
サービスバス V8 サービスプラットフォーム リファレン
ス

Cosminexus サービスプラットフォーム リ
ファレンス

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基
本・開発編 (Webコンテナ )

Cosminexus アプリケーションサーバ 機能
解説 基本・開発編 (Webコンテナ )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 基
本・開発編 (EJBコンテナ )

Cosminexus アプリケーションサーバ 機能
解説 基本・開発編 (EJBコンテナ )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 機能解説 運用
／監視／連携編

Cosminexus アプリケーションサーバ 機能
解説 運用／監視／連携編

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 アプリケー
ション設定操作ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ アプ
リケーション設定操作ガイド
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付録 A.2　このマニュアルでの表記
（1） 製品名

このマニュアルで使用する表記と，対応する製品名を次に示します。

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 運用管理ポー
タル操作ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ 運用
管理ポータル操作ガイド

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 
コマンド編

Cosminexus アプリケーションサーバ リ
ファレンス コマンド編

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 
定義編 (サーバ定義 )

Cosminexus アプリケーションサーバ リ
ファレンス 定義編 (サーバ定義 )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 リファレンス 
定義編 (アプリケーション／リソース定義 )

Cosminexus アプリケーションサーバ リ
ファレンス 定義編 (アプリケーション／リ
ソース定義 )

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 SOAPアプリ
ケーション開発の手引

Cosminexus アプリケーションサーバ SOAP
アプリケーション開発の手引

Cosminexus アプリケーションサーバ V8 Webサービス
開発の手引

Cosminexus アプリケーションサーバ Web
サービス開発の手引

表記 製品名

Eclipse Eclipse Classic 3.6.1

HiRDBまたは HiRDBサーバ HiRDB/Parallel 
Server

HiRDB/Parallel Server Version 8

HiRDB/Single 
Server

HiRDB/Single Server Version 8

HiRDB Server HiRDB Server Version 9

IPF Itanium(R) Processor Family

JP1 JP1関連製品

JP1/AJS2 JP1/AJS2 - 
Agent

JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Agent

JP1/AJS2 - Light 
Edition

JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Light Edition

JP1/AJS2 - 
Manager

JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Manager

JP1/AJS2 - View JP1/Automatic Job Management 
System 2 - View

JP1/IM JP1/IM - 
Manager

JP1/Integrated Management - 
Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

Oracle Oracle 10g Oracle 10g R2

正式名称 このマニュアルでの表記
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（2） Cosminexusの機能名

このマニュアルで使用する表記と，対応する Cosminexusの機能名を次に示します。

Oracle 11g Oracle Database 11g

SAP R/3 SAP R/3(R)

TP1/EE TP1/Server Base Enterprise Option

UNIX AIX AIX 5L V5.3

AIX V6.1

AIX V7.1

HP-UX HP-UX 11i V2（IPF）

HP-UX 11i V3（IPF）

Linux（IPF） Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4
（IPF）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5
（Intel Itanium(R)）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 
Advanced Platform（Intel 
Itanium(R)）

Linuxまたは
Linux（x86／
AMD64 & Intel 
EM64T）

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4
（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 
Advanced Platform（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4
（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5
（x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) AS 4
（AMD64 & Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5 
Advanced Platform（AMD/Intel 64）

Red Hat Enterprise Linux(R) ES 4
（AMD64 & Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux(R) 5
（AMD/Intel 64）

Red Hat Enterprise Linux(R) Server 
6（32-bit x86）

Red Hat Enterprise Linux(R) Server 
6（64-bit x86_64）

表記 製品名
250



付録 A　このマニュアルの参考情報
（3） Java関連用語

このマニュアルで使用する表記と，対応する Java関連用語を次に示します。

表記 Cosminexusの機能名

Cosminexus RM Cosminexus Reliable Messaging

CTM Cosminexus Component Transaction Monitor

HCSC Hitachi Cosminexus Service Coordinator

HCSC-Business Process，ビジネスプ
ロセス基盤，または BP基盤

Hitachi Cosminexus Service Coordinator - Business Process

HCSC-Data Transformまたはデータ変
換基盤

Hitachi Cosminexus Service Coordinator - Data Transform

HCSC-DB Adapterまたは DBアダプ
タ

Hitachi Cosminexus Service Coordinator - Database 
Adapter

HCSC-ManagerまたはHCSC-MNG Hitachi Cosminexus Service Coordinator - Manager

HCSC-Messaging，HCSC-MSG，また
はメッセージング基盤

Hitachi Cosminexus Service Coordinator - Messaging

HCSCTE Hitachi Cosminexus Service Coordinator Tools for Eclipse

Management Server Cosminexus Management Server

MyEclipse MyEclipse for Cosminexus

PRF Cosminexus Performance Tracer

TPBroker Cosminexus TPBroker

表記 Java関連用語

Connector 1.5 J2EETM Connector Architecture 1.5

EAR Enterprise ARchive

EJBまたは Enterprise JavaBeans Enterprise JavaBeans

J2EE J2EETM

JavaTM 2 Platform, Enterprise Edition

J2SE JavaTM 2 Platform, Standard Edition

Java JavaTM

Java 2 SDK JavaTM 2 Software Development Kit, Standard Edition

JAXP JavaTM API for XML Processing

JDBC JavaTM Database Connectivity

JMS JavaTM Message Service

JSP JavaServer PagesTM
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付録 A.3　英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

Servletまたはサーブレット JavaTM Servlet

英略語 英字での表記

API Application Programming Interface

BP Business Process

BPEL Business Process Execution Language

BPM Business Process Management

BPMN Business Process Modeling Notation

DB Database

ERP Enterprise Resource Planning

ESB Enterprise Service Bus

ETL Extract Transform Loading

HTML Hyper Text Markup Language

HTTP Hyper Text Transfer Protocol

IIOP Internet Inter-Orb Protocol

IT Information Technology

JSF JavaServer Faces

JSP JavaServer Pages

MBean Managed Bean

MDB Message-Driven Bean

OS Operating System

RDB Relational Database

RMI Remote Method Invocation

RPC Remote Procedure Call

SaaS Software as a Service

SOA Service Oriented Architecture

SOAP Simple Object Access Protocol

SSL Secure Sockets Layer

W3C World Wide Web Consortium

WFA Work-Flow Architecture

WS-R Web Services Reliability

WSDL Web Service Description Language

表記 Java関連用語
252



付録 A　このマニュアルの参考情報
付録 A.4　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ
れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

WST Web Standard Tools

XML Extensible Markup Language

英略語 英字での表記
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付録 B　用語解説

（英字）

BPEL（Business Process Execution Language）
XMLをベースにしたワークフロー記述言語です。Cosminexus サービスプラットフォームでは，ア
クティビティとコネクションで定義したビジネスプロセスを BPEL形式で保存できます。

BPMN（Business Process Modeling Notation）
業務手順をわかりやすく図示して可視化するための表記ルールを定めたものです。ビジネスプロセ
ス・モデリング表記法ともいいます。

CTM（Cosminexus Component Transaction Monitor）
構成ソフトウェアの一つです。サービス部品の実行要求が集中しないようにスケジューリングをす
るための機能です。

DB Connector
データベースに接続するためのリソースアダプタです。

DBアダプタ
データベースの操作をサービス部品として利用する場合に，操作するデータベースや実行する SQL
を定義した HCSCコンポーネントです。

DBキュー
データベースを介してシステム間で連携する，TP1/EE（TP1/Server Base Enterprise Option）の機
能です。DBキュー機能を使用すると，データベースをキューとして，TP1/EEと J2EEとの間で，
非同期型のメッセージ送受信ができます。

EAR（Enterprise ARchive）ファイル
J2EEアプリケーションを構成する複数のファイルを EARファイル形式でパッケージ化したもので
す。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，HCSCコンポーネントをパッケージングして，EAR
ファイルを作成します。

Eclipse
Eclipseプロジェクト（eclipse.org）が提供するオープンソースの統合開発環境です。ソースコード
の編集支援機能やデバッグ機能など，アプリケーションの開発効率を向上させる各種機能を備えて
います。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，Eclipseに必要な機能をプラグインして利用します。

EJB（Enterprise JavaBeans）
業務ロジックをプログラムとして記述したビジネスロジック，および永続的データを格納するオブ
ジェクトであるエンティティを Javaコンポーネント化したものです。Oracle Corporationから
EJB仕様が公開されています。
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FTPアダプタ
Cosminexus サービスプラットフォームと FTPサーバとの間でファイルの送受信をするために利用
するアダプタです。

FTPインバウンドアダプタ
FTP連携で使用するリソースアダプタです。Connector 1.5仕様に準拠しています。

FTP受付
FTPインバウンドアダプタを経由して FTPクライアントからの実行要求を受け付ける機能（イン
ターフェース）です。
ファイル操作アダプタや FTPアダプタと連携することで，Cosminexus サービスプラットフォーム
上で FTPクライアントと FTPサーバの間のファイル転送ができるようになります。

FTPクライアント
FTPを使用してファイルの送受信を行うクライアント用ソフトウェアです。

FTPサーバ
FTPクライアントからの要求によってファイルを送受信するサーバ用ソフトウェアです。

FTP連携
Cosminexus サービスプラットフォーム上で FTPクライアントと FTPサーバの間のファイル転送を
実現するための機能です。

HCSC（Hitachi Cosminexus Service Coordinator）
uCosminexus Service Platformを構成する構成ソフトウェアの一つです。Cosminexus サービスプ
ラットフォームで SOAを適用したシステムを構築，運用するための機能として，ビジネスプロセス
実行機能，データ変換機能，DBアダプタ機能，実行環境の運用管理機能，およびメッセージング制
御機能を提供しています。

HCSC-Business Process（ビジネスプロセス基盤）
ビジネスプロセスの定義に従って，適切なサービス部品を呼び出すための機能です。

HCSC-Data Transform（データ変換基盤）
データ変換定義に従って，要求電文・応答電文の電文フォーマットを変換する機能です。

HCSC-DB Adapter（DBアダプタ）
DBアダプタの定義に従って適切なサービス部品（データベースの操作）を呼び出す機能です。

HCSC-Manager
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境で利用する運用管理機能です。
HCSCサーバのセットアップ機能，HCSCコンポーネントの配備機能，プロセスインスタンスの実
行履歴管理機能などが含まれます。

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイル（csccmd.properties）
運用環境で使用するコマンドの必須項目の省略値を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式
のファイルとして作成します。
このファイルに省略値を定義しておくと，コマンド入力時に該当するオプションの入力を省略でき
255



付録 B　用語解説
ます。

HCSC-Manager定義ファイル（cscmng.properties）
運用環境のカスタマイズに必要な情報を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式のファイル
として作成します。
リポジトリのインポート先となるディレクトリや，ログファイルの大きさ・面数などを定義できま
す。

HCSC-Messaging（メッセージング基盤）
サービスアダプタの定義に従って適切なサービス部品を呼び出す機能です。

HCSCTE
Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境で利用する開発支援機能です。HCSCTEで提供
される機能は，Eclipseにプラグインして利用します。
アダプタやビジネスプロセスの作成・定義機能などが含まれます。

HCSCコンポーネント
開発環境で作成するサービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の
総称です。

HCSCコンポーネントの検証
定義したアダプタ，ビジネスプロセス，データ変換定義の内容が妥当かどうか検証する機能です。
必要な定義があるか，また定義の関係が正しいかを，必要に応じて任意のタイミングで検証できま
す。

HCSCサーバ
実行環境でサービス部品の実行を管理するサーバ機能です。メッセージング基盤，ビジネスプロセ
ス基盤，データ変換基盤など，実行環境に必要な機能が含まれます。また，標準受付，ユーザ定義
受付などのリクエスト受付機能や，サービスアダプタ（Webサービス，SessionBean，MDB
（WS-R），MDB（DBキュー），DBアダプタ）の各種アダプタ機能も含まれます。

HCSCサーバ構成定義ファイル（cscsvsetup.xml）
HCSCサーバの構成を定義するファイルです。XML形式のファイルとして作成します。
HCSCサーバ，クラスタ，Cosminexus Managerなどの情報を定義できます。

HCSCサーバセットアップ定義ファイル（cscsvsetup.properties）
HCSCサーバのセットアップに必要な情報を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式の
ファイルとして作成します。
HCSCサーバに設定するクラスタ名や使用できる標準受付の種類などを定義できます。

HCSCサーバランタイム定義ファイル（cscsvconfig.properties）
HCSCサーバの起動時に必要なランタイム情報を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式
のファイルとして作成します。
実行履歴を採取するかどうかや，トレースファイルのレベル・出力先などを定義できます。

HTTP
インターネットで，WWWサーバとWWWクライアントの間でHTML文書を送受信するための通
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信プロトコルです。

iWayアダプタ
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境から他社 ERPパッケージのサービス部品を呼び
出す場合に利用するアダプタです。

J2EEサーバ
アプリケーションを実行するためのサーバ基盤である J2EEコンテナを生成，実行する環境です。
Cosminexus サービスプラットフォームは，J2EEサーバとして Cosminexus Component 
Containerを使用します。

JAX-WSエンジン
Cosminexusが提供するWebサービスの通信基盤です。SOAP1.1仕様および SOAP1.2仕様に対応
しています。

JDBC（Java Database Connectivity）
Javaのプログラムでデータベースを利用するための APIです。
JavaSoftが 1996年前半に仕様を公開しました。Javaプログラムから，JDBC APIを経由して
「JDBCドライバ」を呼び出し，ドライバがデータベース・サーバへの接続機能を提供します。

JP1
日立の統合システム運用管理ソフトウェアの総称です。

MBean（Managed Bean）
管理対象となるリソースを表す Javaオブジェクトです。JMX仕様に基づいて実装されます。マ
ネージャに対するリソースのインターフェースとして機能し，リソースに関する情報や操作をマ
ネージャに提供します。

MDB（Message-Driven Bean）
JMSと連携するメッセージ駆動タイプの Beanです。EJBコンテナは JMSの Destinationからの
JMSメッセージ受信を契機に Beanを起動します。

Message Queueアダプタ
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境から既存のメッセージキュー（IBM WebSphere 
MQシステム）に対してメッセージの送受信をする場合に利用するアダプタです。

MyEclipse
Javaアプリケーションの開発環境です。MyEclipseには，Eclipseでアプリケーションを開発する
ときに使用するプラグインがまとめられています。MyEclipseを使用すると，アプリケーションの
作成，J2EEサーバへのアプリケーションのデプロイ，J2EEサーバの起動・停止，データベースの
操作などができます。
Cosminexusでは，構成ソフトウェアとして，MyEclipseの日本語版環境であるMyEclipse for 
Cosminexusを提供しています。

Object Accessアダプタ
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境から既存の TPBrokerシステム（Object 
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Wrapperシステム）のサービス部品を呼び出す場合に利用するアダプタです。

RMI-IIOP
JavaRMIと JavaIDLを統合した APIです。

SessionBean
セッション単位での処理を行う機能がある，EJBで規定されている Beanの一つです。

SOAP（Simple Object Access Protocol）
ネットワーク上のサービスを呼び出す際のメッセージを規定したものです。HTTPと XMLがベー
スとなっています。

SOAP1.1/1.2併用モード
利用するWebサービスの標準仕様および通信基盤を表すモードです。SOAP1.1仕様および
SOAP1.2仕様に対応したサービス部品／サービスリクエスタを利用するときに指定します。
SOAP1.1/1.2併用モードでは，通信基盤として Cosminexusが提供する JAX-WSエンジンを利用し
ます。

SOAP1.1モード
利用するWebサービスの標準仕様および通信基盤を表すモードです。SOAP1.1仕様に対応した
サービス部品／サービスリクエスタを利用するときに指定します。SOAP1.1モードでは，通信基盤
として Cosminexusが提供する SOAP通信基盤を利用します。

SOAP通信基盤
Cosminexusが提供するWebサービス（SOAPアプリケーション）の通信基盤です。SOAP1.1仕様
に対応しています。

SQLオペレーション定義ファイル
DBアダプタを利用してデータベースにアクセスする場合に，実行する SQLを定義するファイルで
す。DBアダプタ用の XMLフォーマット定義ファイルを作成するときの基となるファイルです。

TP1/RPC受付
既存の OpenTP1システム内にあるサービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求を受け付
けるための機能（インターフェース）です。

TP1アダプタ
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境から既存の OpenTP1システム内にあるサービス
部品を呼び出す場合に利用するアダプタです。

TP1インバウンドアダプタ
TP1インバウンド連携機能で使用するリソースアダプタです。Connector 1.5仕様に準拠していま
す。

TP1連携システム
OpenTP1システム内にあるサービスリクエスタおよびサービス部品と接続するためのシステム構成
です。
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uCosminexus Service Architect
Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境を構築・運用するための製品です。

uCosminexus Service Platform
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境・運用環境を構築・運用するための製品です。

W3C（World Wide Web Consortium）
XMLや DOMを含むWeb関連技術の標準化を推進する非営利団体です。

Webサービス
インターネット上に分散するアプリケーションが提供するサービスを，クライアントに APIとして
提供するサービスです。

WFA（Work-Flow Architecture）
経済産業省がエンタープライズアーキテクチャで提案している業務フローの記法です。業務にかか
わる組織や担当者，業務の流れ，および流れる情報を明示できます。

WS-R（Web Services Reliability）
標準化団体 OASISで標準化された，インターネット向けのオープンな非同期通信プロトコルです。

WSDL（Web Service Description Language）
Webサービスを記述するための言語仕様です。XMLがベースとなっています。

XMLスキーマ
W3C勧告で定められた仕様で，XML文書内の論理的なデータ構造を規定するための仕組みです。

XMLフォーマット定義ファイル
XML形式のデータを扱う場合に利用する電文フォーマット定義ファイルです。XMLスキーマファ
イルとして作成します。

（ア行）

アクティビティ
ビジネスプロセスの処理フローを定義する部品です。基本アクティビティと構造アクティビティに
分類されます。複数のアクティビティを画面上に配置し，コネクションで連結して，ビジネスプロ
セスの処理フローを定義します。

アダプタ
サービスリクエスタからの要求電文を受け取り，アダプタ内で定義されているサービス部品へ要求
電文を送信して，サービス部品を呼び出すアプリケーションです。
アダプタには，標準で使用するサービスアダプタ（標準アダプタ）と，ユーザが必要に応じて使用
するカスタムアダプタ（DBアダプタ，TP1アダプタなど）があります。サービスアダプタは，
Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），およびMDB（DBキュー）のサービス部品を呼び
出すアダプタです。カスタムアダプタは，それ以外のサービス部品を呼び出すアダプタです。
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受付処理
サービス部品の呼び出し要求を受け付けたり，電文を転送したりする処理を記述した APIです。
ユーザが作成した受付処理をカスタム受付フレームワーク上で動作させることで，任意のプロトコ
ルに対応した受付を開発できます。

運用環境
開発環境で作成した EARファイルをリポジトリから読み込み，実行環境に配備する環境です。ま
た，実行環境で利用する HCSCサーバをセットアップします。実行環境での業務の運用を開始した
あとは，システムの起動・停止，および状態を監視します。

永続化
ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行状況を履歴として，データベースに記録すること
です。

応答電文
サービス部品の実行結果を返すための電文です。応答電文には，サービス部品から HCSCサーバに
送信される電文と，HCSCサーバからサービスリクエスタに送信される電文があります。

（カ行）

開発環境
実行環境でサービス部品を呼び出すために必要な HCSCコンポーネントを作成したり，作成した
HCSCコンポーネントを HCSCサーバおよびクラスタにどのように配備するか定義（配備定義）し
たりする環境です。

カスタムアダプタ
呼び出すサービス部品の種類が，Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），MDB（DB
キュー）以外のアダプタです。

カスタム受付
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けるための機能（インターフェース）です。ユーザが
作成した受付処理をカスタム受付フレームワーク上で動作させることで，任意のプロトコルからの
実行要求を受け付けることができます。

カスタム受付フレームワーク
カスタム受付を作成するために Cosminexus サービスプラットフォームで提供している開発用フ
レームワークです。

共通フォルダ
FTP連携で，複数のビジネスプロセスからアクセスできるファイルを格納するために HCSCサーバ
に作成する任意のフォルダです。

クラスタ
ある共通の機能を提供するサーバの集合です。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，二つの HCSCサーバで実行系と待機系を構成する
HAクラスタと，複数の HCSCサーバでクラスタを構成するロードバランスクラスタがあります。
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コネクション
アクティビティを連結して，アクティビティの実行順序を定義するための部品です。通常のコネク
ションに加えて，フォルト処理を連結するフォルトコネクションおよび並列処理時のリンクを設定
するリンクコネクションがあります。

（サ行）

サービス
業務と一対一に対応し，業務に必要な機能を再利用できるソフトウェア部品のことです。SOAで
は，サービスを組み合わせて業務システムを構築します。これによって，業務の変化に対して，シ
ステムを迅速に変更できます。

サービスアダプタ
どのサービス部品を実行するかを定義したHCSCコンポーネントです。呼び出すサービス部品の種
類（Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），MDB（DBキュー））ごとに定義する内容は異
なります。

サービス型ソフトウェア
ソフトウェアの機能のうち，ユーザが必要とするものだけをサービスとして配布し利用できるよう
にしたソフトウェアの配布形態です。SaaS（Software as a Service）ともいいます。

サービス部品
サービスアダプタおよび DBアダプタから実行できる業務処理のことです。Webサービス，
SessionBean，MDB（WS-R），MDB（DBキュー），およびデータベースの操作をサービス部品と
して利用できます。

サービスリクエスタ
HCSCサーバへサービス部品の実行要求（要求電文）を送信するアプリケーションです。HCSC
サーバの標準受付が同期標準受付（Webサービス／ SessionBean）か，非同期標準受付（MDB
（WS-R）／MDB（DBキュー））か，またはユーザ定義受付（Webサービス）かによって，作成す
るサービスリクエスタの形式が異なります。
標準受付にサービス部品の実行を要求するサービスリクエスタを作成するときは，HCSCサーバに
送信される要求電文の電文フォーマットを，標準電文に合わせる必要があります。
ユーザ定義受付にサービス部品の実行を要求するサービスリクエスタを作成するときは，サービス
部品またはビジネスプロセスに定義した電文フォーマット（WSDL）に合わせることができます。

作業フォルダ
FTP連携で，FTPクライアントや FTPサーバなどから受信したファイルを扱うために HCSCサー
バに作成されるフォルダです。

システム構成定義
HCSCサーバおよびクラスタのセットアップ情報と，HCSCコンポーネントを HCSCサーバおよび
クラスタにどのように配備するかの情報が含まれる定義情報です。
HCSCサーバおよびクラスタのセットアップ情報は，運用環境で更新されます。開発環境では，
HCSCサーバおよびクラスタに HCSCコンポーネントをどのように配備するかの情報を定義しま
す。
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実行環境
サービスリクエスタで受け付けた実行要求に応じて，HCSCサーバを介して適切なサービス部品を
呼び出し，業務を実行する環境です。

実行履歴
ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行履歴と電文の実行履歴とがあります。ビジネスプ
ロセスの実行状況や応答状況を確認したり，サービス部品の情報や電文の配送経路や配送状態を確
認したりできます。

相関セット
サービスリクエスタから送信された要求電文を一意に識別するために利用する文字列です。HCSC
サーバには，サービスリクエスタから相関セットを含む要求電文が送信されます。サービス部品の
HCSCサーバは，相関セットを含んだ応答電文をサービスリクエスタに返信します。その結果，
サービスリクエスタは受信した応答電文が，どの要求電文に対する応答であるのかを一意に識別で
きます。

（タ行）

データ変換
標準電文とサービス部品電文の電文フォーマットが異なる場合に，データ変換定義に従って，標準
電文をサービス部品電文の電文フォーマットに変換することです。

データ変換定義
標準電文とサービス部品電文の電文フォーマットの相違を解消するためのデータ変換方法を定義し
たものです。標準電文とサービス部品電文の電文フォーマット定義ファイルの各要素をマッピング
し，必要に応じてファンクションを設定して定義します。

電文フォーマット
要求電文および応答電文のデータ構造です。
サービスリクエスタから HCSCサーバに送信される要求電文の電文フォーマットは，標準電文の電
文フォーマットに合わせる必要があります。標準電文とサービス部品に実行要求するための電文
（サービス部品電文）の電文フォーマットが異なる場合は，データ変換定義を作成して，電文フォー
マットの相違を解消します。

電文フォーマット定義ファイル
電文の構造（電文フォーマット）を定義したファイルです。XMLフォーマット定義ファイルとバイ
ナリフォーマット定義ファイルとがあります。サービス部品の実行に利用する電文で XML形式の
データを扱う場合は，XMLフォーマット定義ファイルを，バイナリ形式（XML形式以外）のデー
タを扱う場合は，バイナリフォーマット定義ファイルを利用します。

（ハ行）

バイナリフォーマット定義ファイル
バイナリ形式（XML形式以外）のデータを扱う場合に利用する電文フォーマット定義ファイルで
す。XMLスキーマファイルとして作成します。バイナリ形式のデータ内の値の格納形式を定義し，
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定義した情報を XMLスキーマファイルに付加したファイル（拡張子：.fdx）です。

配備
HCSCコンポーネントを適切な HCSCサーバに配置することです。開発環境で作成した HCSCコ
ンポーネントは，運用環境を利用して実行環境（HCSCサーバ）に配備します。

配備定義
開発環境で，HCSCコンポーネントを HCSCサーバおよびクラスタにどのように配備するか定義
し，システム構成定義を更新することです。運用環境から HCSCコンポーネントを配備するときに
は，開発環境で配備定義したシステム構成定義の内容に従って配備します。

パッケージング
開発環境で作成した HCSCコンポーネントを，実行環境に配備できるように EARファイルに組み
立てることです。

ビジネスプロセス
複数のサービス部品の処理の順番や条件などを定義して，一連の業務の流れとして定義したもので
す。Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境では，複数のアクティビティを画面上に配置
し，コネクションで連結して定義します。

標準受付
サービスリクエスタからの要求電文を受け付けるための機能（インターフェース）です。HCSC
サーバに含まれる機能です。標準受付を開始すると，サービスリクエスタからの要求電文を受け付
けられる状態になります。
同期受付（Webサービス／ SessionBean）および非同期受付（MDB（WS-R）／MDB（DB
キュー））の要求を受け付けることができます。

標準電文（標準電文フォーマット）
Cosminexus サービスプラットフォームで提供する標準的な電文フォーマットです。

ファイルアダプタ
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境から HCSCサーバ上のローカルディスクに対し
て直接ファイルの入出力をする場合に利用するアダプタです。

ファイル操作アダプタ
ファイルのレイアウト変換，文字コード変換，複製，および削除をするためのアダプタです。

ファンクション
データ変換を定義する場合に，変換元ノードの値を加工して変換先ノードにマッピングする場合に
使用するときの加工の方法を定義するものです。
文字列や数値を変換するファンクション，ノードの名称を取得するファンクション，条件による処
理の選択や繰り返しを定義するファンクションなどがあります。

プロセスインスタンス
ビジネスプロセスで実行している業務の一つの実体です。ワークフローの案件に相当します。
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（マ行）

マッピング
データ変換を定義する場合に，変換元と変換先のノードを連結することです。マッピングの始点を
マッピング元，終点をマッピング先といいます。

（ヤ行）

ユーザ定義受付
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けるための機能（インターフェース）です。HCSC
サーバに含まれる標準受付とは異なり，ユーザが任意のインターフェースを定義できます。定義し
たユーザ定義受付を HCSCサーバに配備して開始すると，サービスリクエスタからの要求電文を受
け付けられる状態になります。

要求電文
サービス部品の実行を要求するための電文です。要求電文には，サービスリクエスタから HCSC
サーバに送信される電文と HCSCサーバ内のアダプタからサービス部品に送信される電文がありま
す。

（ラ行）

リポジトリ
定義した HCSCコンポーネントやシステム構成定義を格納するディレクトリです。格納した情報
は，リポジトリの管理機能（リポジトリのインポート／エクスポート機能）を利用して，開発環境
と運用環境との間で受け渡します。
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